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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　スタッフさんからのキューが出て、赤いランプが灯ともった。

　僕の正面に座る彼女は、緊きん張ちようなんぞどこ吹く風といった顔で口を開く。とても楽しそうだ。こりゃ、今回もスタートから息が切れそうだぞ。

「声優だけど音がない、音おと無なしまどかです」

「え？」

「ど、どうしたの？」

「いや、あまりに普通に始まったので、ちょっとびっくりしちゃって」

「まあ、たまにはね」

　マイク越しに見える彼女の顔。見ているだけで元気の出てくるような笑顔で、アイドル声優、音無まどかは応こたえた。

「ほら、自己紹介」

「は、はい」

　サイドポニーがくるりと揺ゆれて、音無さんの手のひらがこちらに向けられる。

「永遠のモブキャラ、村むら人びとＢです」

　音無さんに促うながされて、お決まりの自己紹介。単純に名前を言うだけなんだけど、つい台本の文字を目で追ってしまう。

　この『村人Ｂ』っていうのは、芸名ってことになるのかな。僕はこの、いま収録している『ラジオの法ほう則そく』というラジオにしか出てないけど。

　普段の僕はごくごく普通の高校二年生。芸名なんて使ってるけど、常つね村むら良りよう人とという名前の、ごくごく普通の男子高校生だ。

　人より秀ひいでているところはとくになく、劣っているところはそれなりに。思春期ならではのコンプレックスでいっぱいだ。なんて、自分で自分のことを言ってしまうようなやつは、きっとたいして悩んでいない。能天気な人間ですよ。

　そんな僕が普通でいられなくなる場所。普通でいたいのに、それを許してもらえない場所。それがここ。ラジオの収録スタジオである。いや、もうちょっと場所を限定するなら、音無さんの前、かな。

　業界のあれやこれで面倒くさいポジションにいる音無さんは、ボケるのが大好きである。なのに、本気でツッコんでくれる人が周りにあまりいなかったのだとか。そんなときに出会ってしまったのが僕、というわけで…………。

　そう、すべてはこのスタジオから始まった。

　単なる人違いで連れてこられた僕は、スタッフさんたちの強引すぎる力ちから業わざでラジオのパーソナリティを務めることになった。

　驚おどろくことに、相あい方かたはあの大人気アイドル声優、音無まどか。見た目も良けりゃあ演技力もあって歌唱力もある。そんなスーパーアイドルに人気がないわけがない。実は僕だって大好きだった。ファンだった。

　そんな音おと無なしさんを前に突然始まってしまった人生初の収録。そりゃあ冷静でいられるわけもなく、とにかく声を出せ、いっぱいしゃべれ、という勢いだけで入れたツッコミを彼女にいたく気に入られてしまい、いまにいたる。いたってしまう。なぜいたった。

　普通、アニメやマンガの主人公ってのは、異世界に飛ばされて勇者になるだろ。なのに、僕が飛ばされたのは異世界じゃなくて業界だったのだ。勇者じゃなくて村むら人びとＢになったのだ。これが現実ってもんなんだね。

　それからそれなりの時が過ぎ、なんやかんやでラジオのアクセス数もそこそこ稼かせげているらしく、音無さんと僕の漫まん才ざいのようなやりとりはすっかり定着してしまっていた。

　いや、そもそもだ。こんなやりとりが定着してしまうようなこの業界に、僕は異議を申し立てたい。本当にいいんですか？　と。あと、スポンサーさんに頭を下げたい。ごめんなさい、と。少しでも宣伝効果があればいいんですが。どうなんだろうね。

　今日きようも今日とて、このラジオの暴君である音無さんは生き生きとしているご様子。前のめりになるくらいの勢いで僕に話しかけてきた。

「今回は夏休みスペシャルでーす!!」

「ちょ、勝手にスペシャルにしないでください」

　うるさい。音無さん、どんだけ元気なんですか。耳がキンキンするんですけど。そんなに大きい声を出さないでください。

　すいませんスタッフさん、イヤホンの音量を少し下げてもらっていいですか？　収録中のため、ジェスチャーでブースの外へ訴えた。

　僕がそんなことしてる間にも、音無さんの口と舌は止まらない。もうね、音無さんの背後に、見えないはずの彼女の心の声が文字として見えるんですよ。「ツッコんでツッコんで！　早くツッコめよ、このやろう！　ウキウキ」って。もし尻尾しつぽが生えてたらものすごい勢いで振ってるでしょ。

「だって夏だよ？　すべて夏のせいだよ」

「うわついてんなー。第一、まだ夏休み前じゃないですか？」

　夏休みどころか、期末試験だってこれからだ。もうすぐ始まる期末試験を忘れようとでもするかのような音無さんのテンションに、僕はついていけない。まあ、アンニュイな気持ちではラジオを乗り切れないもんね。その気持ちは分からなくもないけど。

　っていうか思いだしちゃったじゃん！　やめてよ、本番中に憂ゆう鬱うつになっちゃうから。

「これ放送日いつだっけ？」

　それ言っちゃうんかい。

　音無さんが外にいるスタッフさんに尋たずねる。

　普通、収録番組というものは放送日に合わせたトークをするものだ。極端な例を出すなら、たとえいまが冬だったとしても、放送日が夏だったら夏の話をしなくちゃいけないくらいだ。なのにこの番組ときたらこれだもの。誰だれもまったく気にしてない。

　イヤホンから放送日の情報が流れてくると、再び音おと無なしさんは正面にいる僕へと向き直る。

「ギリで夏休み前か」

「まあ、地域や学校によっては入っているところもあるかもしれませんね」

「ねえ、なんで村むら人びとくんは、そんなにテンション低いの？　夏なのに」

「音無さんのせいですよ！　突然大きな声を出すから…………あと、夏、関係ない」

「だって夏は待ってくれないんだよ？　今年の夏は、いましかないんだよ！　満喫しなくちゃもったいないよ!!」

「その気持ちは分からなくもないですけどね。じゃあ、具体的にはなにをしたいですか？」

　やっぱこう、定番は花火とか海水浴とかかな。

「とりあえず……そうだね、暑いからどっか涼しいところに行きたいよね」

「満喫しろよ！　夏をよ!!」

　あんだけ夏だ夏だ言ってたのに、避暑に行っちゃうのかよ！

「いや、ほら、真冬にこたつ入りながらアイスを食べるような感覚だよ」

「んー、その『贅ぜい沢たくしてる感』は分かりますけどね、いまは夏を満喫しようって話をしてたんじゃないですか」
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「じゃあ、冷房をガンガンに効かせた部屋で鍋なべを食べよう！」

「それは夏を満喫してるっていうのかな…………」

「まあ…………満喫してるのは鍋だよね」

「ですよね」

　僕たちはなぜ真夏に鍋の話なんかしているのだろうか。おいしいけど。

「あと夏にしたいことかぁ」

　斜め上を見ながら思案顔の音おと無なしさん。ここではこんなこと言ってるけど、きっと夏休みも仕事でいっぱいなんだろうな。

「やっぱりさ、リスナーのみんなと会いたいね」

「イベントとかですか？」

「そう！　公録やろうよ」

「それはいいですけど」

「毎週やろうよ」

「それはツライ！　やるほうも聴ききに来てくれる方々も」

「じゃあ、有料イベントにして、制作費を稼かせいで海にロケ行こうよ！」

「ちょっ、音無さん、夏だからって欲望にまで開放的にならなくていいんですよ。概おおむね賛成ですけど、そこはオブラートに包んでいきましょう」

　行きてー。音無さんと海。すげー行きてー。

　海って言ったらさ、ほら、色々あるじゃないですか。水に入るんだからさ、それなりの服装にならなくちゃいけないじゃないですか。むしろならないと浜辺で浮くじゃないですか。水にじゃないよ、周囲の雰ふん囲い気きからだよ？

「どうせ村むら人びとくんは水着目当てなんでしょ!?」

「なっ、ちちちち違いますよ！」

　見抜かれた!?　もしくは、まだ根に持ってるのかな、音無さんの誕生日のときのこと。あれは本当に水着目当てじゃなかったのに！

「はい、村人くんはお留守番決定!!」

「連れてってくれないんですか!?　っていうか一応、僕もこのラジオのパーソナリティなんですけど！」

「あっ、そっか。仕事だってこと忘れてた」

「うおおおおおおおおおい」

　ぽん、と手を打つ音無さんに全力でツッコミを入れる。うん、いつも通りのやりとりだ。

「そろそろうちのラジオのＣＥＯから怒られそうだね」

「いるの!?　ＣＥＯ！」

「あ、間違えた？　ＰＴＡだっけ」

「たしかにそこを敵に回すと厄やつ介かいだけど！」

「あれ？　ＡＰＥＣ？」

「エイペック!?　もうラジオまったく関係ないね！」

「じゃあＯＰＰＡＩオー・ピー・ピー・エー・アイ」

「おっぱい！　だからどうした!?」

「やっぱり水着が目的なんだね」

「音おと無なしさんが言ったんでしょう!?」

「さ、村むら人びとくんのいつものスケベ心が出たところで、いったんコマーシャルです」

「言われもない事実をオープニングトークの締めに使うの、やめてもらっていいですか!?」

「えー、この番組は────」

　僕を無視して、音無さんがすらすらと提供を読み上げ始める。




　コマーシャルが流れ始めた。うん、なんかこう……いい意味でも悪い意味でも、いつも通りですね。

　大きなガラスの向こうを見てみれば、数人のスタッフさんたち。さすがに回数をこなしてきているので、皆さん慣れたもんだ。

　よく見れば普通に、なにげなーく弁当を食べてる人までいるし。さすがにそれは緊きん張ちよう感かんなさすぎじゃないっすかね。

　ちなみに僕と音無さんは、ラジオが始まる前にいただいている。ラジオの収録は夕方から夜にかけて行われているので、毎回スタッフさんがスタジオで簡単に食べられるような弁当や軽食を買ってきてくれているのだ。

　そんな男所帯の中で唯ゆい一いつの女性が、音無さんのマネージャーである芹せり沢ざわさん。真夏だというのに、びしっとスーツを着こなすクールでかっこいい大人おとなの女性だ。

　さすがに彼女はまじめな顔でこちらを見守ってくれている。フレームのないメガネの向こうからやってくる鋭い芹沢さんの視線は、適度な緊張感を僕に与えてくれるのだ。怒ると恐こわいらしいからね、芹沢さん。現役時代には数々の伝説を作ってきたとかなんとか。なんの現役時代なのかは恐くて訊きいてないけど。

　なんてぼんやりと周囲を観察していたら、イヤホンからスタッフさんの指示が飛んできた。

『ＣＭあけまーす』

　へいへーい。了解っす。




「改めまして、音無まどかです」

「村人Ｂでーす」

「お届けしておりますこの番組は、大人気ラノ……ライトノベ…………あー、もういいや」

　音おと無なしさんが台本をぺいっと。

「ちょっ、大事なところ！」

　番組の説明を省略するな！　ちょっと間違えたくらいで諦あきらめるなって。

「みんなもう知ってるでしょ」

「そうかもしれないですけど、もしかしたら今回初めて聴ききますって人もいるかもしれないじゃないですか」

　いるかな？　いるといいな。リスナーさんが増えてくれるといいな。

「じゃあたまには村むら人びとくん読んで」

「やる気ないなー」

「村人くんが読むっていう新企画だよ」

「企画でもなんでもないからね!?」

「これも夏のせいだよ」

「なんでもかんでも夏のせい!?」

「夏バテだよ」

「便利な病気ですね。さっきまであんなに元気だったのに」

「だってさー、なんかさー、あたしの水着姿を妄もう想そうして鼻の下伸ばしてる村人くんの顔を見たら一気にバテた」

「してないですよ、そんな顔！」

「あーうん。そうだね。ここ、鏡ないもんね」

「あーもー!!　ラジオでリスナーさんに顔が見えないのをいいことに僕をイジるっていう定番のくだりは、そろそろ勘かん弁べんしてもらっていいですかね!?」

　そうだ。いいこと思いついた。

　よし、たまには同じネタを使って反撃してみるか。

「うわ！　音無さん、いくら暑いからって急に脱ぎだすのはやめてください！　そんな、痴ち女じよじゃないんですからダメですよ！　全部見えちゃいますよ！」

「ここにいるすべての男性スタッフさんが気を遣つかって目を背そむける中、村人くんだけがあたしを凝ぎよう視ししています！　あたしのつま先から頭のてっぺんまでを舐なめ回すように────」

「すいませんでした」

「分かればよろしい」

　やっぱり敵かなわない。

　あー、余計なことをして、また変なところに敵を作った気がする。もちろんリスナーの皆さんには冗談だってことが伝わっていると思うけど、中には本気で「なに見てんだよ！」って文句のメールを送ってくる人がいるだろうな。

「はい、村人くん、ここ読んで」

　仕方ない。従わざるをえない。っていうかマジで僕が読むの？

「えーっと、この番組は、大人気ライトノベル『ぼいる・しゃるるの法ほう則そく』のアニメ化に伴い始まった告知番組となっております」

　告知番組…………か。最近、告知がおまけみたいになってるけど。まあ、いいよね。便りがないのは元気な証拠っていうし。スポンサーからのクレームがないのは問題なしの証拠ってことで。

「はい、よく読めました」

「今回だけですよ？」

「それ、これからは毎回僕が読むよってフリ？」

「違うよ！　絶対、もう二度と読みませんからね！　って、あああ！　これがもうフリになっている」

「口は災わざわいのもとだね」

「ラジオでそれを言いだしたら、なにもしゃべれなくなりそうです…………」

「さてさて、番組冒頭から夏だ夏だと言ってきたわけだけど」

「はいはい」

「アニメも絶賛大好評放送中ということで」

「音おと無なしさん、見ました？」

　七月に入り、ついにアニメが始まっていた。もちろん僕は見た。さすが第一話！　と言わざるをえないレベルでサービスシーンが満載だった。いや、当然見所はそこだけじゃなくって、原作の高いテンションを維持したままのドタバタは、三十分をあっという間と感じさせるほどだった。

　僕の中では、かなり評価が高い。まあ、元々原作のファンだったってのもあるけど、一応、告知番組のパーソナリティをやってるわけだし。結構ひいき目で見てるところはあるかも。

　そんなアニメ『ぼいる・しゃるるの法則』、音無さんはちゃんと見たかな？

「見たに決まってるじゃん！」

　本当かなあ？　本を読む時間があるなら台本を読んで、深夜アニメを見る時間があるならしっかり寝て美容と健康に気を遣つかうような人だからなあ。まあ、それだけ仕事にまじめな人だから、ちっとも読んでない、見てもいない、ってこともないんだろうけど。

「じゃあ、前回はどんなストーリーでした？」

「あれでしょ？　しゃるるちゃんのフロントホックがずばぁってなって、ぼいるくんのアレが二本になっちゃうってやつ」

　ああ…………ん？　その話、覚えがあるような、ないような。話自体は知ってるけど、アニメで見たっけ？　いや、でもなんか…………？　って、思いだした！

「それだいぶ先だよ！　まだ放送してない回だよ!!」

　覚えがあるのは、原作の小説で読んだからだった！

「あ、やばっ」

「あー、ここカットだ」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだって。原作にもあったストーリーだし…………アニメといえば、ほら！　村むら人びとくんの声優デビューももうすぐだよね！」

　なにいまの微妙な沈ちん黙もくの間。編集点ってやつですか。じゃあ僕も深くツッコまずに流しますよ。

「デビューはしてない！　なりゆきで一回出ることになっただけですから」

　アフレコ現場をレポートするだけだったのに、スタッフさんたちの悪ノリと策略にまんまとはめられたのだ。

「村人くんの魂たましいのこもった叫びは必ひつ聴ちようだよね！」

「ちょっ、ハードル上げるのやめてもらっていいですか!?」

　いかん、このままではまた音おと無なしさんにやり込められてしまう。反撃していかないと。

「ところで音無さん！　さっき、原作にもあったストーリーとか言ってましたけど、原作の小説は読んでるんですか？」

　あ、笑顔が固まった！

「なに言ってるの村人くん、さすがに読んでるって」

「ははは、そうですよね。主演女優ですもんね」

「あはは…………ふう。良かった、当たってて」

「いまなんかぼそっと言いませんでした!?」

　声を小さくはしたけど、マイクに近づいてから言ったので、はっきりと聞こえた。分かっててやっているのである。

「村人くん、すべては夏のせいだよ」

「季節のせいにした！　そんなにたくさん責任を被かぶせられて、夏が一体なにをしたっていうんだよ！」

「だってさ、暑いじゃん？　集中して読書なんてできないじゃん？」

「暑さを忘れるくらいのめり込んじゃえばいいじゃないですか」

　それだけのパワーはある作品だと思うよ、『ぼいる・しゃるるの法ほう則そく』は。べつに、原作サイドに媚こびを売るつもりはちょっとしかないけどさ。

「はあ…………村人くんは夏を舐なめてる」

「音無さんは原作を舐めてますよね！」

「夏で舐めるっていったらアイスキャンディーだよね」

「あれ、『ぼいる・しゃるるの法則』の話は？」

「終わったよ」

「終わらせんなよ！　音おと無なしさん、知ってます？　この番組って、告知番組なんですよ？」

「知ってるよー。あとの告知コーナーでしっかり宣伝すればいいでしょ」

「一番大事なところなのに…………」

「夏のトークはいましかできないんだよ!?」

「アニメの話もいましかできねえよ！」

　七月スタートで、ワンクールだから九月の終わりまで。アニメの話をするとしたらその間しかない。

　そういえば…………このラジオっていつまでやるんだろ。普通に考えたらアニメが終わるまでかな。となると、あと三ヶ月くらいか。いや、もう三ヶ月ないのか。音無さんとこうしておしゃべりする時間は、あと三ヶ月もないのか。

　そ、そうか…………。

「村むら人びとくん？」

「あっ、ははははい、すいません」

　先のことを考えていても仕方ない。集中だ集中！

「どうしたの？　村人くんはなんか夏に嫌いやな思い出でもあるの？」

「いやそんな…………ないですけど。っていうか夏はわりと好きな季節ですよ」

「へー、どんなところが？」

「そりゃあ…………青い空、照りつける太陽」

「脱水症状、熱中症」

「……楽しいプール、海水浴」

「宿題は進まない」

「…………気になるあの娘こと一夏の経験」

「一度の過あやまちが人生を狂わす」

「さっきからネガティブだな、おい！」

「『サマー　オブ　リグレット』、この夏ロードショー」

「十六歳の夏休み、僕は〝彼女〟と出会った…………ってなんの話だこれ！」

「ありがちなストーリーかなと思って」

「たしかにありそうですけど、今年の夏にそんな作品はないですよ。あと、僕はそんな経験もしたことないですよ」

「じゃあ、頭をスイカに見立ててスイカ割りをされたことがあるとか」

「そんなバイオレンスな夏を体験したことはないです！」

「大好きだった女の子が夏休みあけにガラリと雰ふん囲い気きが変わっててショックを受けたとか」

「うわー、それはへこむな…………。一体、夏休みの間に彼女の身になにがあったんだろう。嫌な妄もう想そうが独り歩きして止まりませんね」

　男よりも女のほうが早く大人おとなになるって言うもんね。

「自分だけが知らない、友人たちだけで遊びに行った話を聞いてしまったとか」

「た、立ち直れない…………。って、違いますよ、なんなんですかさっきから。そんなことないですって」

「知らぬが仏って言うもんね」

「うっ…………。な、ないですって！」

　な、ないよね？　音おと無なしさんの言う通り、本当に僕が知らないだけだったりして。…………や、やめよ、やめよ。考えちゃいけない。

　僕が嫌いやな想像を振り払うように頭を振ると、音無さんは難しそうな顔でつぶやいた。

「あとは……まあ、さっきもちょろっと話題に出たけど、宿題はいっぱいあるよね」

「そうですね。宿題とか、自由研究とか」

「村むら人びとくんの学校は自由研究とかあるの？」

　僕と音無さんは同じ高校に通っている。クラスも同じだ。でも、そのことはラジオ上では一応伏せてある。わざわざ公表する必要もないだろうってことだ。当然、スタッフさんたちは知ってるけども。

「自由研究はないんですけど、二年生は職業体験に行かなくちゃいけないんですよ。えっと、いわゆるインターンシップってやつですね」

「あー、あのパソコンで色々調べたりできるやつ」

「それはインターネットですね」

「宣誓！　我々は、インターンシップにのっとり、正々堂々と仕事をすることを誓います」

「じゃあ進めろよ！」

「ほいほい。じゃあ、それってどういうことするの？」

「学校が協力してくれる企業を探してくれてですね、生徒はその中から選んで、自分が体験したいところに三日から一週間くらい通うんですよ。で、夏休みあけに感想をレポートで提出するっていう」

「おー、楽しそう」

「まあ…………そうですねえ」

　正直、ちょっと面倒くさい。仕事を知るいい機会なのは分かるんだけど、せっかくの夏休みが一週間も削けずられるって考えるとさ、やっぱりね。

　ちなみに音無さんはすでに仕事をしているってことで免除になっている。ずるい。本人はすごく行きたがってたみたいだけど。

「村人くんはどこに行くか、もう決めたの？」

「いや、それがまだなんですよ」

　当然だけど、人気のある職業や楽しそうな仕事からどんどん決まっていってしまう。企業も希望者全員を受け入れるわけにはいかないので、早い者勝ちだ。

　だいたい、いつも最後に残るのは工場での作業らしい。ベルトコンベアに乗って流れてくるお刺身に、作り物の花をちょこんと載せるだけの簡単なお仕事だ。それだけはなんとしてでも避けなくては。

　とはいえ、他ほかにおもしろそうなところもないんだよなぁ。

「うーん。どこに行くかもそうなんですけど、僕まだ自分の将来も決めてないんですよ。だから、職業体験って言われてもなかなか決められなくて」

「夢とか、目標とか、やりたい仕事とかないの？」

「むむむ…………」

　ないなぁ。

　いや、なくもないか。自分の気持ちに見て見ぬふりしてるだけだ。

　こうして音おと無なしさんとラジオをやるようになって、人を楽しませることが好きになっている自分がいる。そういうのを仕事にできたらいいなって、本気で思うときがある。

　でもさ、例えばだけど、声優になりたい！　とか、小説家になりたい！　とか、言いだしづらいんだよね。もっと幼いときに言うならいい。でも、僕はもう高校二年生。ある程度、現実を知ってしまっている。本気で将来を考えたとき、その目標はあまりにもぼんやりとしすぎているような気がする。

　先生や親だって、いつまで夢を見てるんだって、そういう目で僕のことを見るだろう。その仕事で食っていけるかどうか分からない。将来への不安。僕を心配してくれる親や先生の気持ちがよく分かるだけに言えないよ。それだけの覚悟がまだ僕にはないんだ。

「音無さんはいいですよね」

「え？」

「やりたいことがあって、それをもう仕事にしちゃってるんですもん。迷うことなんてないじゃないですか」

「あたし、高校を卒業したら普通に大学だって行くつもりだよ？」

「え!?　マジっすか」

「もちろん！　だって楽しそうじゃん」

「いや、音無さん、一応大学は勉強をしに行くところなんですが」

「分かってるって。でもさ、楽しそうじゃない？　自分で受けたい講義を選んで、サークル活動とかして、同じ研究室の仲間と吞のみ会とかやったりして」

「まあ……そうかもしれないですけど」

「うーん、言いかたは悪いかもしれないけどさ、あたしたちのような仕事って、なくてもいいと思うの」

「はい？」

　いきなりなにを言いだすんですか、この人は。

「そりゃ娯楽はあったほうがいいけどさ。極端な話、アニメを見なくても人間って死なないでしょ？」

「そ、そうですね」

「だから作る側もさ、アニメに限らずエンターテインメント全般に言えることなんだけど、『なにかを犠ぎ牲せいにしてでもしなくちゃいけない仕事』ではないと思うの。だって、なくても人間は生きていけるんだもん」

「むう……………………」

「やらなくてもいいのにやる。人を楽しませるのが本当に大好きで大好きでしょうがない人が就つく。やらずにはいられない。クリエイターってそういうお仕事なんじゃないかな？　もちろん、物を作るにはお金がいるし、次回作のための費用や、制作に関かかわってくれた人たちのため、商売って意識はきちんと持ってなくちゃいけないとは思うけど」

「うんうん」

「だからこそ、家族や、友達……人に迷めい惑わくをかけてまでやる仕事じゃないんだよ、きっと。だって、この仕事をやるのは、ただのあたしのわがままなんだもん。だったらあたしは、なるべく人に迷惑をかけたくないなって。自分のことは全部自分でやってやろうと思って。この仕事でご飯を食べていけなくなってもいいように、義務教育が終わっても高校に通ってるし、大学だって行きたいし、もし声優業に支障がなければ普通に就職だってするかも！」

　就職はやりすぎだろ！

　…………でも、そっか。

「あたしはね、そんくらい欲張りなんだよ！」

「なるほど」

　それって、音おと無なしさんが人より特別欲張りっていうわけではないと思う。とにかく貪どん欲よくに、なんでもやってやろうっていうハングリー精神なんだよ。

　でも音無さん、音無さんはちょっとだけ矛む盾じゆんしてるよ。

「あ、だからって声優のお仕事のとき手を抜いてるってわけじゃないからね。あたし、人を楽しませるのが大好きでしょうがないから」

「それは……音無さんを見ていれば分かりますよ」

　そう、それ。

　音無さんは自分を犠牲にしてでもファンの人のために行動するじゃん。でも音無さんは、「『なにかを犠牲にしてでもしなくちゃいけない仕事』ではない」って言う。

　おそらくだけど、さっきの言葉から察するに、音無さんはファンのために自分を変えるってことを「犠牲」とはとらえていないんだろうね。子供の頃ころからずーっとそうしてきたから、そうするのが当然だと思ってるんだ。

「ふふん、よし」

　胸を張って満足げに笑う音おと無なしさんを見ながら改めて思う。

　そんな音無さんだから、応援してあげたくなっちゃうんだよな。彼女がなにかに躓つまずいてしまったときには、支えてあげたくなっちゃうんだよな。

「でも他ほかの考えかたもあるんだよね」

「他？」

「そう。金かね儲もうけを第一に考えるの。こうしたら売れるんじゃないか、とか。おまけに凝こってみたりとか」

「おまけというと…………？」

「食しよく玩がんとか、ＤＶＤの特典とか、そういうのね」

　あー、なるほどね。たまにあるよね。いや、僕は結構頻ひん繁ぱんにあるかな。自分でも、どっちが欲しくて買うんだろうって思うときあるわ。

「それって、どうなんですか？」

「根っこは一緒だよ」

「根っこ？」

「そう。だってさ、お金を出して買ってもらうのって、なかなか大変なことだよ？　使い切れないほどお金を持ってる人ならいいけど、大たい概がいの人は限られたお金の中から本当に欲しい物だけを買うんだから。そういう人たちに買ってもらうにはどうすればいいかってことを考えたら、生なま半はん可かな物では無理だよ。お客さんのことをよーっく考えて物を作らないとね」

「ははあ」

　まあ…………そうか。作った物が売れないといけないってことは、お客さまを第一に、どんな物が望まれているのかを考えなくちゃいけないってことだもんな。

　たしかに根っこは一緒なのかも。うーん、でも、なんだろうね。音無さんの言ってることは分かるんだけど、うまく吞のみ込めない。

　音無さんの言うような『とにかく人を楽しませたい！』って考えかたのほうが、好感が持てるんだよなぁ。べつに、金儲けをすること自体が悪いことってわけでもないはずなんだけど。イメージの問題なのかな。

「だからさ、多少えげつない売りかたでも、そこらへんをわきまえて開き直られちゃうと強いんだよね」

「ちょっ、なんか生なま臭ぐさい話になってきたんですけど」

「うん、してみた」

「なんで!?　せっかくいい話してたのに！」

「このラジオっぽくないじゃん！」

「それは僕も感じてたけど！　たまにはいい話でまとめるのも良かったのになー」

　いい話タイム、終わりかよ。もうちょっと続けたかったなぁ。

　あ、そうだ。じゃあ音おと無なしさんにひとつ尋たずねてみようっと。

「音無さんはインターンシップに行くとしたら、どんな職業を体験してみたいですか？」

「あたし？　そうだな…………」

　一いつ瞬しゆんだけ考えて、音無さんはすぐに答えた。

「コンビニかな」

「コンビニエンスストアですか？」

「なんで急に正式名称を言ったの」

「いや、思いも寄らないところが出てきたんで」

　もう少し派手な仕事をしてみたいって言うと思ってた。意外と地味なところきたね。

「っていうか、コンビニなんて普通にバイトでいいじゃないですか」

「できると思う？　あたし」

「あー、無理かも」

　まだ仕事が少なくて、生活費のためにバイトしてる声優さんって、実はたくさんいるらしい。でも、音無さんクラスになるとまずいよね。顔がバレちゃってるんだもん。しかも結構広く。ただのコンビニなのに行列できちゃうよ。他ほかのお客さんに迷めい惑わくかけちゃうよ。

「よし、じゃあいまからあたしのインターンシップやろう」

「は？」

「あたしが店員、村むら人びとくんがお客さんね。はい、スタート」

「ちょ、ちょっ」

　なにを勝手に進めてるんですか。

「ほら、入ってきて」

「え？　マジっすか」

　やる気満々の音無さんを止める術すべはない。仕方ない、付き合うか。

「ガー」

　自動ドアの音を声で表現してみた。

「いらっしゃいませ。あたためますか？」

「なにを!?　いま入ってきたばっかだけど」

「失礼しました。お客さまの心が冷たそうだったので」

「失敬だな、あんた」

　店員にあるまじき態度！

「お客さま、おでんいかがですか？」

「あ、おでん。いいですね。夏でも無性に食べたくなるときってありますよね」

　いや、ぶっちゃけそんなに食べたくならないけど、ここは乗っておかないといけない流れなんだろうね。

「あたためますか？」

「あっためておいてくれる!?　あっためてから勧すすめてくれる!?」

「ちっちっちっ。当店のおでんは、ひと味違いますよ」

「なにかこだわりがあるんですか？」

「隠し味に、カレールーを入れております」

「じゃあカレーだよね。これはおでんじゃなくてカレーだね。隠れないもん、カレールーって」

　レジの横でカレーを作ってたら、店中が匂においで大変なことになりそうだ…………。

「具にもこだわっておりまして」

「へー、なにが入ってるんですか？」

「じゃがいも、にんじん、たまねぎ」

「カレーじゃねえかよ！　やっぱりカレーじゃねえかよ！　おでんの具がひとつも入ってないし」

「うちはおでんにじゃがいも入れるもん！」

「知らねえよ！　音おと無なし家のおでんのルールなんて知らないよ」

「もー、なんなの？　クレーマー？」

「普通の対応だと思うけど!?　あと、たとえクレーマーだったとしても、店員ならうまくかわしましょうよ」

「コンビニ飽あきた。ファストフードにしよう」

「ええ!?」

　どんだけ自分勝手なんだよ！

「いらっしゃいませー」

「あ、もう始まっちゃった」

　えーっと？　ファストフードだっけ？　ハンバーガーショップでいいのかな。

「この世でお召し上がりになりますか？　あの世にお持ち帰りですか？」

「この世でお持ち帰りします！」

　早くも先行き不安。絶対、まともな店員じゃない。もうさっさと注文して終わらせちゃおうっと。

「普通のハンバーガーのセットで」

「はい。いまならジンジャーエールを無料でお付けすることができるのですが、いかがいたしますか？」

「タダですか。やった、じゃあお願いします」

　ずいぶんサービスいいな。ドリンク一杯無料だなんて。

「かしこまりました。では失礼いたしまして…………フレーフレー、ジ・ン・ジャー！」

　またしょうもないネタを。これは予想できたぞ。

「ジンジャー応援エールかよ！　いらんわ、そんなもん。だったら僕にエールをくださいよ」

「そちらは有料になっております」

「そっちは金取んのかよ！」

　なんだかショウガに負けた気分。まあ、相手がショウガならしょうがな……くねえよ！　危なっ、安易なダジャレになってしまうところだった。

「じゃあスマイルをください！」

　これならタダだろ。

「一兆円になります」

「高たけえ!!」

「他ほかの人だったら百兆円のところを、村むら人びとくんには大サービスなんだからねっ」

「なんですかそれ」

「ゼニデレ」

「萎なえええええええええええええええええええ。かつてこれほどまでに萌もえないデレがあったであろうか！　もういいです、ドリンクもスマイルもいらないです」

「ではご注文を繰り返させていただきます。イナゴの佃つくだ煮にバーガーセットがおひとつ、以上でよろしいですか？」

[image: ]

「全然違うわ！」

「あれ？　では、蜂はちの子バーガーセットがおひとつ、以上でよろしいでしょうか」

「ツッコミを繰り返させていただきます。全然違うわ！　なんでさっきからゲテモノばっかりなんだよ！」

「どうしよう、あたし完かん璧ぺきだね。明日あしたからでも店員できるよ。むしろ店長だね」

「絶対無理！　一日でクビだよこんなもん！」

　なんて僕がツッコんでいると────。

　突然、音おと無なしさんがにやりと笑った。見る者を元気にする明るい笑顔ではない。見ている僕に嫌いやな予感をさせるような笑みだ。また厄やつ介かいなことでも思いついたのだろうか。

「ねえ村むら人びとくん。急に話は変わるんだけど」

「な、なんでしょうか」

「インターンシップってさ、学校が指定したところじゃないといけないの？」

「いや、一応学校が用意はしてくれてますけど、体験させてもらえる企業のオーケーさえ出れば、どこでもいいみたいです」

　ま、そんなことは滅めつ多たにないらしいけどね。親が働いてるところで、みたいなのはあるらしいけど。

「じゃあさ、じゃあさ」

　うわー、なんでこの人、こんなに楽しそうなの。

　なにを言いだすつもりなの？

「あたしのマネージャーやってみない？」

「…………はあ？」

　呆あつ気けにとられる僕の耳に、スタッフさんから『それおもしろそう！』の声。いやいや、ラジオはまったく関係ないですからね？　もしかして、あわよくばなにかの企画にしちゃおうとか考えてます？　普通に学校行事の一環ですからね？

「どう？　どう？」

「マネージャーって、え？　な、なにをするんですか？」

　まずはそこからだ。冷静に考えてみると、マネージャーってなにをする仕事なんだろう。ぱっと思いつくところだと、スケジュール管理？　あとは…………あいさつ回りとかして、仕事をゲットするとか？　いや、それは営業さんの仕事か？

「難しいことはないと思うよ。ねえ？」

　音無さんが外にいる芹せり沢ざわさんを見る。芹沢さんは少しだけ首を傾かしげたあと、小さく頷うなずいた。

　本当に？　っていうか、実際に仕事をしている人に「簡単だよね？」って言っちゃうのはどうなのよ、音無さん。きっと大変だと思うよ？　とくに音無さんみたいな売れっ子のマネージャーはさ。芹沢さんが敏びん腕わんだから、あんまり大変そうに見えてないだけなんじゃないかなぁ！

「よし、そうしよう！　決定!!」

「ちょっと待ってください！」

「なに、不満？」

「不満っていうか、不安」

「なりたいものがないんだったら、まずは知るところから始めよう。知らないと興味も持てないよ」

「それは、そうかもしれませんけど…………」

　音おと無なしさんのことだから、きっとなにかべつのことを考えているに違いない。あの音無さんが僕を側そばに置いておこうだなんて、なにかしら自分にメリットがないとやるはずないじゃないか。間違っても、「少しでも長い間、一緒にいたいから」なんてかわいげのあることを考えているわけがない。絶対に裏があるはずだ。

「よし…………これで九月まで便利になるわ」

「なんか恐こわいこと言ってる！　あと、インターンシップは基本的に三日から一週間くらいですからね？」

「えー、ダメ？」

「百歩譲ゆずってマネージャーの件はいいかな？　と思いましたけど、さすがに夏休み中ずっとは厳しいですって」

　僕がいっこうに首を縦に振らないので、音無さんは外にいる芹せり沢ざわさんへと視線を送る。が、返ってきたのは芹沢さんの難しそうな表情であった。ここで問題なのは、芹沢さんは僕がマネージャーをやることにたいして渋しぶい顔をしているのか、それとも期間についてなのか、ということ。どっちだ。僕の予想では前者だ。

「うーん……まあ、事務所のお仕事をやるってなったら、色んなところに許可をとらないといけないしね」

「そうですよ。ラジオでしゃべりながら決められることじゃないですよ」

　やっと引き下がってくれるか。

　まったく、一いつ瞬しゆんひやっとしたわ。

　まあでも…………冷静に考えてみれば、ちょっと楽しそうかな。大変そうだけど、夏休みの間中、音無さんとずっと一緒に行動するってことを考えたら…………。

　イベントのリハーサルを特等席で見学とかしちゃったり、撮影で色んな格好をする音無さんを脳裏に焼き付けたり、それこそロケに同行したり。まさかの泊まりで!?　仕事が終わればすることないだろうから、近くで軽くデート気分ですか!?　それが、もし海とかだったりしたらもう……もう!!

　あ、いやいや。仕事だ。仕事をするんだから。なにを考えてるんだ、僕は。

　都合良く楽しいシーンだけを抽出した夏休みの妄もう想そうをしている間に、音無さんは台本を読み進めていた。

「では、このへんで一曲聴きいてもらいましょう」

「は、はい！」

　顔を上げた音おと無なしさんからのジトーっとした視線を受けて、心が読まれたのかと焦あせる。すいません、収録中でしたよね。

「そのあと、コマーシャルを挟はさんで、後半はコーナーやるからね！」

「了解です」

「それでは、アニメ『ぼいる・しゃるるの法ほう則そく』のオープニング曲、音無まどかで『エクストリーム☆フォーチュン』!!」










　ラジオの収録を終えて、自分の部屋へと帰ってきた。

　正直、すぐにでも風呂に入ってベッドにダイブしたいくらい疲れているのだが、それを制止する僕のケータイ。ポケットから出した瞬しゆん間かんに震ふるえ始めたのだ。

　ぱかっと開いてみれば、着信を告げるディスプレイには音無まどかと表示されている。はて、一体なんの用だろう。さっき別れたばかりなのに。

「もしもし？」

『ねえ、あんたさ、『ぼいる・しゃるるの法則』の原作小説、持ってるんだよね？』

　もしもしくらい言えよ！　いきなり本題かよ。

「そりゃ、持ってるけど」

『貸して』

「は？」

『盲点だったわ。あんたに借りれば良かったのよね』

「本当に読んでなかったの!?」

『三巻までは買ったし、読んでるわよ。でも、最初っからあんたに借りれば良かった』

　買ってあげてくださいよ。頼むから。原作の与よ太た与よ作さく先生の代わりに僕が頼むから。

『出演する作品、オーディション受ける作品、全部集めてたらキリがないのよ』

「まあ、うーん…………そうかなぁ？」

　なんとも言えない。音無さんの言うことも分かる。なんとも微妙だ。

『その分、しっかり仕事して宣伝に貢こう献けんしてるからいいでしょ』

「宣伝できてるかなぁ…………」

　さっきまで録とっていたラジオの内容を思い返す。好き勝手しゃべって、コーナーやって、告知をして、たしかに原作にも触れてはいるけど。

　…………うん、いいか。あの番組はあれでいいのかな。

『四巻から貸して』

「どーぞ」

『じゃ、すぐ取りに行くから』

「はいはい」

　通話を切って本ほん棚だなから目的の本を抜きだす。なんか袋に入れたほうがいいかな？　お隣となりだし、いいか。

　文庫本を手に、玄関へ。

　もう来てるかな？　ドアを開けてみる。

「きゃあああっ」

　おう、どうした、音おと無なしさん。ちょうど来たところだったのかな？

　普通に開けただけなのに、ずいぶん驚おどろかれてしまった。

「ごめん、驚かしちゃった？」

「み、見た？」

「なにを？」

　なんかしてたのかな。ドアを開けたとき、髪をいじっている音無さんが一いつ瞬しゆん見えた気もするけど。

「そ、それは、その…………あの、ごくごく一般的な身だしなみだからね！　変なつもりはまったくないから！　女性として当然のことをしてただけなんだから!!」

「は、はあ…………」

　なにをそんなに早口でまくしたてているのか。分からんなぁ、年とし頃ごろの女性というものは。

　しかも、ご丁てい寧ねいにおしゃれな靴くつまではいてきたようだ。お隣なんだから、サンダルかなんかでもいいでしょうに。アイドルとしてのプライドなのかな。どんなに近くでも、ジャージとかでコンビニ行けない感じかな。ちょっと買い物へ行くだけで、何十分も身み支じ度たくするのかな。

「とりあえずどうぞ」

「あ、ありがと」

　どさっと本を渡す。それじゃ、と言おうとしたところで、僕の背後から厄やつ介かいな声が聞こえてきた。

「兄さん、なにしてんのー？　あ、まどかさん、こんばんは」

「愛あ好こちゃん、こんばんは」

　音無さんと親しげにあいさつをする我が妹。愛好である。視力は悪くないくせにメガネをかけている自称メガネっ娘こだ。ファッションの一部としてってのは分かるけど、だったら家の中でかけてる必要はないんじゃないかなあ、とは思う。誰だれにアピールしてんだよ。

「まどかさん、なにしてるんですか？」

「本を借りてたの」

「へえー…………まどかさん、気をつけてくださいね。変な毛が挟はさまってるかもしれませんよ」

「おい愛あ好こ！　そんなん挟まるわけないだろ？」

　なにをどうやったら本に挟まるんだよ。百歩譲ゆずって、この本がエロ本だったら分からなくもないけど、違うからね？　たしかにサービスシーンは多いけど、年齢制限のかかってない本だからね？

「うん、分かった。気をつける」

　乗るな乗るな。音おと無なしさん、こんなやつの下ネタに乗っかってやる必要はないですから。

「そうだ！　まどかさん、ついでにひとつ聞いてもらってもいいですか？」

「なに、どうしたの？」

　なんだ、兄にはできない相談か。男の僕には解決できない悩みか。じゃあ、僕は席を外したほうがいいかな？　なんて気き遣づかいをする間もなく、愛好は話し始める。

「えっと、わたしの勘かん違ちがいかもしれないんですけど…………最近、しまってある下着の配置が微妙に変わってるときがあるみたいなんですよ。もしかしたら、誰だれかがいじってるのかなって思って…………」

　愛好がちらりと僕を見る。

　おいおい、勘弁してくれないか。僕がいじったとでも？　やめてくれやめてくれ。勘違いだって!!　愛好の部屋になんて、もう長いこと入ってないんだから。

「一度全部洗濯したほうがいいわね。どうしても気持ち悪かったら、全部買い替えましょ？」

　どんなアドバイスだよ、音無さん！

　勘違いの上に気にしすぎだ。誰もいじってなんかないわ。

「大だい丈じよう夫ぶ、お兄ちゃんに上目遣いでお願いすれば、きっとお金を出してくれるわ」

　出すわけないでしょ！　なんで妹の下着を僕が買ってあげなくちゃいけないのさ。

「いま使ってるやつを兄さんに売りつけて、そのお金で新しいのを買うってのはどうですか？」

「愛好ちゃんさえ良ければオーケーよ」

　まったくオーケーじゃねえよ!!

　兄が、実の妹の、着古した下着を買い取るところのどこがオーケーだよ！　そんなのは二次元の世界だけでいいんだよ。いや、二次元でもそんな変態主人公にはなかなか出会えないわ。

「愛好…………そろそろおふざけはやめようか」

「ご、ごめんなさい、まどかさん。これ以上のこと言うと、あとで兄さんにお仕置きされちゃうから、このへんで」

「愛好ちゃん…………なんてかわいそうなの」

　よよよ、と音おと無なしさんのわざとらしすぎる泣きマネが入った。

「なんなんだよ！　なんなんだよ!!」

「もー、兄さん、そんなに怒らなくてもいいじゃん。たわいもないガールズトークだったのに」

「ガールズトーク恐こわいわ！　普段からそんなこと話してんのかよ」

　あっさりと泣きマネをやめた音無さんが「まあね」と同意する。

「女が集まれば基本、食べ物の話か愚ぐ痴ちか、誰だれかの悪口でしょ」

　これだから現実の女は！　やっぱ僕は二次元が好きだなぁ！

　たとえ妹のパンツを買っちゃうような変態主人公だったとしても、現実の女を相手にするよりは仲良くなれそうな気がするよ。

「あっそうだ！　まどかさんと兄さんに訊ききたいことがあったんだけど」

　まだなんかあるのかよ。まだ僕を使って遊ぶつもりかよ。僕の名誉や信頼はどこまで失しつ墜ついしていくんだよ。

　ていうか、どんだけ立ち話すんの。夕飯の買い物に出てきた主婦の皆さんじゃないんだから。

「夏休みの予定ってなにかありますか？」

　へ？　お、おう、夏休みの話か。急に普通の話になったからびっくりしたわ。

　そうか、夏休みの予定？　さっきまでラジオで散々しゃべってきたところだけど。

「僕はとくになにも」

「うん、知ってる」

「……………………」

　愛あ好このキラキラした瞳ひとみは音無さんに向いていた。僕のほうなどちらりともしない。こいつ、最初っから僕に訊く気なかっただろ。

「あたしは仕事……かな。一本大きな仕事が決まりそうでね」

　ほう、それはそれは。ラジオでも言ってなかった情報だから、まだ情報をオープンにできないやつなんだね。

「どっかに遊びに行くって話？　丸一日は無理でも、夕方からとかなら遊べる日もいっぱいあると思うけど」

「むー。一週間とは言わないまでも、二、三日とか、少しまとまったお休みはとれませんか？」

「うーん、ごめん、それはまだなんとも…………」

「そうですかー」

　見るからに落ち込む愛好。よし、ここはひとつ兄として。

「僕は大だい丈じよう夫ぶだぞ！　一週間でも十日でも」

「だろうね」

　冷たくない？　家族だよね。兄と妹だよね。

「えっとですね、こはるんの別荘に行こうって話になってるんですよ。二泊三日とか、そんな感じで」

　愛あ好この言うこはるんとは、同じ中学に通う霜しも月つき幸こ春はるさんのことである。

　お金持ちが集まる私立グレイス女学院の生徒の中でも、さらに飛び抜けてお金持ちの家に生まれた、超々お嬢さま。お金持ちの家のご息女にありがちな感じで、少しぽややーんとした女の子である。ちなみに趣味はアニメやマンガ。音おと無なしさんのファンでもある。

　金持ちのシンボルでもある別荘とやらを持っているらしいが、すでにそのあまりのブルジョアっぷりには何度も度ど肝ぎもを抜かされているので、いまさら別荘のひとつやふたつ持っているくらいではビクともしないさ。

「それで、まどかさんも一緒にどうかなって思ったんですけど」

「あーそっか。えっとね……んんんんん。ごめん！　本当にごめんね。まとめて休みをとるとなると、かなり前から事務所に言っておかないとなかなかもらえなくて」

「うーん、残念。……分かりました！　でも、あれですよ、ホテルとか旅館みたいに予約が必要ってものでもないので、スケジュールが空あきそうならそのときは言ってください！」

「学校通いながら声優してるとね、夏休みっていっぱい仕事できるいいチャンスなの。だから、スケジュールが空くことはないかもしれないけど…………ありがとね。まとまった休みじゃなければ、もちろんオフの日もあるし、そのときは遊びに行こうね」

　さすが音無さんだな。僕だったら間違いなく遊びを優先させちゃうよ。それに、単純に興味あるじゃん。お金持ちの別荘ってどんなんだろうって。

　なんにせよ音無さんはやっぱり無理か。仕方ない。となると、僕はどうなんだろ。誘さそってもらえるのかな。なんて思っていると、愛好がしぶしぶと尋たずねてくる。

「しょうがないから訊きいてあげるけどー、兄さんはどうする？」

「や、まあ…………学校の友達と行くってんなら僕一人行っても気を遣つかわせちゃうだろうし、遠えん慮りよしとくけど」

　中学生の女の子たちがわいわいきゃあきゃあやってる中に男が僕一人ってのはね。僕も居心地が悪いし。

　すると、愛好がなにかを言う前に音無さんが横から口をだしてきた。

「なんか、あたしが仕事してるっていうのにあんただけ遊びに行くってのが釈然としないから、留守番してなさい」

「なんでだよ！」

　その理屈で言ったら、全国の暇ひまな学生にいちいち腹を立てなくちゃいけなくなるぞ。音無さんくらい働いている高校生なんて絶対に少数派だろうからね。

「というわけで愛好ちゃん、学校のお友達と楽しんできてね」

「はーい」

　待て待て。そう言われると急に行きたくなってきたな。

「いや、やっぱり僕も行こう。ほら、保護者がいないと心配じゃん？　中学生の女の子たちだけってのはさ、なにかあったらいけないし」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、こはるん家ちの執しつ事じさんやメイドさんが一緒に来てくれるし」

　おいおい、メイドさんも来るのかよ。余計に行きたくなってきたんだけど。

「それはそれ、これはこれだろ？」

「はっ、兄さんまさか、チャンスだと思ってる？」

「なにが!?　なんの!?」

　どうせまた夜よ這ばいがどうこう言いだすつもりだろう。お金持ちの中学生女子が集まるんだもんね。おまえはきっと、そう考えるだろうさ。さすがにワンパターンだぜ、愛あ好こ。

「おかーさんとおとーさんの目が届かないところで、妹を手て籠ごめにするつもりだね」

「あーそうだね！　もう酒しゆ池ち肉にく林りんだな…………って、ええ!?」

　妹に狙ねらいを定めるという、考えうる中でもっとも鬼き畜ちくなパターンだった！

　お金持ちのお嬢さまが集まっているというのに、なぜ一般家庭出身の血の繫つながった妹へいかなくてはいけないのかっ。

「いくらうちが『仕事の都合で両親が海外に転勤、兄と妹の二人暮らし』みたいなありがちなゲームの設定じゃないからって、この機に乗じるなんて…………」

「愛好よ…………その前に一言、言わせてもらおうか。なんで僕がおまえみたいな子供に手を出さなくちゃいけないのか！」

「むっ！　子供じゃないもん！」

　軽く頰ほおを膨ふくらませて怒る愛好。そういう仕草も含めて、まんま子供じゃないか。

「なに言ってんだ。中学生なんてまだまだガキじゃないか」

　小学生と中学生、中学生と高校生、高校生と大学生、その差はとてつもなく大きい。

「甘いよ兄さん！　中学生だってもう立派なレディだよ！」

「あー、他ほかの家の娘こはそうかもしれないな。けど、常つね村むら家に限っていえばまだまだ子供だ」

「アレだってきてるもん！」

「ぶっ！　そ、そういうとこだよ、僕が言ってんのは。そんな下品なことをほいほい口にするようでは、中身が子供なんだよ」

「ふーん…………あっそう」

　にやり。じっとり僕を見る愛好。

「分かった。よーっく分かったよ」

　思わず身構えたが、愛好はなにかをするわけでもなく、ゆっくりと後ずさる。

「兄さん、覚悟してるといいよ。いまに見ているといいよ。そのうち兄さんに『はっ、なんだこの胸のトキメキは。まさか実の妹にこんな感情を抱いだいてしまうなんて！』って言わせてあげるから…………」

　言うか、そんなアホっぽいセリフ。

「そして、妹がかわいくてしかたないんだけどどうしよう、っていう背はい徳とく感かんたっぷりな悩みで毎晩悶もん々もんとさせてあげるよ…………。そうなってからわたしに泣きついてもなにもしてあげないんだからね」

　ありえないな、そんな未来。

「これでもかってくらい、女子力を身につけてあげるから」

「もう充分ついてるぞ。底を」

「ふふふふふ」

「ははははは」

　不気味な笑みを浮かべたまま、愛あ好こは階段を上っていってしまった。具体的にはなにをするつもりなんだろうか。まあ、すべて返り討ちにしてやる自信はあるけど。

　ふう、大逆転勝利ってところかな。前半は完全にやり込められていたけど、後半で一気に盛り返した。兄としての威い厳げんはきっちり守れただろう。

　改めて音おと無なしさんを見る。

　すると────。

「愛好ちゃんって本当にいい娘こよね。かわいいし」

　どこがだ。女が女に言う「かわいい」ほどアテにならないものはないってどこかで聞いたことありますけど。

「でも大変よね。こんなお兄さんがいるんじゃあ」

「うるさいな、ほっとけ」

「あんた、秋くらいには妹萌もえになってるかもしれないわよ」

「それはないな」

「女の子ってのはね、その気になればいくらでもきれいになれちゃうんだから」

　化粧とかファッションとか仕草でってことですかね？　愛好がその辺りを身につけるには、果てしない時間が必要だと思いますよ。

「好きな人が相手だととくにね」

「え？　なんて？」

「べっつにー、なんにも言ってないわよ」

　噓うそだ、なんか言ったでしょ。

「じゃ、本、ありがと」

　と、自分の家へ帰ろうとする音無さんの方角から、なにかが振動する音が聞こえた。発信源は、おそらく音無さんのポケットの中。

　たぶんマナーモードになっているケータイだろう。…………なんだか愛好と会話したあとだと、変な物を想像してしまいそうになる。あいつの影えい響きよう力りよく半はん端ぱないな。悪い意味で。常つね村むら愛あ好こイコール下ネタ、みたいな。いかん、いかんぞ、年とし頃ごろの娘が。

「ちょっとごめん」

　音おと無なしさんはポケットからケータイを取りだして耳にあてた。やっぱりケータイだったか。

「もしもし？　うん、どうだった？」

　友達かな？

「本当に？　なんとかなった？　ありがとう！」

　ちら、と音無さんが僕を見た。

「うん、うん…………分かった。じゃあ月曜日、学校行ったら伝えておく。え？　あ、もうやってくれたの？　助かる、ありがとう」

　学校に？　仕事関係かな。となると電話の相手は芹せり沢ざわさんかも。

「あー、大だい丈じよう夫ぶよ。こいつは…………あ、いや、あいつは」

　いま音無さん、僕を見て「こいつ」って言ったよな。

「えっ!?　な、違うわよ！　こんな時間に一緒にいるわけないじゃない」

　そういえばもう結構いい時間だな。普段から深夜アニメに合わせて夜型生活を送っている僕にはまだまだ宵よいの口だけど。

「はーい。じゃ、よろしく」

　お話は終わったらしい。ケータイを耳から離し、手にしたまま、音無さんは僕を見た。

「決まったから」

　これは音無さんから僕へ投げかけられた言葉だ。しかし、意味が分からない。いきなり「決まったから」と言われても、なにがなにやら。

　だけど……なんとなくだけど、またか、と思った。

　今度はなにをやらされるんだろう、と直感で察してしまった。

　そして、それはすでに僕の意思だけでは抗あらがえないところまで話が進んでしまっているんだろう。嫌いやだね、流されることに慣れちゃって。

　僕でさえここまで推測できているんだから、音無さんもきっと分かっててこのやりとりをしてるんだろうね。僕が尋たずねるのを待ってるんだ。

　分かりましたよ。

　じゃあ、覚悟を決めて言わせてもらいますね。

「なにが？」

　見ているこっちの気が滅め入いるくらい楽しそうな顔で音無さんは応こたえた。それはもう、その言葉を待ってましたと言わんばかりに。

　おっけー、おっけー。じゃあ、おまけでもう一回言ってあげるよ。

「なにが決まったの？」

「あんたのインターン先」

　……………………そうか。
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　夏だ。端的に言って、夏だ。簡潔に言って、夏だ。そうでないとこの暑さは説明できない。じとっとした湿気を含んだ日本の夏だ。

　マンガやアニメ、ゲームの世界の夏はどうしてあんなに美しいのかと僕は以前から疑問に思っていた。まぶしいくらいに輝く太陽、風に揺ゆれる色鮮やかな緑、薄うす着ぎの少年少女たちがはしゃぐ姿、どれをとっても美しい。あれらはしょせん作り物の世界だからこその物なのだろうか。さすが異次元だ。

　じゃあ現実の世界はどうなのかというと、照りつける太陽がアスファルトを焼き、流れる汗は着ている衣服を肌はだに張り付かせる。美しさのかけらも存在しない。現実とはかくも過か酷こくな世界だ。

「あっづ…………」

　そんな過酷な現実に生きる僕は、音おと無なしさんの所属する事務所へと訪れていた。手で太陽を隠しながら、事務所の入ったビルを見上げる。あーあ、来ちゃったよ。

　カレンダーによると、今日きようは夏休み初日。

　そう、ついに待望の夏休みに突入しているのだ。

　朝起きて、何度も確認したから間違いではない。楽しい楽しい学生の夏休み。そのはずだったのだが…………。

　本来であればクーラーの効いた部屋で昼寝を堪たん能のうしているはずのこの時間に、なぜ僕はこんなところにいるのか。

　音無さんのせいだ。すべて音無さんのせいだ。音無さんがラジオで言ったことが、そのまんま実行されているのだ。

　まさか本当にここがインターンシップの先になるとは。

　音無さんの思いつきと、芹せり沢ざわさんの手て際ぎわの良さのおかげで、ことはトントン拍子に進んでいき、いまの状況である。

　僕の通う古ふる里さと学園が執り行っているこのインターンシップという行事は、本来、生徒たちが就職活動をするときの参考にするために行われてるんだよね。芸能事務所のマネージャーって、参考になるのかな…………。

　まあ…………やると決まったらちゃんとやりますけども。

　ビルの中に入ると、暑さが少しだけ和やわらいだ。直射日光がないだけでだいぶ違うわ。

　人ひと気けのない廊下を進み、事務所の前に到着。指定された時間の五分前。少し早く着いちゃったな。まあ、いいか。

「おはようございまーす」

　ドアを開けると、中はさすがにエアコンが入っているらしく涼しい空気が僕を迎えてくれた。ただし、迎えてくれたのは空気のみ。なんだか事務所内は閑かん散さんとしている。というか、人の姿がない。

　奥にいるのかな？

「すいませーん」

　大きめの声で呼びかけてみたら、ようやく若い男の人が一人出てきた。

「あ、すいません。みんな出払っていて」

　忙しいことはいいことだな。うん。それにしたって人いなさすぎのような気もするけど。

「えっと、芹せり沢ざわさんは…………」

　と言うと若い男の人は「ああ」と。

　良かった、話は通ってたか。

「打ち合わせ室で待ってると思います。えーっと…………どの部屋かな。たぶん、行けば分かると思うんですけど…………たしか、いまは他ほかにどこも使ってないと思うし」

「分かりました。じゃあちょっと行ってみます」

「すいません、お願いします」

　ぺこぺこと腰の低い男の人にお礼を言ってから、廊下を進む。

　両側にはいくつも小さな部屋が並んでいて、そのどれもがドアのところに空室を意味する青いプレートが。

　芹沢さん、どの部屋にいるのかな。…………っと、発見。一室だけプレートが赤になっていたから、簡単に見つけられた。

　軽くドアをノックすると、中から「どうぞ」の声。この声は芹沢さん、かな？

　ドアを開け、中を見る。

　部屋にいたのは、手帳になにやら書き込んでいる芹沢さん。ふんわりと微ほほ笑えみながらゆっくりと僕にお辞じ儀ぎをするしぐれさん。そして、朝っぱらから妙に不機嫌そうな音おと無なしさんである。

　音無さんとしぐれさんがいるのは予想外だった。まあ、音無さんがいるのは分からなくもない。これから始まる僕のインターンシップは音無さんのマネージャーだからだ。でも、なんでしぐれさんまでいるんだろ。

「遅い！」

　様子を窺うかがっていたら音無さんに怒られた。一体なんだっていうんだい。

「お、音無さん？」

「なんで、あたしが、あんたを待たなくちゃいけないのよ」

「いや、一応待ち合わせの五分前なんだけど」

「あたしは十分前に来たの」

「はあ…………」

　なんの問題もないじゃないか。

「あたしが十分前に来たんだから、あんたは十五分前に来てないとダメでしょ」

「どんだけ早く来なくちゃいけないんだよ！」

　僕がツッコんでいると、しぐれさんが音おと無なしさんをなだめるように言う。

「要約しますと、まどかは早く良りよう人とさまにお会いしたかったのですわよね」

「はあ？　勝手な解釈つけるのやめてくれる？」

「早く良人さまがいらっしゃらないかと、先ほどからそわそわしていたではないですか」

「それはこいつが遅れてたからでしょ!?」

「ちょっと待って！　まず僕、遅れてないし！」

　ちゃんと時間通りに来たよ。いや、時間よりも早く来たよ。

「あんた今日きようからあたしのマネージャーでしょ？　あたしが十分前に来たんだから、あんたは十五分前に来なくちゃいけないでしょ」

「どんな五分前行動だよ！」

「マネージャーとして常識よ。ねえ？　芹せり沢ざわさん」

「本当ですか？　芹沢さん」

　僕と音無さんは芹沢さんに視線を送る。そんなことないですよね？　と、そうでしょ？　という正反対の想おもいを込めて。すると、なにやら忙しそうに手帳にペンを走らせていた芹沢さんが顔を上げた。フレームのないメガネがキラリ。

「では、今日のお仕事の内容ですが」

「「芹沢さん!!」」

[image: ]

　なに華か麗れいにスルーしてくれてんすか。音おと無なしさんとまったく同じツッコミをしてしまったじゃないか。

「ぷっ、くくく…………仲が良くてうらやましいですわ」

　しぐれさん、笑ってないで助けてください。

　芹せり沢ざわさんが仕事の話を出したことで、音無さんもそれ以上追及してこなくなった。というか、僕をイジって遊ぶのをやめたようだ。オン、オフの切り替え早いな。

　僕も席につく。空あいていたのが芹沢さんの隣となりなのでそこに。夏だろうがなんだろうが今日きようもばっちりスーツ姿の芹沢さんの横に座ると、なんだかこっちの気分までシャキッとする感じがする。感じがするだけの、普段着の僕である。だって事前に格好はどんなのでもいいって言われてたから。

　僕の正面にはようやく笑いがおさまったしぐれさんが座っている。あれ？　そういえば、ゴスロリが趣味なのに今日はわりと普通の格好ですね。これからの仕事になんか関係してるのかな。大和やまと撫子なでしことして売りだしているしぐれさんのイメージを壊さないため、人目に付く仕事のときは大好きなゴスロリを封印するよう事務所に言われているらしいのだ。イメージ戦略ってやつだね。あんまり功を奏してないようだけど。

　そんなしぐれさんの横に、音無さん。なぜか制服姿である。もう夏休みなのに。

「なんで制服なの？」

　尋たずねてみた。

「このほうがウケがいいのよ」

　訊きかなきゃ良かった。

　そんな裏の戦略知りたくなかった！「間違えて着て来ちゃった！　てへ」のほうがまだマシ…………いや、音無さんがそんなこと言ってもイラッとするだけか。

　とはいえ、仕事のときしか髪を結わない音無さん。制服でサイドポニーって姿は意外とめずらしかったりする。うむ、眼がん福ぷく。

　それにしても、制服だとウケがいい仕事ってなんだろ。

「今日はですね…………」

　おっと、芹沢さんの説明が始まったぞ。ちゃんと聞いておかないと。学生のインターンシップとはいえ、失敗をするわけにはいかないからね。

「クライアントさん、未来のクライアントさんにあいさつ回りをします」

　ふむ。クライアントって、この業界では依頼人って意味だよな。お仕事のオファーをしてくれる人。

「営業みたいですね」

「簡単に言ってしまえばそうです」

　なるほど、営業か。

「それって、マネージャーがやる仕事なんですか？」

　僕の疑問に答えたのは、音おと無なしさん。横から入ってきたとも言う。

「あたしとしぐれも一緒に行くわよ」

「へ？」

　いやいや、お二人とも、そんな営業しなくたってお仕事どっさり来るじゃないですか。どっしり構えて、来たお仕事の中からお好みの物を選べばいいじゃないですか。

「普段、あたしたち平日は学校があって行けないでしょ？　まあ、しぐれはサボりまくりだけど」

「行ってますわ。最低限」

　なるほどね、だから夏休みを利用してってことか。

「はいはい。で、営業ってのは、もちろんお仕事をもらうって意味もあるんだけど、今後一緒にお仕事をするってなったときに円えん滑かつに物事が進むように土台を作っておくって意味もあるのよ」

「知名度とか人気とか関係なく、本人がその場に居合わせたほうが、より効果的というわけですわね」

　音無さんとしぐれさんが代わる代わる説明をしてくれた。なるほど、今日きようは音無まどかと天あま乃の川がわしぐれの営業ってわけか。それで二人がここにいるのね。

「営業の人に任せるより、そのタレントの担当マネージャーがやったほうが当人のことを良く分かってるからね。うちの事務所ではマネージャーが営業も務めてるのよ」

　ははあ、大変な仕事なんだね。なんて思っていたら、音無さんが芹せり沢ざわさんを横目で見ながらしゃべり始めた。

「タレントを生かすも殺すもマネージャーの腕次第ってことよ。タレントにどのオーディションを受けさせるかを決めるのはマネージャーさんの仕事だからね。もちろん、オーディションに受かるかどうかはタレントの腕に懸かかってるんだけど、しっかり営業しておかないとそもそも審査を受けることすらできないってわけ」

　それ、芹沢さんにプレッシャーかけてるんですか。この敏びん腕わんマネージャーに向かって、よくそんなことできますね、音無さん。

　とはいえ、あの芹沢さんが黙だまって聞いているだけなはずもなく。

「いい仕事を振ってあげられるように、腕はしっかり磨みがいておいてね？」

「う…………はーい」

　きっちり役割分担ができてるんだな。お互いがこの人になら任せられるって信頼しているからこそ、それぞれの仕事に全力で取り組むことができるんだ。音無さんやしぐれさんにとって、芹沢さんは本当にいいパートナーなんだろうな。

　さて、それが分かれば分かるほど、僕にプレッシャーがかかるわけだけど。

「で、僕は今日きよう、なにをすればいいんでしょうか」

「あたしを褒ほめなさい」

　言ってて恥ずかしくないのか、この人は。

「要はプレゼンよ。音おと無なしまどかのセールスポイントをクライアントにアピールする。それがあんたの仕事よ」

　そうか、営業ってそういうことか。プレゼンなんてやったことないしな。でも、音無さんのセールスポイントなんていっぱいあるし、なんとかなるか？　音無さんの魅み力りよくを語ればいいのかな。

「難しそうだな…………」

「簡単よ」

「え？」

　にやり、と意地の悪そうな笑顔になる音無さん。

「ねえ、あんたはあたしのどこが好きなの？」

「はあ!?　いや、えっ？　ちょっ」

　いきなりなにを言いだすんですか！

　またニヤニヤしてるし！　僕、音無さんのその笑顔苦手だよ！

「あたしのどんなところが好きなのかを言えば、それがプレゼンになるでしょ？」

「な、なるほ…………いや！　第一、僕べつに…………すっ、すすす好きじゃないし！」

「さっきも言ったけど、タレントを生かすも殺すもマネージャー次第なの。いい？　これは仕事なのよ。ちゃんとアピールしてくれないと、あたしの仕事がなくなっちゃうのよ？」

「う、うううう…………」

　本人の前で好きなところを発表していくなんて、どんな羞しゆう恥ちプレイだよ。

「もちろん、わたくしもお願いしますわね」

　し、しぐれさん…………。

「ねえ、ちょっと疑問なんだけど、なんで今日しぐれも一緒なの？」

「まどかと同じですわ。夏休みで平日自由に動けるから、ですわ。それに、ちょうどいいではないですか。芹せり沢ざわさまも、何度も同じ場所に足を運ばなくて済みますし」

「そうかもしれないけど…………」

「良りよう人とさまを独占したい気持ちも分かりますが、今日のところは堪こらえてくださいませ」

「誰だれも独占したいだなんて思ってないけど!?」

「普段、良人さまにどんなところを見ていただいているのか、気に入っていただけているのか、それを知れるなんて今日は楽しくなりそうですわね」

　僕をイジるつもりが、思わぬところから反撃を受けてうろたえている音無さん。

　あと、しぐれさんのその言葉、音無さんのついでに僕もイジってません？　…………しぐれさん、意外とＳですね。




　高いビルを見上げる。夏の太陽をこれでもかと浴びて、ギラギラと光っている。何階建てだろ。少なくとも十階以上はありそうだ。

　ここが目的地らしい。声優やアニメ系の雑誌の出版社とのことである。

　最初に話を聞いたときは、もうちょっと雑多な場所を想像してたんだけど、なんだかおしゃれ。ビルの周囲にはラーメン屋、カレー屋をはじめとするご飯どころが軒のきを連ねているし、大学が近くにいくつかあるらしく、歩いている年齢層もけっして高くない。とはいえ、繁はん華か街がいというほどでもない、落ち着いた街並だ。

「行くわよ」

「あ、うん」

　音おと無なしさんに急せかされてビルの中に入る。あ、涼しい。助かるわー。駅からここまで歩いて数分の距離だったけど、たった数分でも汗が噴きでるほどに暑いからな、今日きようは。

　ビルに入ってまず目に留まったのは受付である。キレイなお姉さんが二人、座っていた。あの人たちの仕事も大変そうだよな。一日中笑顔で座ってないといけないんだもんな。

　なんて勝手に苦労を推測していると、芹せり沢ざわさんが受付のほうへ。

　さて僕はどうしようかと辺りを見渡す。控え目にね。警備員がこっち見てたし。あまり挙動不審にしていると怪しまれちゃう。

　あ、エレベーター発見。ボタン押しておいてあげようかな。他ほかにすることもないし。

　警備員の前を軽く会え釈しやくしながら通り過ぎようと────。

「すいません」

「は、え？」

　止められた！

　やべ、不審者に思われたか!?

「いや！　あの！　僕はべつに、怪しい者では…………」

　どこか怪しかったか？　変な物なんて持ってないよな。

　あ、待てよ。この前友達と変なガチャガチャを見つけてやってみたんだっけ。『しましまぱんつ』ってやつ。一回五百円という高額なわりには、うすい布地の安っぽいぱんつが入ってたんだよな。いや、でもあれはきちんと家に帰ってから机のひきだしの奥にしまったはず。カバンに入れっぱなしにはしてないぞ。

　それ以外となると…………あ、もしかしてアレか？

　メイド喫茶のスク水イベントデー参加チケット。普段はメイド服のお店が、年に一度そのイベント期間中だけスク水で出迎えてくれるのだ。毎年来店希望者が多く、参加するには事前に予約してチケットをゲットしなくてはいけないのだが…………今年は運良く手に入ったんだよな。たしか、なくしちゃいけないと思ってサイフの中に入れておいたはず。あれを見抜かれたというのか！　この警備員、なかなかやりやがる！

「入館証のご提示をお願いします」

「え…………あ、入館証？」

「なにやってんの、あんた。はい」

　遅れてやってきた音おと無なしさんが四角い物を僕に押しつけてきた。それには『入館証』と書かれている。そうか、これが必要なのか。

「ぷっ、警備員に止められてやんの」

「ちがっ！　僕は良かれと思って！」

「情報を商売にしているところに入るんだから、セキュリティがしっかりしてるに決まってるでしょ？」

　うぐ…………言い返せない。たしかに僕の常識が足りなかったよ！　ちくしょう。あと、心当たりがありすぎたんだよ、ちくしょう!!

　これでもかとはっきり入館証をアピールして警備員の前を通過する。

「くすくす」

　しぐれさん笑わないでください。たしかに、いちいち警備員に入館証を掲示してる人は僕以外にいないですけど。

　エレベーターで目的のフロアへ。エレベーターを降りてからも受付があった。そこには電話が置かれているだけで、受付嬢は不在。さっきの受付は会社全体のもので、ここは部署ごとの受付って感じなのかな。実は前にも出版社にお邪じや魔ましたことがあるんだけど、そのときも同じだったし。

　芹せり沢ざわさんが電話をかけると、すぐに男の人がやってきた。人当たりの良さそうなおじさんである。

「ああ、今日きようはどうもどうも！　暑い中おつかれさまです」

　対応するのはもちろん芹沢さん…………かと思いきや、我先にと音無さんが元気にあいさつ。

「おつかれさまです！」

　近くにいた人がこちらを振り返るほどだ。なるほど、そうやって自分の存在をアピールしてるのかね。音無まどかが来ましたよ！　ってか。

　続いて、しぐれさんも。

「おつかれさまですわ」

　となれば僕も続かないわけにはいかない。

「あ……お、おつかれさまですっ」

「おや、新人さん？」

「はははいっ。あ、いや、タレントというわけではなくて」

　焦あせってしどろもどろになる僕の代わりに、芹せり沢ざわさんが簡潔に今日きようの僕のポジションを説明してくれた。うーむ、こういうときのアドリブが効かないな、僕は。ラジオの本番みたいに追い詰められた状況ではまた違うんだけど、最悪、なにかあっても芹沢さんがいるっていう状況に心のどこかで甘えているのかも。いかんいかん、こんなんではいかんぞ！

　こちらの紹介が終わると、今度は逆に先方の紹介を芹沢さんからしてもらった。この男性はグラビア担当の人らしい。なにその担当。ちょっとうらやましいんだけど。もちろん、仕事でやるとなったら大変なことも山ほどあるんだろうけど、こうしてかわいい女の子があいさつに来てくれたり、撮影に行ったりできるんでしょ。なんかさ、おいしい仕事だよね。いやいや、分かってるとも。僕の考えが甘いってことくらいは。だから口にしないわけで。

「いま冷たい飲み物持ってきますんで、こちらで少々お待ちください」

　あいさつと自己紹介もそこそこに、僕たちは小部屋へと案内された。

「すみません、お気き遣づかいなく」

　芹沢さんの対応をよく見ておこうっと。っていうか、なるべく失礼のないように最低限のあいさつとか相づちとかはきっちりやっておかねば。

「もし良かったら、これでも読んでいてください」

　男の人が雑誌を数冊テーブルの上へ置いて部屋を出ていった。部屋に残されたのが僕たちだけになり、少しだけ緊きん張ちようがほぐれる。

　と、その瞬しゆん間かんを見逃さなかった音おと無なしさん。

「緊張しすぎ。もっと自然な笑顔で普通に受け答えすれば大だい丈じよう夫ぶだから」

「そ、そうは言ってもさ」

「なんで芹沢さんが素人しろうとのあんたを連れてきたのか、その意味分かってんでしょうね？」

「意味？」

　そんなんあるの？　ごめん、ちょっと分からないんだけど。

　だってさ、僕のせいで相手に悪いイメージを与えてしまったら、一番被害を受けるのは音無さんやしぐれさんなんだよ？　ひいては芹沢さんや事務所にも迷めい惑わくをかけてしまう。そう考えるとリラックスはできないって。

　ここへ来る前に、事務所で音無さんが言ってた「あたしを褒ほめろ」ってことかな。ううむ、たしかに恥ずかしがってる場合じゃないもんな。よし、さっきの男の人が帰ってきたら、思いっきりヨイショするか。

　なんて人知れず気を引き締めていると。

「そういえば、最新号にあたしのインタビュー記事載ってるんだっけ。どれだろ」

　音無さんが雑誌に手を伸ばした。僕も見てみようっと。少しでも気が紛まぎれるように。

　一冊手に取って、パラパラとめくってみる。

　へー、この人またＣＤ出すんだ。あ、あのアニメに出演するのか。見ないと。むむ、この写真かわいいな…………。

　おお、この記事は！　ネットで話題になっているアレじゃないか。

　次世代アキバ系アイドル発はつ掘くつプロジェクト。アニソン、ダンス、コスプレ、声優などなど、あらゆるジャンルで活躍できる新しいアイドルを発掘しようというオーディション企画だ。情報が出た当初は、こんなん応募するやついるのかね？　なんて言われてたけど、蓋ふたを開けてみればものすごい数の応募があったとか。やっぱりいつの時代もアイドルってのは人気のある職業なんだね。

　あと、この企画をしているのが大手のプロダクションというのも大きいかもしれない。すでに人気のアイドルやアーティストを何人も抱かかえていて、かなりの実績がある。いままでアキバ系にはノータッチだった事務所ではあるけど、ここ最近の声優さん人気に目をつけて、ついに乗りだしてきたって感じなんだろうな。ＣＤが売れないと言われている現代で、アニソンがランキングの上位に入ったりするんだもん。そりゃあ上層部の人たちからしてみれば、やってみる価値はあるってもんさ。

　へー、もう最終選考まで進んでるんだ。最後まで勝ち残ってきた女の子たちの写真がいっぱい載ってる。むむむ、この娘こ、中学生かよ。あ、この娘も中学生だ。アイドルの低年齢化が進んでるってテレビで言ってたけど、本当なんだなぁ。

　たしかにかわいい。かわいいんだけど…………妹と同じような年齢の女の子をかわいいと思うのはなんか、こう…………。

　いやいやしかし。へえ、ほうほう。ふーん。

　あ、結果が出るのってもうすぐなんだ。なんだかんだで僕も楽しみだな。かわいい女の子が歌って踊って活躍してるのを見るのは嫌いじゃないし。

「良りよう人とさま」

「はっ」

　しまった！　普通に読みふけってしまった！　現実逃避かっ。

「まどか発見、ですわ」

「へ？」

　しぐれさんも僕とは違う一冊を手に取って眺ながめていたようだ。音おと無なしさんの写真が載っているページを僕へと向けている。

「ちょっ、べつにこいつに見せなくてもいいでしょ」

　抗議する音無さんをスルー。いまさら恥ずかしがることでもないでしょうよ。これから全国の人に読まれるんだからさ。まあ、目の前で読まれるってのはとくに恥ずかしいのかもしれないけど。

　しぐれさんから雑誌を受け取る。

　どっかで見たような格好…………と思ったら、僕が撮影に付いて行ったときのだ。そうか、あのときのが雑誌に掲載されたのか。

　大変だったなぁ。カメラマンさんにインタビューしたり、流りゆう星せいさんに対決を申し込まれたり。音おと無なしさんの写真を見ながらこんなにしみじみとするのは初めてだわ。この雑誌、今度買っておこうっと。記念に。思い出のひとつとしてね。

　写真の下部には、音無さんへのインタビューが書かれている。とくに大きな文字で『演技をしているときは、本気でその人のことを好きになっています』と書かれていた。音無さんの言葉を抜ばつ粋すいしたのかな。

　どれどれ？

『演技をするときはそのキャラに完全になりきるようにしているので、ヒロインが恋をしていれば、自分も相手のキャラを好きになるようにしています。もし、万が一の話ですけど、あたし自身があんまり好きになれないような相手でも、演じているときには本気で恋してるんですよ（笑）』

　だってさ。マジメだなあ、音無さん。

　そのまま文章を追っていったら、簡単な音無さんのプロフィールが書いてあって……って、あれ？

「音無さん、年齢が十六のままになってるよ？」

　六月にめでたく誕生日を迎えて、十七になったんじゃなかったっけ。

「あ、本当だ。…………まあ、それくらい、いいでしょ」

「いいの!?」

「これくらいならよくあることだし。このまえ発売された本の…………四巻だっけかな。そこのあたしの紹介文も十六のままだったし」

　なんの本の四巻だよ、それ。どんだけ作者はつっこまれるのが好きなんだよ。

「一歳くらい問題ないわよ。明らかに誤植だって分かるし。それに、世の中には意図的に公表プロフィールを実年齢とずらしてる人だっているし」

「ちょっ！　音無さん、なんの話してんの」

「もしくは、音無まどかは永遠に十六歳なのかもね」

「そんな設定ないでしょ!?」

　音無さん、気づいてるとは思うけど、芹せり沢ざわさんはぴくりとも笑ってないからね？　この話題大だい丈じよう夫ぶ？

　と思ったら、音無さんに雑誌を取り上げられてしまった。

「はいはーい、あとは買ってから読んでくださーい」

「本屋の店員かっ」

　もうちょっとで全部読めたのに。まあ、いいけど。どっちにしろ買うし。

　なんてことしていたら、ちょうどよくさっきの男の人が紙コップの載ったトレーを手に帰ってきた。

　さらに、男の人に続いてもう一人男性が。白髪しらがの混じり具合から察するに、それなりの年齢だろう。

「あら」

　その男性の姿を見るやいなや、芹せり沢ざわさんが立ち上がった！　一いつ瞬しゆん遅れて、音おと無なしさんとしぐれさんも立ち上がる。ワンテンポ遅れた僕がそれに続く。

「やあ芹沢さん、お久しぶりです」

「おつかれさまです、編集長」

　この人、編集長ですか。編集長っていったら結構偉えらい人だよね。いやいや、結構どころじゃないよね。

　続いて、音無さんとしぐれさんが編集長にごあいさつ。最後に芹沢さんが僕のことを紹介するという、一連の流れを繰り返した。

　自己紹介が済んだところで、編集長は僕たちにイスへ座るよう促うながす。が、本人は立ったまま。なのでどうにも座りづらい。どうしたんだろ、と思ったら。

「いやあ、ゆっくりお話をしたいところなのですが…………ごめんなさい、ちょうどいま会議中でして」

　なるほど、そういうことね。

「そうだったんですか。すみません、わざわざ」

「いえいえ、芹沢さんが来ていると聞いたのでね、あいさつだけでもと思いまして」

　なんか普通に話してるけどさ、会議中の編集長がわざわざ顔を出しに来るって、芹沢さんすごすぎるだろ。他ほかの人だったらこうはいかないんじゃない？

「じゃあ、本当に申し訳ない。そろそろ…………」

「ええ、お忙しいところありがとうございました」

　ぺこり、と芹沢さんがお辞じ儀ぎ。

「まどかちゃんも、しぐれちゃんも、慌あわただしくてごめんね」

「いえ、今後ともどうぞよろしくお願いいたします」

「よろしくお願いいたしますわ」

「学生さんも、インターンがんばって！」

「はい！　ありがとうございます！」

　僕にも声をかけてくれた。なんか嬉うれしい。

　最後までにこやかに、編集長は去って行った。「ふう」と息を吐きそうになり、すんでのところで吞のみ込む。これからが本番だぞ、僕。気を抜くのはまだ早すぎる。

「どうぞ」

「あ、すいません」

　男の人が僕の目の前に紙コップを置いた。続いて、音おと無なしさんの前にも紙コップを置く。そこで音無さんも一言。

「ありがとうございます」

　と会え釈しやく。むむむ、そうか。「すいません」よりも「ありがとうございます」のほうがなんかいいな。言葉ひとつでだいぶ印象が違う気がする。考えすぎだろうか。いや、こういう言葉のひとつひとつがきっと大事なんだろうな。

　頂いた紙コップの中身は冷たいウーロン茶らしい。助かるわ。のど渇かわいてたんだよね。

　ぐーっと、ごくごくと飲み干す。思わず一気に飲んでしまったところで、音無さんが僕に言う。

「村むら人びとくん？」

「は、はい」

　笑顔で。あえて優やさしい声で。でもその言葉の内容は────。

「お気き遣づかいなく、って言った手前、がっつかないでくれるかな？」

「…………あっ、すすすいません！」

　そうか、そうだよな。そりゃそうだ。

「ははは、いやいや、いいんですよ。暑いですからね。いまもう一杯持ってこさせますんで」

「す、すいません…………」

　謝りながら小さくなる僕。恥ずかしい。笑ってくれたからいいけど、失態を演じてしまった。

　やれやれ、と言いたげな顔で、音無さんは雑誌を手に取った。

「素敵な記事にしていただいて、ありがとうございます」

「いえいえ、とんでもないです。こちらこそありがとうございました」

「写真も素敵だし。文句なしだよね、芹せり沢ざわさん」

「まどか、プロの皆さまがお仕事をしているのだから、当然でしょ？」

「あっ、そっか。すいませーん！」

「いやいや、ははは！」

　へえ。これが営業か。芹沢さんがメインでしゃべるのかと思ってたけど、音無さんがメインでしゃべってる。まるで事前に打ち合わせをしていたかのようなコンビネーション。音無さんがすごいのか、芹沢さんがすごいのか。どっちもだろうな。逆に、この二人だからできるスタイルなのかもしれない。

　っていうか、入れない。この二人の会話に入れない。タイミングを見て褒ほめちぎろうと思ってたのに、つい聞き入ってしまった。どどどどうしよう。

　なんて思っている間にも、音無さんはしぐれさんに話を振る。

「次号はしぐれなんだっけ」

「ええ。もうお写真は撮っていただきましたし、掲載されるのが楽しみですわ」

「おっとっと、こりゃあ手を抜けませんね！　みんなにプレッシャーかけておきますよ！　ははははは！」

　少しだけ前言を訂正。音おと無なしさんと芹せり沢ざわさんじゃなくて、しぐれさんも交えて、この三人だから、か。こりゃあ予想以上にハイレベルな仕事現場だぞ。

「いやー、音無さんや天あま乃の川がわさんがグラビアに出てくれますと、編集部に届くアンケートハガキがいつもの倍になるんですよ」

「本当ですか？　え、もう出るなって？」

　いやいや、そんなことないでしょ音無さん。

「とんでもない！　逆ですよ。またやってくれって声がすごいんですから」

　と、男性が慌あわてて付け足して…………ん？　音無さん、なんでちらちら僕を見てるの。会話してる相手を見ないと失礼なんじゃない？　それとも、いま、僕が間に入ってヨイショできるところあった？

　なにも言えず、でも言おうとはして、口だけがパクパクしている僕を、音無さんがちらちらと見ながら話を進めていく。

「本当ですか？」

「本当ですよ。いまの時代、ネットで簡単に感想が書けてしまいますからね。そんな中でもこうしてハガキを送ってくれるほど熱心なファンがいらっしゃるのは素晴らしいことじゃないですか」

　なんて男の人と話しながらも、音無さんからのアイコンタクトは続く。これは…………僕も会話に入ってこいという意味だろうか。

　そんなこと言われても、どうやって入っていけばいいのよ。もう余計なことは言わずに笑っていたいんだけど。

　…………それじゃあ、ダメだよな。せめて合いの手くらい入れないと。

　音無さんの発言に集中！　タイミングを見計らって僕も入るぞ。

「で、しぐれの次の号が────芹沢さんのグラビアだっけ」

「いいですねー、美人三連続……って、うそぉ!?」

　これは合いの手じゃない！　ノリツッコミだ！　常つね村むら良りよう人と、入るところを間違えたああああ。

　慌てて「すいません」と言おうとした僕を遮さえぎったのは、男の人の大きな笑い声。

「あっはっはっ！　それいいですね。芹沢さんも美人さんですし。どうですか？」

　乗ってくるんかい！

「い、いえ、私は…………一回くらいなら」

「やるんかい!!」

　そっちも乗ってくんのかよ！　というか、芹沢さんがボケた!?

　思わずツッコミを入れてしまった僕に、音無さんが間髪入れず話を振ってくる。

「なに？　村むら人びとくんは芹せり沢ざわさんのグラビア見たくないの？」

「いや、音おと無なしさん。そりゃ見たいですけど！」

「なら需要あるじゃん」

「そういうことじゃなくてですね」

「村人くんが一人で一万冊とか買えば出版社も赤字にならなくて済むんじゃない？」

「すいません、三冊が限度です」

　見る用、飾る用、保存用。マジな話、芹沢さんがグラビアやるならそれくらいは買っておくかもしれない。現に音無さんのグラビアが載った号はそれくらい買ったことあるし。

　って、やべ、またいつものラジオのノリになってる。音無さんと、滅めつ多たにボケたりしない芹沢さんのせいだ。

　おいおい、いいのかよ、こんなんで。大事な大事な営業中なんだよ？　恐る恐る、男の人の様子を窺うかがうと。

「あっはっはっ！　いやいや、夢の膨ふくらむ話でいいですね」

　あれ、笑ってる。ちなみにしぐれさんも笑いを堪こらえて真まっ赤かになってるけど、こちらはいつものことなのでスルーしておく。

　…………そうか。音無さんと芹沢さんのせい、じゃなくて、おかげ、なんだな。良くも悪くも、僕にできるのはせいぜいツッコミが限度なわけで。だったらそれを武器にして精一杯やるしかないんだな。

　そりゃあ、なんだってできるような才能があればそっちのほうがいいさ。でも、人間そううまくはできていない。音無さんやしぐれさんのような例外を除いてね。

　凡人である僕が彼女たちのマネをしたって仕方がない。となれば、適材適所。できることからコツコツと。

　よっし。

　なんて気合いを入れ直してみたら意外な展開に。

「ん？　村人くん？　もしかして君、『ラジオの法ほう則そく』に出演している村人Ｂくんかい？」

　言っていいのかな。芹沢さんに目め配くばせをすると、こくり、と許可がでた。

「はい。実はそうなんですよ」

「おお、そうかそうか。いや、どこかで聞いた声とツッコミだと思ったんだ」

　マジで？　そんなに僕の声とツッコミに認知度があるの？

「素人しろうとさんと声優さんが一緒にラジオをやるなんて、業界でもなかなかないことだからね。かなり話題になってるんだよ」

　そうなんだ…………。

　まあ、普通に考えたらありえないもんね。色んな事情を知ってる当の本人の僕ですら「ありえねえ！」って思ってるし。人に説明したところで、どんなご都合主義だよって叩たたかれるぞ。現に僕は友人たちから物理的に叩たたかれまくってるし。

「ありがとうございます！　がんばってますので、どうぞよろしくお願いします」

「ちょっと村むら人びとくん、なに自分アピールしてんの。今日きようはあたしのマネージャーでしょ!?」

「あ、そうだった」

　いや、僕のアピールっていうか、ラジオの宣伝ですよ。

「もしかして村人くんもグラビア狙ねらってるの!?」

「そんなわけないじゃないですか音おと無なしさん。僕が狙ってるのはコラムの連載ですよ…………冗談ですよ？　冗談ですからね？」

　ここでボケきれないのが僕の甘さか。

　いや、正直ね、ボケたあとのツッコミを待つ時間って果てしなく長く感じるし、とにかくいたたまれないのさ。音無さんがかねてから言っている、ボケてるのにツッコんでもらえないっていう苦しさがよく分かるわ。ツッコんでくれる人がいるのといないのとでは、全然違うもんね。

　うんうん、分かる分かる。ツッコまれたら気持ちいいよな！

「む、村人くんがボケを…………」

「音無さん、そんなにびっくりしないでもらえます!?」

「芹せり沢ざわさん、聞いた？　いまの。村人くんがついにボケたよ」

「あの、結構勇気を振り絞って言ったので、茶化さないでいただけると…………」

「あたしはいま、ツンツンだった女の子がついにデレた瞬しゆん間かんの感動を味わってるよ」

「そんなに!?　そこまでのことなの!?」

　あと、その例えは一般的ではない。アニメやゲームなんかの業界に限っていえば理解してくれる人は多そうだけど。

　そんなこんなで、ラジオのノリで音無さんとしゃべること数分。音無さんがボケ続ける限り僕はツッコまなくちゃいけないから、誰だれかが止めてくれないとやめられない。

　そんなとき、ストップをかけてくれるのは、笑いを堪こらえることに必死でまともに発言すらできない状態のしぐれさんではなく、常にクールで一歩引いたところから全体を見渡している芹沢さんだ。

「では、そろそろ。お忙しいところ、あまりお時間をとらせては恐縮ですし」

「いえいえ、楽しい時間を過ごさせていただきました。いままで見たことのない音無さんも見られましたし、たいへん有意義な時間でしたよ」

　ずいぶん笑ってたもんね。営業として、これで良かったのかな。なんて思っていると、男の人が顎あごに手を当てて「うーむ」と唸うなる。

「さっきのを録音して文字に起こせば、楽しいインタビューになったでしょうな。あ、今度はそれでいきましょうか。村人くんも交えて」

「いいですね」

　すかさず同意する芹せり沢ざわさん。なんか次の仕事に繫つながってるみたい。…………そうか、あれで良かったのか。なぜか僕も巻き込まれてるけど。

「ではでは、早々に企画を立てておきますよ」

「よろしくお願い致します」

「今日きようはわざわざありがとうございました。そちらこそご多忙でしょうに」

「おかげさまで、本当にありがたいことです」

　忙しさを否定しない芹沢さん。音おと無なしまどかと天あま乃の川がわしぐれの人気っぷりを暗にアピールしているのだ。

　さすがです。何度でも言います。さすがです芹沢さん。

　これにて一件目の営業が終了。先方もたくさん笑ってくれたし、どんなに厳しい採点でも及第点くらいはもらえるかな。次の仕事のきっかけにもなったみたいだしね。

　まあ、営業で笑いをとったなんて文字面づらだけ見ると、マネージャーじゃなくて芸人さんの仕事のような気もするけど。

　それはそれ。これが僕のスタンスってことで。

　結果オーライでしょ。




　陽ひも完全に暮れ、上がりに上がっていた僕のテンションも真夏の太陽とともにいくらか落ち着いてきた頃ころ、僕は家に帰ってきた。猛もう烈れつな暑さはないけれど、静かな熱はたしかにどこかに残っている。そんな夜である。

　とはいえ、慣れないことをして疲れたのも事実。いつもなら、帰宅したらまずパソコンの電源をつけてあれこれとネットサーフィンをするところだが、今日はなんだかベッドに腰掛けて呆ほうけてしまった。

　疲れたけど、いい経験ができたと思う。最初、音無さんからインターンの話を聞いたときは「おいおい、どうすんだよ」なんて思ったりしたけど、いまは「やって良かったな」という気持ちだ。なかなかできない体験だもんね。

　なんだかんだで、いい夏休みになりそうだ。

　いやいや、まだインターンは終わってないんだから、油断しないようにしなくちゃ。明日あしたもちゃんと仕事しないと。変な事件とか起きなきゃいいけどなぁ。

　今日は早めに寝ておこうかな、なんて考えたところで、ポケットの中のケータイが震ふるえだした。振動パターンから察するに、メールが届いたらしい。

　ケータイを開き、メールを読む。友人からのメールだった。

　本文を読んで、高こう揚ようしていた僕の気分はどこかへと吹っ飛んでしまった。

　いや、違う。吹っ飛んだんじゃない。地面に叩たたきつけられたのだ。

　楽しい楽しい充実した夏休みを送るはずだったのに、まさかこんな…………。

　慌あわてた僕は返信も忘れ、パソコンの電源ボタンを押す。

　起動するまでの間、真っ黒なディスプレイには笑顔とは正反対の顔が映っていた。




　ケータイを耳にあてる。数回の呼び出し音のあと、無事相手に繫つながった。

「君の心にシューティング・スター。天あま乃の川がわ流りゆう星せいだ」

　うわー、うぜー。…………ピッ。

　あっ、しまった、切っちゃった！　あまりのウザさに！

　すごいな、ケータイでほんの数秒、相手が声を発しただけなのに。

　もう一回かけなくちゃ。あー、かったるい。もちろん用があるからかけてるわけなんだけど、一気にやる気を削そがれたわ。

　でも、しょうがない。話さなくちゃいけないこと、確認したいことがあるし。

　ぷるるるるる…………。

「君の心にシューティング・スター。天乃川流星だ」

　やり直すのかよ！　…………あ、やばいやばい、また切るところだった。いかんいかん。これで切ったらまたこの面倒くさいセリフを聞かなくちゃいけなくなる。

「もしもし、流星さんですか？」

「ふむ、村長か」

「そんなに偉えらくなった覚えはねえよ！」

　相変わらず名前覚えてないのな。僕だけに限らず、男にたいしてはみんなそうなのかな？　いや、一応スタッフさんは大切にしてるみたいだから、スタッフを除く男の名前は覚えてない、って感じか？

「村むら人びとです」

「おお、そうだった。だいたい合ってたな」

　だいたい間違ってますよ。

「しぐれから聞いているぞ。ボクに用があると」

「はい」

　そう、僕はしぐれさんにお願いして、流星さんのケータイの番号を教えてもらったのだ。天乃川家は家族全員声優の仕事をしていて、しぐれさんの兄である流星さんは女性に大人気のアイドル声優さんなのである。

「それで、なんの用かな？　できれば早くしてほしい。もしかしたらこの瞬しゆん間かんにも、ボクと話をしたい子ネコちゃんが電話の向こうで落らく胆たんしているといけないからね」

　どこまで本気で言ってるんだろうね、この人は。

　いちいち構っていたら話が進まないので放っておこう。

「はいはい。で、用件はですね」

　ケータイを耳にあてたまま、僕は視線を正面へ。パソコンのディスプレイへとスライドさせる。

「パソコンあります？」

「もちろんだ」

「じゃあネットで、あることを検索してみてほしいんですけど」

「少々待ちたまえ。いま起動する」

「立ち上がったら『音おと無なしまどか　流出』で検索してください」

「ふむ？」

　そこに映っているのは、一枚の写真と数え切れないほどのコメントだった。

　写真にはふたつの人影が写っている。背の高い男の人と、制服姿の女の子。その二人が車へと乗り込むところをおさめた一枚だ。

　僕はこの風景に見覚えがある。いや、実際にこのシーンを目にしたわけではないけど、写真に写っている風景は行ったことのある場所だ。

　僕が初めてアニメの収録現場へ行った日のこと。その日の仕事終わりに、現場の皆さんと行った焼き肉屋だ。

　あの日、音無さんは用があるから、という理由で先に帰った。流りゆう星せいさんの車で送ってもらって、だ。

　おそらくこの写真はそのときに店の前で撮られた一枚である。

　暗い中、撮影者はがんばってケータイを駆使したのだろう。ぼんやりとではあるが、よく見れば音無さんと流星さんだと分からなくもない。音無まどかファンの僕がこのレベルなのだから、分からない人にはまったく分からないだろう。

　しかし、音無まどかは大人気のアイドル声優だ。ファンの人数なんて、何千何万といる。さらに言えば、流星さんだってそうだ。ファンの数はとてつもない。

　それだけの人の目は誤ご魔ま化かせない。一度上がった疑問は一気に膨ふくれあがり、ちょっとした祭り状態へとなってしまっていた。

　最初の写真のアップは三日ほど前のようだ。友人に教えてもらうまで気づかなかった。まさかこんなことになってたなんて。

　ゴシップ記事というのは人気がある。多くの人が興味をひかれるものだ。

　ただ、たいていの記事は噂うわさ話ばなしの域を出ないのだが、今回は違う。写真が出てしまっているのだ。

　ファンの人が本人かどうかの議論を始め、それを見た人があらぬ噂を付け足す。邪よこしまな想おもいを込めた推測に大衆が傾倒していく。

　なかにはまっとうな推測もあるにはあるのだ。劇場版の制作が決定したアニメに二人が共演するらしいから、その打ち入りなんじゃないか、とか。

　でもそんなのはごくわずか。絶対にありえないような話すら出現して、もはや手の施ほどこしようがない。どれが真実で、どれが偽いつわりなのかも分からない。

　ただ…………その結果、なぜか音おと無なしさんが悪者として祭り上げられている。

　アイドルという点だけで言えば、流りゆう星せいさんだってたくさんのファンがいる声優だ。なのに、流星さんにはあまり否定的な意見が出ていない。むしろ、音無まどかに誑たぶらかされたのだ、という意見が多い。

　この違いはなんだ。やはり、音無さんが女性だからなのか。女性アイドルだからなのか。

　それとも、音無まどかに理想だけを押しつけるファンが多いからなのか。

　誰だれだって分かってるはずだ。アイドルだって人間だということを。一昔前のアイドルじゃないんだから、恋愛御ご法はつ度となんて考えかたは古いだろ。そもそも、恋愛のなにがいけないというのか。人を好きになるのなんて、ごくごく自然なことなのに。ファンの人だって、すごく自然に音無さんのことを好きになったはずなのに。

　だからそんな、裏切られたとか、そんなさ…………。違うじゃん。

　必死に否定しようとして、ずきんと胸が痛む。

　違う、違うんだ。分かってしまうんだ。僕もアイドルのファンをやってたから、応援してた人に好きな人ができても、素直に祝福できない感情があることが分かってしまうんだ。

　基本的には応援したいと思っているのに。

　心の隅すみっこで、自分でも嫌いやになる感情がほんの少しだけあって。

　だから、すごく苦しい。

　もちろんすべてを僕は知っている。あの日、音無さんは体調が悪くて先に帰ったのだ。流星さんも…………まあ、あの日はなにもしないと口では言っていたし。

　でも、こういう写真が世に出てしまい、騒さわぎが大きくなってしまっているのを見ると、色々と悪いほうに勘かんぐってしまうファンの人たちの気持ちが、僕にも分かってしまうんだ。

「ふむ」

　ケータイの向こうから流星さんの声が聞こえた。見たかな。読んだかな。彼はどう思っただろうか。

　たしかに流星さんはウザいくらいキザだけど、それもすべて女性ファンのためだと考えての行動である。男性アイドルに重要なことは清潔感。常に格好良くあれ、が流星さんのスタイルなのだ。たまにいきすぎてイラっとすることもあるけど、流星さんもプロである。

　そんな彼の、おそらく初めてのゴシップ記事。もちろん裏では色々言われたこともあるだろうけど、ここまで盛大に取り上げられたのは今回が初めてなんじゃないだろうか。

　しかも相手は同業者の女性アイドル。

　この事態に、彼はどう思うのか。

「君は、これをボクに見せてどうしたいのかな？」

「え？　そ、それは…………」

　予想外の質問に戸と惑まどう。

　ネットではあれこれ書かれているけど、流りゆう星せいさんが音おと無なしさんのことを気に入っているのは本当だ。そして、自分のせいで音無さんが悪く書かれている。

　じゃあどうするかなんて、決まってるだろ。

「釈明のコメントとか、出したりしないんですか？」

「なぜ？」

「なぜって…………」

　ケータイを押しつけすぎて耳が痛い。いつの間にか力が入っていたらしい。

「いま、公おおやけに行動することは得策ではない。肯定も否定も、騒さわぎを大きくするだけだ」

「でも！　あんたはいいかもしれないけど、音無さんは！」

　音無さんは、流星さんを誑たぶらかそうとしている女め狐ぎつねって言われてるんだぞ。売女ばいたとまで言われてるんだぞ。男だったらかばってやれよ！

「まどかクンだって、いま自分が世間にこう言われていることは分かっているはずだ。でも、表だった行動はしていない。事務所的にもだ。そうだろう？」

「そう、ですけど…………でも！」

「大人おとなになれ。じっと耐えることが必要なときもある」

　言われっぱなしで我慢するのが大人なのかよ。

「耐えるだけですか。それしかできないんですか」

「少なくとも、君にできることはない」

　…………ちくしょう。なんなんだよ、大人ぶりやがって。

「ずいぶん、落ち着いているんですね。こんな状況なのに。実はこんなの慣れっこなんですか？」

「勘かん違ちがいするなよ、少年。ボクはそんなに物分かりのいい人間じゃない」

「う…………」

　ぞくりと震ふるえた。相手が目の前にいるわけではない。なのに、一いつ瞬しゆんだけ恐怖を覚えた。

　それほどまでに暗く、低い声。本当に電話の相手は流星さんなのか？　と疑うレベル。普段の爽さわやかで清潔で王子さまのような流星さんからは想像できない、男の声。

「すいませんでした」

「ふっ。まあ、いまのは聞かなかったことにしてやろう。君も、まどかクンのことでずいぶんと憤ふん慨がいのようだからね」

「そりゃあ、そうですよ」

「たしかに男と女では物事のとらえられかたが違う。今回の件は、まどかクンのほうがツライだろうね」

　電話の向こうで、カリカリとマウスのホイールが回る音がする。

「でも、耐えなくちゃいけないんだ。どんなにツラくても。それも仕事だと割り切らなくちゃいけないんだよ」

「大変な仕事ですね」

「ははは！　望んで飛び込んだ世界だ。元より承知の上さ」

　僕が、子供だったのかな。

　大好きな人がけなされているのを見て、頭にきて。

　こんなに自分は大好きなのに、貶おとしめられていることにいてもたってもいられなくなって。

　なにも知らないくせに、とか思っちゃうのは、まだ僕が子供だからなのかな。

　しぐれさんに番号を教えてもらってまで電話したけど、格の違いを、懐ふところの広さを見せつけられちゃったな。

「さてと、ボクもやらなくちゃいけないことがある。そろそろ電話を切ってもいいかな？」

「あ、はい。突然電話しちゃってすいませんでした」

　ケータイを耳から離し、通話を切る。

　二つ折りのケータイを閉じる。

　目の前にはパソコンのディスプレイ。あることないこと好き勝手書かれた社会の裏側。

　ブラウザの×ボタンをクリックして閉じた。

　色々と言ってやりたいことがあるけど、閉じた。

　怒りとか、悲しみとか、全部心の中に閉じ込めた。

　流りゆう星せいさんや、音おと無なしさんにならって。










　翌日も僕は事務所へと訪れていた。

　今日きようも午前中から暑い。そして午前中の事務所は今日も人が少ない。

　そんな中、僕は大量の汗をかきながら荷物の山と格闘していた。

　なぜかというと、今け朝さ一番に芹せり沢ざわさんから電話があったのだ。なにやら、朝から処理しておかなくてはいけない案件ができたとかで、事務所に来るのが遅れると。なので、僕に別のお仕事を頼みたいと言ってきたのである。

　もちろん僕は快かい諾だく。内容も聞かずに引き受けてしまったわけだが、その頼まれた新たなお仕事というのがこの荷物の山の仕分けなのである。

　小さい物から大きい物、軽い物から重い物。形も様々。

　そう、これはすべて、事務所に届いたタレントさん宛あてのファンからの贈り物たちである。

　この事務所に所属するタレントさんは少なくないから、もう仕分けが大変。宛あて名なを確認して、一個ずつ間違いのないように分けていかなくてはならない。

　それにしてもすごい量だ。これで何日分なんだろう。まさか、一日でこんなに届くってことはないよね？

　一番多いのはやはり手紙である。ハガキもあれば、封筒に入った物もある。きっと、書いた人の想おもいが綴つづられているのだろう。

　こういうの嬉うれしいよね、やっぱり。

　僕にもたまにラジオに届くのさ。村むら人びとさんがんばれ！　って。めっちゃ嬉しいもんね。メールであれだけ嬉しいんだもん、手紙だったらきっともっと感動するんだろうな。いや、もちろんメールだっていいんだけどね。どっちがどう、ってことじゃないんだけど、手紙を送るのってメールを送るのと比べて手て間ま暇ひまかかるじゃん。ハガキ代や封筒代とか、切手代とか、お金もかかるし。

　そういう厄やつ介かい事ごとを全部やってまで想いを伝えてくれるってさ、すっごいじゃん。まず内容より先に、そういう行動をしてくれたことだけで嬉しくなっちゃうよ。

　ここにあるすべてが、そういうひとつひとつの想いの込められた物なんだ。丁てい寧ねいに扱わなくちゃね。

　なんて、一人で感動を嚙かみしめつつ、服の袖そでで汗をぬぐい、作業を続けていると────。

「おはようございまーす」

「わ、おはようございます！」

　突然背後からあいさつされて驚おどろいた。作業に集中しすぎていたのか、人の気配にまったく気づかなかったぞ。

　慌あわてて振り返ってみると、そこには見慣れた姿があった。

「なんだ、素人しろうとか」

「なんだ、音おと無なしさんか」

「なんだとはなによ！」

「先にそっちが言ったんだろ？」

「あーあ、１ワンワード損した」

「なにそれ」

「ゲームの仕事のときとかに使われたりする言葉なんだけど、ボタンを一回押したときに表示される分のテキストを１ワードっていうのよ」

「へー」

「つまり、さっきあんたにあいさつした１ワードがもったいなかった、ってことを言いたかったわけよ」

「なるほどね。じゃあもう何ワードも損してるから早く仕事に行けよコノヤロウって言っておくわ」

「はあ？　なに言ってんの？　これはサービスよ。あたしのためにがんばってくれてありがとうっていうね」

　そう言うと、音おと無なしさんはすでに仕分けが終わっていたファンレターの束を手に取った。もちろん音無さん宛あてのファンレターを分けておいた束である。

　誰だれ宛てかで分けておいてくれとは言われたけど、本人に渡しておいてくれとはまだ言われてないんだけど…………まあいいか、音無さんなら。芹せり沢ざわさんに言えば分かってもらえるだろう。

　あ、音無さんがここにいるってことは、芹沢さんも一緒かな？

「芹沢さんは？」

「ん？　すぐこっちに来るんじゃない？」

「あっそう」

　やっぱり来てたか。仕分けももう終わるし、ちょうどいいな。

　……………………ふむ。

　手紙を読む音無さんを見て思う。彼女は、あのネットの書き込みを知っているのだろうか。

　見たところいつも通りの音無さんではある。僕をからかう元気もあって、とうてい落ち込んでいるようには見えない。なにかを気にしているようには見えない。

　どうなんだろ。わざわざ尋たずねて、知らなかったことを教えてしまうのも悪いしな。黙だまっておこうっと。

「なに見てんのよ」

「どこの不良少女だよ」

　いきなりケンカを売られたんだけど。音無さんのことをじっと見つめすぎてしまったな。うむ、ツッコミで誤ご魔ま化かした。

「なに？　ファンレターがうらやましいの？」

「べ、べつに」

「ほら、このピンクの封筒とか。明らかに女の子からよ。女の子からお手紙とか、もらったことある？」

「うるさいな、ほっとけよ」

「あ、ないんだ」

「うるさいって！」

　あーもう、いつもの音無さんだ。うん、ネットのこと知ってるかどうかは分からないけど、知ってたとしてもいつも通りの元気な音無さんだわ。

「今日きようはどんな御ご用ようで？」

「ん？」

　なんとなくの質問に、音無さんは手紙を見ながら答える。

　収録だったら直接スタジオに行くだろうし、事務所に来るってことはなにかべつの用事があるのかなって思っただけなんだけど。

「まあ、ちょっとね…………」

　言い淀よどんでいる。まだ僕には言えない内容なのかな。だったら深くは訊きかないけど。なんてべつの話題を探していたら、音おと無なしさんのほうから切りだしてくれた。

「昨日きのう、突然一本大きい仕事がなくなってね。その説明とか、空あいたスケジュールの調整とか、そんなん」

「へえ、昨日…………それはまた急な。そんなこともあるんだ」

「滅めつ多たにないけどね。流りゆう星せいさんと共演する予定だったんだけど…………流星さんが出演できなくなったらしくて」

　え、それって…………。

「先方は、流星さんを軸にプロジェクトを展開していく予定だったらしいんだけどね、全部パー」

　ふいに、昨日の流星さんを思いだす。電話口の向こうから聞こえた、怒りのこもった低い声がまだ鮮明に耳に残っている。

「それも、流星さんのほうから辞退させてくれって制作会社に直じか談だん判ぱんしたらしいのよ。理由は言わなかったらしいんだけど…………まあ、なんとなく予想はつくけどね」

　む…………音無さん、知ってたか。そりゃそうか。

　ネットにアップされたあの写真と、そこから始まった一連の騒さわぎ。結構大おお事ごとになってたもんな。

　たしかにいま、音無さんと流星さんが共演なんてイメージが悪いのかもしれない。そういえば、昨日見た書き込みのひとつにも二人の共演がどうとか書いてる人がいたっけ。あながち大ハズレの予想でもなかったんだな、あれ。

　役を辞退するってのは、流星さんなりのケジメのつけかたなのかな。公おおやけに否定も肯定もしないけど、いったんは身をひいて、ほとぼりが冷めるまで音無さんから距離を取ろうっていうことなのか。

「それで、流星さんは？」

「うん、まあ、ちょっと問題になってて」

　そりゃそうだ。役者さんが事務所も通さず自分から辞退だなんて、普通はありえない。

「劇場版アニメーションの制作は発表になってたけど、キャストの発表がまだだったからね。それが唯ゆい一いつの救い。でも、前ぜん代だい未み聞もんの問題を起こしたってことで、流星さんは謹きん慎しん処分。まあ謹慎のことを発表するわけにもいかないし、芹せり沢ざわさんもスケジュールの調整で昨日から大変だったみたいよ？」

　そっか。そういうことだったのか。

　昨日きのうからってことは、僕との電話を切ったあとすぐ辞退に行ったのかな。「やらなくちゃいけないことがある」って言ってたけど、そういうことかよ。

　少しでも早く噂うわさが廃すたれていくように、自分が犠ぎ牲せいになったんだ。ここで共演作品の発表なんてしたら、さらに噂は拡大するもんな。たくさんの人に迷めい惑わくをかけてまで、やらないといけないことだと流りゆう星せいさんは判断したんだろうな。

　まったく、流星さんは────。

　いちいちやることが派手で、キザで…………ちょっとかっこいいんだよな。

　イラッとくるくらいだよ、本当に……。

「企画そのものを一からやり直すことになったらしくて。で、あたしのスケジュールもいったんバラされた、ってわけ」

「ば、バラされた？」

「押さえてたスケジュールがなくなったってこと」

　なるほど。業界用語ね。

　いつの間にか、音おと無なしさんの手紙を読む目は虚こ空くうを向いたまま止まっていた。

　音無さんはなにも言わないけど、きっと自分を責めてるんだろうな。自分のせいで流星さんやスタッフの皆さんに迷惑をかけたって、そう思ってるんだろうな。

「ねえ、この前愛あ好こに旅行に誘さそわれたときに言ってた大きな仕事って、それ？」

「うん」

「じゃあさ、それがなくなったってことは、まとまった休みがとれたりって…………できる？」

　気分転換になれば、と思った。いや、待てよ。察しのいい音無さんのことだ。ここでこのタイミングで旅行の話を出したら、僕にまで気を遣つかわれたって思っちゃうかな。少し言いかたを変えるか。

「ほら、やっぱりさ、こう……音無さんと旅行とか行きたいなーっていう、僕の単純な願望なんだけど！　どう？」

　落ち着け僕。なにを口走ってるんだ。これだと下心が全開のように聞こえるじゃないか。気を遣ってる風を出さずに誘うにしても、もっといいやりかたがあっただろ。こんな言いかたをして、音無さんが「いいよ」なんて言うわけが────。

「いいよ」

　あれっ!?　え？　聞き間違いじゃないよね。

「いや！　えっと、その…………あんたがそんなにあたしと行きたいって言うなら、行ってあげてもいいけど！」

　と思ったらいつもの感じに戻った。慌あわてて自分のセリフを訂正する音無さんである。そして僕は僕で、さっきの自分のセリフを思いだして恥ずかしくなる。

「いやいや！　僕だけじゃなくて、愛あ好ことか、霜しも月つきさんだって音おと無なしさんと行きたいなって思ってるだろうし！」

「いやいやいや！　勘かん違ちがいしないでね？　べつに、あんたに誘さそってもらったのが嫌いやってわけじゃないんだけど」

「いやいやいやいや！　そこはべつに気にしてないけども！」

　二人して「いや！」「いやいや！」と繰り返す。なにをやってるんだ僕たちは。単に、夏休みだし遊びに行きませんか？　というお話をしているだけなのに。

　なににたいしてか分からない言い訳を散々言い合って、ようやく落ち着く。

「まあ…………することもないし、せっかく誘ってもらってたからね。行こっかな」

「あ、そっか。うん…………いいんじゃないかな」

　それにしてもめずらしい。いつもは仕事第一の音無さんのセリフとは思えない。「することもないし」って、そんなわけないでしょ。仕事を入れようと思ったら、いくらでも入れられると思うんだけど。

「じゃあ、愛好に訊きいてみるわ」

「うん。よろしく」

　訊くもなにも、答えは一個しかないと思うけどね。

　見た感じはいつも通りの音無さん。元気で、僕にたいしてはちょっとだけ意地の悪い音無さん。でも、本心は見えない。今回のことを、彼女はどう考えて、どうとらえているのだろう。なんとも思っていない、ってことはさすがにないだろうけど。

　音無さん、強いからな。もう割り切ってるのかもしれない。考えてもしょうがないことだし、だったらぱーっと気晴らしに旅行にでも行くかって、本当にそういうことなのかもしれない。

　音無さんにスケジュールの空あいた日を教えてもらいながら、そう思った。




　そんなこんなで降って湧わいたイベント。

　僕は音無さんと一緒に、二泊三日の旅行へ出かけることになったのである。
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　無事にインターンシップを乗り越えた夏の日。

　まだレポートは書いてないけど、正直それどころじゃない。色々なことを忘れないうちに書いてしまったほうがいいんだろうけど、どうにも考えがまとまらない。頭の中が全部べつのことで埋まってしまっているのだ。

　僕の頭の中を占領する出来事。この夏の一大イベント。

　それは、そう！　これから出発する旅行！

　いやー、旅行なんて何年ぶりだろう。

　そもそも、妹以外で歳としの近い女の子との旅行は初めての僕である。妹との旅行だって、家族旅行だ。妹と二人きりで行ったわけじゃあない。なんで妹なんかと二人っきりで行かなくちゃいけないんだよ。あー、いかん。自分で自分にツッコミを入れ始めた。テンションが上がっている証拠だ。

　僕のこの変なテンションの原因は色々ある。

　まずは旅行。これは素直に楽しみ。出で不ぶ精しようの僕だけど、いざ行くとなったらやっぱり楽しくなっちゃうもんさ。

　次に、メンバー。

　もうね、たまらんのよ。あの音おと無なしさんと二泊三日。それだけで素晴らしいというのにさ、なんと！　なんとなんと！

　しぐれさんまで一緒に行くことになったのだ!!

　ダメもとで誘さそってみて良かった。勇気を出して良かった。ときには冒険って必要だね。チャレンジ精神って、人に夢を見させてくれるよね！

　しぐれさんはしぐれさんで、なかなか仕事的にタイトなスケジュールだったみたいなんだけど、無理をして空あけてくれたらしい。感謝感激です。

　そんなわけで、体温が上がっちゃうくらいにテンションの高い僕である。

　いやー、しかし、やっぱり夏っていいね。こうでなくっちゃ。暑いとかだるいとか文句ばっかり言ってちゃダメだわ。堪たん能のうしないと。

　なんてことをクーラーの効いた自室で考える。…………うん、まあ、暑いもんは暑いし。火もまた涼しなんて達人の領域だろ。凡人の僕にはとうてい辿たどり着くことのできない高みだ。辿り着かなくてもいいような気もするし。

　はっ、一人でニヤニヤしてる場合じゃないな。

　もうすぐ霜しも月つきさんが迎えに来てくれる時間だ。持ち物の最終チェックでもしておくか。もう何回最終チェックを繰り返したか分からないけど、いてもたってもいられないのだから仕方がない。

　二泊三日分の着替えが入ったカバンを開けて中を確認する。

　と、いきなり部屋のドアが勢いよく開いた。

「兄さん準備できたー？　あ、コンコン」

「ノックをしろよ！」

「したじゃーん」

「部屋に入ってから口で言ったよな!?　それじゃあ意味がないんだよ！」

「ぶー。分かったよ。じゃあやり直す」

「もういいよ！　一連の行動をいまさらやり直す意味はもうないから」

「っていうかおかしくない？　もう十年以上同じ家に住んで、ノックもなしに突撃してるのに、一回も変なことしてる現場に出くわさないんだけど」

「どういう文句だよ。狙ねらってやってたのかよ。あと、もし現場に出くわしたらおまえはどうするつもりだよ」

「うーん、慌あわてて写しやメを撮る、かな」

「めちゃくちゃ冷静な行動じゃねえか！」

　部屋に入ってくるなり僕をからかって楽しんでいるのは妹の愛あ好こである。小鼻にひっかけたアンダーリムのメガネは主にファッションのひとつとして身につけているらしい。

　どうなんだろうね。メガネっ娘この需要はたしかにあると思うよ。でも、それは二次元の場合だ。現実でも好きな人は多いのかな。

　よく、実際に妹がいると二次元の妹キャラに萌もえられないって言うけど、僕はその口だ。同時に、その妹がメガネなんてかけちゃってるから、メガネっ娘にもとくに興味をそそられない。

　すべて愛好のせいだ。

　おまえが妹でメガネでお嬢さま学校に通っているから、僕は夢も希望も持てないんだ！　なんでそんなに無む駄だに萌え要素を兼ね備えてるんだよおまえは！　なんかラノベのタイトルみたいになっちゃったじゃないか。『おまえが妹でメガネでお嬢さま』。ちょっと内容気になるし。

「兄さんテンション高いね」

「え？　そう？」

「うん、なんかいつものツッコミより舌が回ってる感じ」

　そ、そうかな。

「ま、気持ちは分からなくもないけどねー」

　中学生のお嬢ちゃんに高校生男子の気持ちなんて分かってたまるか。分かられてたまるか。そこは分かっても気づかないフリでお願いしますよ。ああそうですよ、すげー楽しみですよ。

　そりゃそうでしょ。あの音おと無なしさんやしぐれさんと旅行って。テンション上がらないほうがおかしいってもんよ。

　しかし、あんまりはしゃぎすぎるのもみっともないので、なるたけ平静を装よそおうことにしよう。

　…………よし、少し冷静になるぞ。

　落ち着いてよく考えてみろ。そうは言ってもただの旅行だぜ？　女の子がいっぱいいて、男は僕一人ってだけだぜ？　メンバーに大人気声優の音おと無なしさんとしぐれさんがいるってだけ、だけ…………だけ…………うああああ。ダメだ、意識しすぎるとダメだ。あんまり考えないようにしようっと。

　僕の葛かつ藤とうをよそに、愛あ好こはとてとてと歩いてきてベッドに腰掛けた。

「そんなことより、準備できたー？　そろそろこはるん迎えに来るよ」

「現在最終確認中！」

「手伝ってあげるよ」

「いいよ、自分でやるから」

「手伝ってあげるって。ほら、自分のことってなかなか自分自身では気づかないもんじゃん」

「うーん」

　たしかにね。どっかの作家さん…………まあ、『ぼいる・しゃるるの法ほう則そく』の与よ太た与よ作さく先生が言ってたんだけど、誤字脱字って自分では発見しづらいんだって。どんなにチェックしても、なかなかなくならないんだって。勘かん弁べんしてほしいんだって。じゃあどうすれば誤植ってなくなるんでしょうね？　って尋たずねたら、校こう閲えつさんにお金を払う、って答えが返ってきたし。それはそれでどうなんだ。

「ってことで、ハブラシ持った？」

　まずそこからかよ。

「当たり前だろ」

「バスタオル持った？」

「完かん璧ぺきだよ」

「じゃあそれ、いらないから」

「なんで!?」

「ん？　アメニティグッズは全部用意してくれてるんだって」

「先にそれを言えよ！」

　あれ？　今日きようこれから行くのって、霜しも月つきさん家ちの別荘なんだよね？　たしかに霜月さんのお父さんが経営してるムーンフロストカンパニーは、世界中であらゆる事業を手がけていて、ホテルもいくつか持ってるらしいけど、今回はそのホテルに泊まるわけではないんだよね。

　まあ、用意してくれているならお言葉に甘えるか。荷物は少ないにこしたことはないしね。

　ハブラシ、ハミガキ粉、バスタオルなどをバッグから取りだす。すると、さらに愛好からのチェックが入る。

「着替え持った？」

「はいはい、持ったよ」

　当たり前だろう。

「パンツ持った？」

「もちろん持ったさ」

「オムツ持った？」

「持ってるに決まって────ないだろ！　僕高校生だけど!?」

「うん、だからプレイに必要かなって思って」

「まずプレイをしないから！」

「エロ本持った？」

「いる!?　二泊三日の旅行にエロ本必要!?」

「だって女の子四人とひとつ屋根の下だよ？　定期的に発散せずに、我慢できるの？」

「我慢するとか、それ以前の問題だろ？」

　どんだけ僕ケダモノなんだよ。

「そっか…………。まあ、我慢できなくなったら言ってね。できる限り協力するから」

「オッケー。絶対、なにがあっても、間違いなく、おまえには相談しないわ」

「兄さんのために言ってるのにー」

「僕のためを思ってくれてるなら、まずはその中学生らしからぬ言動をどうにかしてくれ」

「中学生が言うからギャップが生まれていいんじゃーん」

　このご時世、世間の目が厳しいんだって…………。

　なんてことを言っていたら、家のインターホンが来客を告げる。待ってましたとばかりに立ち上がる愛あ好こ。おまえもテンション上がってんじゃん。ま、こっちのほうが高いけどね。なにを張り合ってるんだ、僕は。

「こはるん来たかも」

「だあああ！　もう！　おまえのせいで最後のチェックが全然できなかったわ」

　なーんて、最終チェックなんてもう何回もしてるから大だい丈じよう夫ぶなんだけど。今日きようは愛好のノリに乗ってやることにした。

「ほら兄さん、行くよ」

「へいへい」

　少し荷物は減ったものの、肩にかけるとそれなりの重みを感じた。

　そんなに重い物なんて…………思い当たるのは二泊三日分の衣類くらいか。普段身につけていると分からないけど、服って結構重いんだね。

　廊下に出ると愛好のカバンが置いてあった。明らかに僕の物より大きいサイズのカバンである。こんなんでも女だからね。荷物が多くなるのはしょうがないか。

　で、当然愛好はそのカバンに手を伸ばすわけだが。

　ぴた、とその動きが止まる。

「兄さん、持ってー」

「なんで僕が」

「まあまあ、騙だまされたと思って」

「は？」

「よろしくー」

「あっ、ちょっ、待てって」

　なんなんだよ、ちくしょう。どうせ自分が楽したいだけだろ。

　両肩にカバンをかけて階段を下りる。

　さすがにカバンふたつは重たいな。重たいし、足もとがよく見えない。足をすべらせないようにゆっくりと階段を下りていくと、玄関に豪ごう華かな御三人の姿が。

「おはようございます」

　ちょこんと頭を下げて丁てい寧ねいなあいさつをしてくれるのはしぐれさん。この暑い中ゴスロリですか。さすがですね。揺ゆるぎない信念を感じます。

「おはようございますなのですよ」

　スローなしぐれさんと対照的に、元気よくぺこっとあいさつをしてくれたのは霜しも月つきさんだ。一般家庭で育った僕には、彼女の着ている服なんてどこにでも売ってる普通の服に見えるわけなんだけど、きっとべらぼうに高いんだろうな。

　そして────。

「愛あ好こちゃんおはよー」
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　そもそも僕にあいさつをしてくれないのが音おと無なしさんである。

「あんたずいぶん荷物多いわね」

　なのに文句は言うのである。

「ひとつは愛あ好このだから」

　見りゃ分かるだろうよ。

「なに？　いいお兄ちゃんアピールしてるわけ？」

　ああ、見て分かったからそういうこと言うわけね。

　って、そうか、愛好が僕にカバンを持たせた意味ってそういうことか。残念ながら、音無さんには効果がなかったようだよ。…………待てよ。逆に、音無さんにイジられる僕を見ようって魂こん胆たんだったのか？　どっちなんだよ愛好！

「音無さん、人の厚意をからかわないでもらえます？」

「そうよね。兄きよう妹だいとはいえ、本気の好意をからかうのは良くないわよね。ごめんなさい」

「その好意じゃねえよ！」

「愛好ちゃん、お兄ちゃんが好意を寄せてくれてるって」

「心と身体からだの準備はできてます」

「どういう事態に備えてんだよ！　必要ねぇからその準備!!　ほら、こんなとこでくっちゃべってる時間ないでしょ、さっさと行こうよ」

　今日きようはこれから飛行機なんでしょ？　いつまでも玄関でおしゃべりしてて飛行機に乗り遅れたら大変だし。あと、カバン重いし。

「兄さん、焦あせらなくても大だい丈じよう夫ぶだよ」

「なにが」

「飛行機、こはるんのだし」

　あー出た。そういうことか。さすが金持ち。自家用の飛行機があるわけね。そりゃあ、時間に融ゆう通ずうも利きくわ。

「というわけで、しゅっぱーつ」

　身軽な愛好が我先にと玄関を出ていく。いてもたってもいられないって感じだな。

　開けられた玄関のドアの向こうに例の高級車が停とまっている。キャラクターのイラストがプリントされた、痛いた車しやってやつだ。

　ふむ、前回乗った車とイラストが違うな。前は音無さんが演じたキャラクターだけにしたって言ってたけど、今日のはしぐれさんの演じたキャラのイラストも描えがかれている。

　まさか、今日のためだけに塗り直したのだろうか。それとも、以前乗った車とは別の物なのだろうか。いや、驚おどろかない。驚かないぞ。こんなことで驚いてたら、この旅の間ずっと驚き続けることになる。そういうものなんだ、と思うことにする。

　愛好に続いて音無さんも出ていった。彼女やしぐれさんも荷物を持っていないところを見ると、すでに車に積んでしまっているのかな。

「お兄さん、荷物はこちらで預かるのですよ」

「あ、大だい丈じよう夫ぶ。車まで持ってくから」

　自分より歳としが下で体も小さい女の子に持ってもらうわけにはいかないでしょ。

「では、アンダーソンに渡しておいてくださいなのです」

「アンダーソン!?」

　それって、玄関を出てすぐ横のところに立ってる見事なひげをたくわえた執しつ事じ服ふくのおじいさんのことでしょうか。どっからどう見ても日本人なんだけど。

　僕の視線に気づいたのか、アンダーソンなる人物が深々と一礼。

「ご旅行中、身の回りのお世話を務めさせていただきます、アンダーソン……またの名を下しも村むらと申します」

「は、はあ…………よろしくお願いします」

　ん？

　下……村…………。アンダー、村そん。そういうことか。

　っていうか、いまこの人「アンダーソン……またの名を下村」って言ったか？　普通逆じゃね？　「下村、またの名をアンダーソン」が一般的じゃね？

「良りよう人とさま、お手伝いいたしましょうか」

「本当に、これくらい平気ですから」

　脱力していたら、しぐれさんに気を遣つかわれてしまった。でも、本当に本当に大丈夫。ふたつも肩にかけてるから大変そうに見えるけど、実際そこまで重くないし。という、やせ我慢。

「そういえば、今日きようは流りゆう星せいさんは？」

　玄関を出ながらしぐれさんに尋たずねてみた。

「はい。それが…………当初はすごく行きたがっていたのですが、飛行機に乗ることを伝えたら急に黙だまってしまって」

　あー、なるほど。流星さんって、たしか高所恐怖症なんだよね。とてもじゃないけど飛行機なんて無理か。それに、謹きん慎しん中だからな。さすがに音おと無なしさんと一緒に行動はできないか。

　車に荷物を積み込み、乗り込む。

　ひんやりとエアコンの効いた車内から外を見てみれば、いつもの日常が広がっている。毎日歩く通学路。友達とどうでもいいことを話しながら歩く道。そんな日常をいつもとは違った視点から見ている。ちょっとした非日常の感覚。

　そう、例えるなら、いつも観客として下から見ていたステージを、出演者として上から見るみたいな…………って、こんな例えは誰だれにも共感してもらえないだろうな。

　さて、出発だ！

　と言っても、僕たちは車に乗ってるだけなんだけど。

　ちょっと僕が窓から外を見ているうちに、早くも女の子たちが楽しげな会話を始めている。

「まどかさん、今日きようのお洋服もかわいいですね！」

「ありがとう愛あ好こちゃん。今日のために気合い入れちゃった」

　へー、そうなんだ。いつもと同じような感じがするけど。

「兄さん、ちゃんと見て、ちゃんと褒ほめないとダメだよ？」

「え？　あ、うーん…………」

　音おと無なしさんを見る。ど、どうしよう、いつものラジオ収録のときとの違いが分からない。短めのスカートとか、それ前にも着てなかったっけ？

「愛好ちゃん、あんまり期待しないであげて」

「どういうことだよ！」

　かわいそうな人を見る目、やめてもらえません!?

「どうせファッション用語なんて分からないんでしょ？」

「す、少しくらいなら分かるわ！　…………森もりガールとかでしょ？」

「古い、古いわ」

「じゃあ、いまはなにが流は行やってるのさ」

「山やまガールとか」

　む、初耳。登山するときのファッションってことかな。

「家いえガールとか」

「ただの部屋着じゃね!?　それはそれでかわいいとは思うけど！」

　本当に流行ってんの？　それ。

「エレベーターガールとか」

「それは絶対違うでしょ！」

　さすがに分かるわ。バカにしすぎですよ、音無さん。…………あれ、このやりとり、なんかいつものパターン？

「佐さ賀がール、滋し賀がール」

「それただ佐賀県と滋賀県に住んでる女の子のことですよねえ!?」

「肉にくじゃガールとかは？」

「なにそれ!?」

「意中の相手を肉じゃがでゲットする女の子のことよ」

「もうファッション用語じゃなくなってるし！」

「実際どうなの？　やっぱり女の子が肉じゃが作ってくれたら嬉うれしいの？」

「そりゃ、まあ…………」

　肉じゃがに限らず、女の子の手料理ってだけで僕は嬉しいけどね！

「男って単純だよね、あんな簡単な料理でさ」

「なんでやさぐれてんですか」

「やさぐレディってどう？」

「なんか暗い！　もっと明るい女の子がいいです」

「じゃあ、ピン●レディ」

「いる！　すでに実在している!!　っていうかガールですらなくなってることに僕はいま気づいた」

「じゃあ、突き当たりのＴ字路を左に曲まガール」

「いつまでたっても目的地に着けないわ！　このトークと一緒だよ。もういいわ！」

　なんだって朝っぱらから音おと無なしさんといつものやりとりをしなくちゃいけないのさ。しかもここ車の中だよ。ラジオ録とってるんじゃないんだからさ。

　音無さんも旅行でテンション上がってるのかな。

「わーわー」

　と愛あ好こが拍手。

　目をキラキラさせている霜しも月つきさん。

　顔を真まっ赤かにして笑うしぐれさん。

　…………まあ、みんなに喜んでもらえたのなら、それでいいんだけど。

　霜月さんは音無さんのファンだし、少しでも旅行のお礼をってことなのかも。音無さんもせっかくの休みにサービス精神旺おう盛せいだなぁ。




　移動手段は順番に車、飛行機、車、とのこと。

　常つね村むら家を出発し、国道を堂々と高級痛いた車しやで走り、まず到着したのは小さな空港だった。

　普段は東京のはるか南に位置する島々との往復便を発着させている空港なのだが、そこの一部を借りて霜月家のプライベートで使わせてもらっているらしい。

　いや、簡単に説明されたけど、小さいながらも空港である。そこを借りるって、一体どれだけの金額がかかるのだろうか。

「すごいね、兄さん」

「ああ、もう意味が分からないな」

　庶しよ民みんの常村兄きよう妹だいはただただ啞あ然ぜんである。

　もちろん、音無さんも相当驚おどろいている様子。しぐれさんはいつもと同じ微ほほ笑えみなので、いまいち感情が読み取りにくい。天あま乃の川がわ家って、父親も母親もそれなりに人気のある声優さんなので、そこそこ金持ちなんじゃないかな、と思う。…………思うけど、霜月家はちょっとスケールが違いすぎるよな。

「こはるん！　専属のスッチーいないの？　スッチー！」

「おい愛好、いまは客室乗務員、もしくはＣＡって言わないといけないんだぞ」

「スッチーのほうが響ひびきいいじゃん！」

「中学生の女の子がオヤジみたいなこと言うなよ」

「スッチーと空でいちゃいちゃするから、飛行機のことを英語でエアプレイって言うんでしょ？」

「中学生の女の子がオヤジギャグ言うなよ！」

　正確にはエアプレインだからね？

「あ、でもさ、エアプレイって別の意味で考えるとなんか空むなしいね」

「う…………空だけにな」

「高校生の男の子がオヤジみたいなこと言うな…………兄さんならいいか」

「そこ納なつ得とくしないでくれる!?」

　思わずこんなどうしようもない会話をしてしまうくらいだった。

　とにかく、その空港で待っていたのは、やはり車と同じくボディにキャラクターのイラストが描かかれた飛行機だった。

　さすがにもう驚おどろかないさ。そうだろうな、とは予想してたし。愛あ好こも同じだっただろう。音おと無なしさんやしぐれさんは「嬉うれしい」とか「ありがとう」とか言ってたけど、本心かな？　どうなんだろうね。恥ずかしくないのかな。

　ちなみに僕は、この時点で目的地を知らされていなかった。なので、ああ、これから島にでも行くのかな、と考えていた。先日、めでたく世界遺産に登録された小お笠がさ原わら諸島とかに別荘を持ってるのかなって。やっぱ霜しも月つき家はすごいな、とか思っていた。

　すごいと言えば飛行機も相当なもので、とにかく快適すぎた。僕が以前に乗ったことのあるような、足を伸ばすスペースもない、座席がひたすら並んでいる旅客機ではない。テレビで見たことのあるビジネスクラスだとか、ファーストクラスだとか、そういう次元を超えている。自家用機だからこそできる快適空間なのだろう。

　こんな機会滅めつ多たにないだろうから堪たん能のうしなくちゃ損だと思い、これでもかとリラックスした。いや、リラックスしすぎた。前日ほとんど眠れなかったせいか、僕は飛行機の中で熟睡してしまったのである。

　ほら、あれだよ。車とかと同じでさ、心地よい揺ゆれのせいだよ。

　でも、かなり寝たのに目が覚めてもまだ目的地に着いていなくて、日本は広いなぁ、なんて考えていた。

　ようやく着陸した空港は出発した場所と似た雰ふん囲い気きがあって、こぢんまりとしていた。しかし、風景を楽しむ時間もなく、ただ促うながされるままに再び高級車に乗り込む。

　さすがに、ここで乗った車は普通の車だった。

　いや、痛いた車しやじゃなければ普通なのかと言われれば、全然そんなことはない。庶しよ民みんの僕が日常生活をしていても、まず見かけることがない高級車だからね。こういう車って、銀ぎん座ざとか六ろつ本ぽん木ぎとか歩いてれば遭そう遇ぐうするのかな。歩いたことないから分からないや。

　車を走らせること数十分。窓の外には鬱うつ蒼そうとした森が広がっている。というか、木と草しかない。人の気配もないので、対向車なんて来るはずもない。むしろ獣けものの気配がする。これが世界遺産なのか。

「もうすぐ着くのですよ」

　えっと、霜しも月つきさん。もうすぐと言われましても、この辺りとても人が住んでいるように見えないんですけど。

「ここってぜーんぶ、こはるん家ちの土地なんだよね」

「はいなのですよ」

　なるほどね。納なつ得とくしたわ。人の気配がないのには納得したわ。ぜーんぶってどこからどこまでなんだろうね、ははは。

　さらに少し走ると、一気に視界が開けた。視界を遮さえぎるように所狭しと生えていた木々がなくなり、大きな湖が現れたのだ。

「おー」

　思わず声が漏もれた。霜月さん以外の人も同じように、それぞれがそれぞれの感動を口にしていた。

「幸こ春はるたちが泊まるのはあそこなのですよ」

　霜月さんが指をさす先を見てみれば、ログハウスが二軒、湖のほとりにぽつんぽつんと建っていた。まさに別荘って感じだわ。

　車はログハウスへ向けて湖のほとりを走る。

　そんな中、木々に視界が遮られることがなくなって、僕はやっと気づいた。

　遠くのほうに、かすかに見える山並み。どう見ても島のスケールじゃない。というか、日本の景色じゃない気がする。雄大すぎるだろ。どこなんだここは。

　自慢じゃないけど、僕はパスポートなんて持っていない。ここがもし日本ではないとしたら、問題なんじゃないだろうか。常つね村むら家を出発してから、誰だれもパスポートとか出してないもんな。出国手続きや入国手続きもしてないし。

　そもそも、飛行機に乗る前に金属探知ゲートすらくぐっていない。まあそれに関しては、自家用機ってことで問題ないか。乗ってるのは知ってる人だけだし。お金持ちってすごいな、って思うだけだ。

　でもさ、パスポートとかって、どうやっても金の力だけではどうにもならないような気がするんだよね。

　尋たずねてみようか。

「えっと…………霜月さん」

「はいなのです」

「ここは…………どこ？」

「ここ？　霜しも月つき家の別荘なのですよ」

「いや、うん。それは分かってるんだけど、場所というか、地域というか…………」

　ダメだ。霜月さん、首を傾かしげてしまった。単刀直入にいくか。

「日本じゃないよね」

「はいなのです」

　すげーあっさりなんだけど。飛行機に乗ってた時間から考えて、なんとなく予想はしてたけど、まさか本当にそうだったとは。

「じゃあ、ここはどこなんだろう」

「さあ…………」

「さあって！」

　やべ、ツッコんじゃった。でも、しょうがなくね？　いまのは誰だれだってツッコむでしょ。

「いつも、おうちの飛行機で来てしまっているので、あまり意識したことがなくて…………」

　海外旅行するのにどこの国なのか分からないってどういうことよ。ちょっと近場に行くような感覚で海外に来ちゃってるってことかい。

「まあ、そんなことはどうでもいいのですよ！」

　本当に!?　いいのかな…………。

「郷ごうにインしてゴーイングなのですよ」

　なるほどね、よく分からん。

　もういいや。アンダーソンさんに尋たずねれば教えてもらえるだろうけど、あえて訊きかないことにする。なんか恐こわいもん。知らぬが仏。とりあえず、いまはこの旅行を満喫するんだ。で、無事日本に帰ってから僕たちがどこに行ってたのか改めて質問してみようっと。

　なんて思っていたらどうやら目的地に到着したらしい。

　ここでも我先にと車を飛びだすのは我が妹の愛あ好こ。それを追いかける霜月さんと音おと無なしさん。残ったしぐれさんに「先どうぞ」と促うながすと「ありがとうございます」と車を出ていった。

　最後に車を降りた僕は、外に出てみてまず驚おどろいた。涼しい。ただ涼しいだけでなく、湿気もほどよい感じ。いわゆる不快指数ってものが低いのだろう。なんとも居心地のいい空間である。

　緩ゆるい風が吹いて湖面に波が立つ。木々の葉が擦こすれる音と波の音が重なる。人工物が発する音はなにもない。完全なる自然の音だ。

「すっごーい！」

　音無さんのセリフに同意。こりゃすごいや。すごいところだわ。

　水みず際ぎわまで歩いていって、深呼吸。都会にはない清涼な空気を胸いっぱいに吸い込んだ。ゆっくりと周囲を見てみれば、少し行ったところに桟さん橋ばしを発見。ボートが何艘そうか浮いている。手漕こぎ、足漕ぎ、種類は様々。乗れるのかな。

　ぼんやり見ていると、僕の視線に気づいたのか霜しも月つきさんが説明を始めてくれた。

「水は冷たいので泳ぐことはできないと思いますが、釣つりはできるのですよ。他ほかに釣り人さんもいないので、大物が入れ食いで釣れると思うのですよ」

「へー、なにが釣れるんですか？」

「えっと…………たしかタクシーが」

「タクシー!?　大物すぎんでしょ！」

　マグロを釣り上げるクレーンみたいなのに吊つるされたタクシーの姿を想像する。どう見たって事故現場だろ。誰だれがどう見たって釣りをしているとは思わないだろ。

「あれ？　えっと、なんでしたっけ」

「バス……ですかね？」

「あっ、それです、それなのです！」

　良かった。人の力で釣り上げられる物で良かった。

「道具はこちらで用意しますので、あとでみんなで釣りでもするのですよ」

「こはるん！　それよりお風呂は!?」

「あ、はい。ではこちらへ」

　霜月さんに案内されて、二軒あるログハウスのうちのひとつへ。

「こちらが今日きよう皆さんに泊まってもらうおうちなのですよ。あちらにあるのは、メイドさんや執しつ事じさん用です」

　あっちは使用人用ってことか。なるほどね、それで二軒あるのか。いちいちすごいや。

「建物の裏に露ろ天てん風呂があるのですよ。残念ながら温泉ではありませんが、景色はばっちりなのできっと気持ちいいと思うのですよ」

　へー、そりゃいい。

「やったー。ね、ね、まずはお風呂にしません？」

　愛あ好こが音おと無なしさんの手を取ってはしゃいでいる。たしかに長旅で疲れたしね。温泉じゃないとはいえ、きっとすっごく広いんだろう。足を伸ばして入れるお風呂って、めちゃくちゃ気持ちいいんだよな。移動中はずっと座りっぱなしだったし、お湯に浸つかりながらぐーっと伸びをしたら最高だろう。

「そうね、そうしようか」

　音無さんも同意してくれたみたいだし、まずはひとっ風呂といこうか。なんて思っていたら、霜月さんが僕に頭を下げる。

「あの…………すみません、露天風呂はひとつしかないのですよ」

「はあ」

　まあ、そういくつも必要な物でもないよな。基本、家族や友人、親しん戚せきで利用するわけだし。

　え!?　ちょっと待て。分かった、分かったぞ。そういうことか！

　もしかして、男湯と女湯がないってこと!?

　ってことは、混浴!?　男と女がひとつの湯船で!?

「なので、交代制でお願いしたいと…………」

　ですよねー。分かってましたとも。がっかりしつつも、内心ほっとした。

「はい。もちろんいいですよ」

「よっしゃ、んじゃー女子が先でいいよね、兄さん！」

「どうぞどうぞ」

　まあ、そうなるわな。

「ずいぶんあっさり引き下がるわね」

　と思ったら音おと無なしさん、なんですかその疑うような目は。本当にそう思っただけなんだけど。あ、分かった。どうせあのセリフを言うんでしょ？　さすがの僕だって予想つくわ。

「覗のぞいたらただじゃ済まさないからね？」

「言うと思ったよ！　そんなことするわけないだろ!?」

「良りよう人とさまさえ良ければ、わたくしはご一緒しても構いませ────」

「しぐれは黙だまってなさい！」

　反応、早っ。

「まどか……。そんなに怒ってばかりいては、せっかくの旅行が楽しめませんわよ？」

「こいつが変なことさえしなければ怒ることもないんだけどね」

　してないじゃん、変なことなんて！　勝手に僕の行動を邪じや推すいして怒ってるだけじゃん。

「良人さまに見に来ていただけるかもしれないなんて、胸が躍るではありませんか。…………あ、申し訳ありません」

「なんで謝った！　いま、なんであたしに向かって謝罪の言葉を吐いたわけ!?」

「躍るほどあったかな？　と」

「普通にあるって言ってんでしょ！　平均くらい…………平均よりちょっと下くらいは!!　っていうか視線を上げなさい！　人と話をするときは相手の目を見なさいよおおおおおお」

　地じ団だん駄だを踏ふみ始めた音無さん。が、すぐにぴたりと動きを止める。

「そういえば、しぐれとお風呂に入るなんて初めてよね？　ならとくと見るがいいわ。あたしだって普通にはあるってことをね！」

　音無さんはのしのしとログハウスへと入っていってしまった。

「では良人さま、お先に失礼いたしますね」

　む、そうか。しぐれさんがうまく音無さんの気を紛まぎらわしてくれたのか。助かりました。ただ、もうちょっとうまい気の逸そらしかたもあったような気がしますよ。

「よーっし、こはるん行こっ！」

「は、はいなのですよ」

　愛あ好こに手を引っ張られ、ログハウスの玄関までとてとてと歩いて行った霜しも月つきさんが振り返る。

「二階の部屋が寝室になっているので、ご自由にどうぞなのですよ！　荷物は、部屋が決まったあとで執しつ事じさんたちに運んでもらうので！」

「ほら、こはるん早く！」

「わっわっ」

　あ、段差に躓つまずいた。おい愛好、あんまり強く引っ張ってやるなって。

　にぎやかな女子集団が去ってしまうと、場は一気に静まりかえる。車のほうを見ると、執事のアンダーソンさんが荷物を下ろしていた。

　することもないので「手伝いましょうか？」と申しでてみたが、「結構です。ごゆっくりなさっていてください」とのこと。

　うーむ、手持ち無ぶ沙さ汰たである。というか、働いている人を目の前にしてゆっくりなんてできそうにない。こういうところが庶しよ民みんの感覚なんだろうな。お金持ちの人からしてみれば、お金を払ってるんだから、それが執事の仕事なんだから当然、くらいに考えられるのかもしれないけど、僕には無理だ。

　霜月さんに言われた通り部屋を見に行こうかな、なんて思っていたら、一台のトラックが到着した。

　執事服の男性たちが荷物を下ろしていく。野菜やお米のイラストが描かかれた段ボール箱が次々と運ばれていく。日本から持ってきた食材かな。僕たちだけで五人。そこへ執しつ事じさんやメイドさんの分も合わせたら、二泊三日とはいえそれなりの量になるんだな。
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　ん？　なんか大きな灰色の筒が運ばれていく。次いで、足ヒレや水に潜もぐるときに着るようなスーツが。

「ダイビングできるんですか？」

　やるには免許とか必要だったはず。インストラクターさんと一緒なら、無免許でもある程度までは大だい丈じよう夫ぶなんだっけ？　それとも、実は僕以外のみんなは免許持ってるとか？

　アンダーソンさんは、荷下ろしの手を止めて答えてくれた。

「あちらは釣つり具でございます」

　は？　どう見たってスキューバの道具でしょ。

「あちらは釣り具でございます」

　二回言われてしまった。

「すべては幸こ春はるお嬢さまに楽しんでいただくためでございます」

　あ、なるほどね。ヤラセってことですか。水の中でスタンバイしておいて、針に魚をくっつけるっていうアレね。

「そのためならば、わたくしめはどんなことでもする覚悟と用意がございます」

「覚悟と用意？」

「はい。来きたるべき日のために、あらゆる資格を取得し、万事に備えております」

「は、はあ…………すごいですね」

「すべては幸春お嬢さまのためでございます」

　さっきはお金でどうこうって思ったけど、アンダーソンさんと霜しも月つき家との間にはそれ以上の絆きずながあるんだな。

「ご友人とのご旅行、幸春お嬢さまはとても楽しみになさっておられました。なれば、最高の思い出作りを演出するのが我々の仕事！　それが────」

　アンダーソンさんの言葉に、その場にいた執事さん、メイドさんが整列を始めた！

「霜月家使用人一同の誇り！」

「…………………………………………」

　やべ、開いた口が塞ふさがらない。この人たち、マジだ。ちょっと恐こわいくらいにマジだ。

「常つね村むら良りよう人とさま！」

「は、はい！」

　びっくりした！　いきなり名前を呼ぶんだもん。

「くれぐれも、幸春お嬢さまに良からぬことをお教えにならないようにお願いしますぞ。とくに、異性にたいしての好奇心は旺おう盛せいな時期でもありますので」

「は、はあ…………」

　それなら僕に言うより愛あ好こに言ったほうがいいと思いますよ。

　僕はべつに、純真無む垢くなお嬢さまの心と身体からだにあんなことやこんなことを教え込もうだなんてそんな…………。

「常つね村むらさま！」

「はっ！　いや、そんなこと考えてませんから！」

「本当でしょうな？」

　ギラリ、とモノクルの奥で輝く瞳ひとみが恐こわい。この人、実はめっちゃ恐い。

「もちろんですよ！　そんなことするわけないじゃないですか！　え、えっと……じゃ、じゃあ僕は部屋見てきますね！」

　皆さんのお仕事を邪じや魔ましちゃいけないしね！　逃げるわけじゃないですよ、はい。それにほら、普通に部屋がどんなのか興味あるし。

　整列する執しつ事じさん、メイドさんたちに見送られながら、家の中へと入った。

　木造二階建てのログハウスは、まるで映画のセットにでも使われているような雰ふん囲い気きを持っていた。たいていこういう場所で殺人事件が起きたり、正体不明の殺人鬼や怪現象に恐怖したりするのだ。

　ま、映画の世界ではそうだけど、ここは現実だしね。そんなホラーやサスペンスな出来事なんて起こるわけがない。むしろ、すごくきれいに手入れをされているらしく人の温ぬくもりを感じる。そんな空間だ。

　リビングにはふかふかのソファと最新式の薄うす型がた巨大テレビ。ここ別荘だよね？　どんだけ金かけてんだよ。キッチンも対面式のシステムキッチンだし、奥には広い和室まであった。ログハウスと和室って違和感バリバリだね。でも、少しだけ気が安らいだ。青々とした畳たたみのイ草ぐさの匂においに、旅立ってからしばらく遠ざかっていた『和』を感じられたからかもしれない。

　リビングに戻ってきて上を見ると、天井まで吹き抜けになっていて、大きなプロペラがぐるんぐるん大回転中。

　二階が寝室と霜しも月つきさんは言ってたっけ。

　一階からでも部屋の扉が見えるような造りになっている。見える範囲で、部屋の数はみっつ。一部屋に二人ずつで、僕だけ一人って感じかな。

　よし、じゃあせっかくだし先に選ばせてもらおうっと。

　階段を上り二階へ。一階からは見えない位置に、もうひとつ扉があったので開けてみたら、トイレだった。なるほどね、二階にもトイレがあるのね。あと、扉を開けたら自動でトイレのふたも開いてちょっとびっくりした。庶しよ民みん舐なめるな。こんなちょっとのことで驚おどろくんだぞ。安上がりでいいだろ。

　一階から見た通り、寝室は三部屋のようだ。順番に中を覗のぞいてみると、基本的な造りはどの部屋も一緒。ベッドの配置や窓からの景色が少し違うだけだった。

　ただ、ひとつ驚おどろいたのは、部屋の中にもユニットバスがあったのだ。一階にも二階にもトイレがあるのに、個室にもトイレが付いたユニットバスだ。どんだけ水回りがしっかりしてるんだよ。

　っていうかさ、なにこれ。もうホテルじゃん。別荘ってレベルじゃないじゃん。住めるじゃん。お金のない若手芸人とかだったら、この部屋だけで生活できちゃうじゃん、ってレベルだ。

　愛あ好この言っていた通りアメニティグッズもそろってるし。

　あー、どうしよ。もう僕もここで汗だけ流しちゃおうかな。露ろ天てん風呂はいつだって入れるわけだし。とくにすることもないこの時間、有効利用するにはちょうどいいかもしれないな。

　タオルとかも全部用意されてるし、着替えは……あとでもう一回入るし、いまは替えなくていいか。

　よし、そうと決まったらささっとシャワーだけ浴びてしまおう。女性陣が上がってくる前にね。

　僕はみっつある部屋のうち、一番奥の部屋を選んだ。

　服をすべて取っ払い、全ぜん裸らになる。そこで手が止まる。たしかテレビで、海外のシャワーは温度調節が日本の物より上じよう手ずにできないって言ってたな。まさか霜しも月つき家のシャワーがそんなことはないとは思うけど、いきなり浴びる前に一応確認してみよう。

　レバーはふたつあった。

　ひとつは温度を調節する目盛りが付いている。おそらくこっちがシャワーのレバーだろう。当然僕はその目盛りの付いたレバーを操作する。水が出てきた。でもそれは本当に最初だけで、すぐにお湯になった。うん、完かん璧ぺき。さすが霜月家。

　さあ気になるのはもうひとつのレバーだ。これ一体なんのレバーだろう？　シャワーのレバーとは違い、目盛りのような物は付いていない。

　ちょうどいい湯加減のシャワーを浴びながらレバーを見つめる。考えられる可能性としては、外にいる誰だれかを呼ぶ緊きん急きゆう時じ用の連絡ボタン的な？　でもそれだったらわざわざレバーにしないよな。

　…………動かしてみるか？　まさか、自爆装置なんて付いてるわけないしな。霜月さん、アニメとか好きだから、ロボットが出てくる作品に感化されてとか…………ははは、ないよね？

　なんか恐こわいな。いや、冷静に考えたら、そんな変なシステムがあるわけないよな。きっとたいしたことないさ。もし僕の予想通り人を呼ぶ系の物だったら、そのとき謝ればいいし。

　レバーに手を掛ける。

　大だい丈じよう夫ぶだよな？　好奇心は猫ねこを殺すかもしれないけど、人間は大丈夫だよね。

　レバーを握る手に力を込める。

「えいっ」

　最後の後押しは自分の声で。勢いよくレバーを下げた。

「………………………………」

　ん？　一いつ瞬しゆんの静寂のあと、なにやら「うぃーん、うぃーん」と機械の音がする。

「なんの音────だっ!?」

　床がなくなった！　というか、ユニットバスのバスの部分の底が抜けた！

　浴よく槽そうの縁へりを摑つかもうと腕を伸ばすが届かない。

　尻しり餅もちをついたところは傾斜になっていて、まるですべり台のよう。シャワーのお湯のおかげで勢いを増し、僕はどんどんすべり落ちていく。そう、まさにそれはウォータースライダーだ！

「うわ、うわ！　なにこれ!?」

　すべっていた時間はほんの数秒。いや、数秒もなかったかも。

「ぎゃああああ────がぼがぼがぼ」

　ばっしゃーんと激しい音をたてて着水。さぞ大きな水しぶきが立ったことだろう。最初僕は、外の湖まで落ちたのかと予想した。あのレバーは緊きん急きゆう脱出装置だったのかなって。

　でも違う。温かい。ここが湖だったらもっと冷たいはずだ。

「ぶはっ」

　潜もぐるには若じやつ干かん熱いくらいの水中から顔を上げて周囲を確認する。

　白い湯気が立ち込めていてよく見えない。お湯が目に入ってよく見えない。

「あ、あんた…………」

　よく見えないけど、その声が誰だれのものかは分かった。

「お、音おと無なしさん？」

　あれ？　音無さんはみんなと露ろ天てん風呂に行ってるんじゃなかったっけ？

「兄さん、だいたーん」

「お、お兄さん？」

「良りよう人とさま…………ですか？」

　あれあれ？　愛あ好こに霜しも月つきさんにしぐれさん？　皆さんおそろいで？

「みんな、こんなところでなにを…………」

「こっちのセリフよバカぁぁぁ────!!」

　白い湯気を切り裂さいて飛んできたのはミサイルではなく、拳こぶし！

「ぶがぁっ」

　一瞬肌はだ色いろのなにかがすごい近くまでやってきたような気がするけど、そんなことを考えている余裕もなく激痛とともに吹き飛ばされて僕がミサイルっ！

　なんだ？　音無さんに殴なぐられたのか？　大だい丈じよう夫ぶか僕の体。凄すさまじい射出力だったけど。月を通り越して天国まで飛ばされてないよな？

「いたたたた」

　体が動く。良かった。無事か。

　改めて周囲を確認…………あれ？　やっぱここ天国じゃね？

　霜しも月つきさんも、しぐれさんも、音おと無なしさんも裸はだかじゃないですか！　愛あ好こ…………はどうでもいいや。

　なんで？　え？　ここってもしかして露ろ天てん風呂？

「見るなああああああああああああああ」

「ぎゃあっ」

　音無さんの投げた風呂桶おけが僕の顔面を襲おそう。

「ちょ、違う、違うんだ！　僕にもなにがなにやら！」

　くらくらする頭を押さえ、チカチカする視界をなんとか回復させようとしていたら一気に暗転した。目を塞ふさがれたのだ。タオルかなにかで目隠しをされたのかも。

　くそう！　なにも見えない！　すぐ先にパラダイスがあるというのに！

　いや待て。その前に状況の説明をするんだ。

「ぼ、僕はただ…………」

　立ち上がり、僕は悪くないという主張を────。

「「「「きゃああああああああああああ」」」」

　女子四人の悲鳴。今度はなんだよ！

「あんたなに見せてんのよ!!」

「ぎょへあ！」

　また殴なぐられた！　って、そうか、僕全ぜん裸らだった！

　慌あわててその場に座り込む。お湯が僕の体を優やさしく包み込んでくれた。また、見られちゃったね。最近頻ひん繁ぱんに見られちゃってるよね。

「兄さん！　入にゆう湯とう料ならぬ、乳にゆう頭とう料とるよ!?」

「なんだよそれ！　変な言葉を作るな！」

「えと、その……あの…………」

「霜月さん、無理になにか言おうとしなくていいからね？」

「初めて男性の物を拝見しましたわ」

「しぐれさん、もし良かったらタオルかなにかくれません？」

　頭にタオルのような物を被かぶらされた。っていうかきっとタオルだ。よし、とりあえず腰に巻いて大事なところだけは隠そう。

「手も封じたほうが良さそうね」

「ちょっ、音無さん!?　さすがに自分で目隠しを取ったりはしないって！」

「信用できないわ」

「くっ…………」

　手も縛しばられてしまった。視界を奪うばわれ、体の自由も奪われ、一体僕がどんな悪いことをしたっていうのさ！

　すると、暗くら闇やみの中から霜しも月つきさんの声が聞こえてきた。

「お兄さん、もしかしてシャワーの横のレバーをいじってしまったのですか？」

「レバー？　あーうん。いじったけど」

　霜月さんのいるであろう方角を向いてしゃべっていたら、横から声が割り込んできた。

「兄さん！　早くも一人でいじってたの!?」

「レバーをな！」

　この発言、我が恥ずべき愚ぐ妹まいの愛あ好こだな。声で判別するまでもないところが悲しいよ。

「うん、だから兄さんのレバーを」

「え!?　お兄さんの体にはレバーが付いているのですか？」

「霜月さん、そいつの言うことを真に受けちゃダメだ」

「そうだよこはるん。兄さんに限らず、男の人にはみーんなレバーが付いてるんだよ。さっき見たでしょ？」

「さ、さっき…………」

「霜月さん！　レバーっていうのは、つまり肝かん臓ぞうのことだよ！　肝臓を英語でレバーって言うんだよ。ね、ほら。誰だれにだって付いてるでしょ？　僕、最近肝臓の調子が悪くてね。お腹なかの上からさすってたんだ！」

「兄さん、レバーを一人でさすってたんだ…………」

「愛好！　そろそろ黙だまれよ！」

　愛好のいるであろう方向へとお湯を切りながら進む。純真無む垢くなお嬢さまにいらん知識を植え付けようとするなんて、なんとしてでも黙らせねば。

「兄さん。こっち来るのはいいけど、わたしいま裸はだかだよ。一いつ糸し纏まとわぬ姿だよ？」

「う…………ぐっ…………」

「ま、兄きよう妹だいだもんね。わたしが我慢すればいいんだもんね。…………いいよ、来ても」

「くぅぅぅぅ、あとで覚えてろよ！」

　いまだけはお仕置きを諦あきらめるしかない。

　改めて霜月さんがいるであろう方向へ振り返る。ただ、完全に方向感覚を失っているのでどっちがどっちだか分からなくなってきてるけど。

「えっと、そのレバーが原因だったのかな？」

「はい。部屋から直接お風呂へ行けるように、すべり台の仕掛けになっているのですよ」

「どんなからくり屋や敷しきだよここは！」

　忍者でも育てる極秘施設かなんかなのかね!?

「そこはレジャー施設って言ったほうが良くない？」

「その声は音おと無なしさん!?　この状況で冷静なダメ出しありがとう！」

　で、なんだか色々分かってはきたけど、僕はこれからどうすればいいの？　出ていけばいいのかな？　といっても、出入り口がどこだか分からないんだけど。

「ちょっとあんたじっとしてなさい！」

「え？」

「あんたのことだから、どうせ出口まで案内してもらうフリして触るつもりでしょ」

「音無さんの発想力がすごすぎて僕ついていけないよ」

　たしかにラブコメではありがちだけどね？　あれ？　これなんだ？　ふにょん、みたいな。あとは、すべって転んでぽにょん、かな。でも現実ではありえないって。手を引いてもらってたら間違えて触るわけないし、気をつけてればそうそう転ばないって。

　まあ、部屋からすべり台で露ろ天てん風呂直行っていう現実離れした状況にはすでになってるわけだけど。

「いいからあんたはその貧相な体をなるべく見せないように、肩までお湯に浸つかってあたしたちが出るのを待ってなさい」

「えー」

　なんて反抗していると、耳元で聞き慣れた声が。

「兄さん、良かったね」

「いや、湯気とかで全然見えなかったし」

　せめてもっとよく見えていれば…………！

「まどかさんに貧相って言ってもらえて」

「そっちかよ！　どんだけマゾいんだよ僕！」

　思わず近くにいるらしい愛あ好こから離れる。そこへ、またしても音無さんからお叱しかりが飛んでくる。

「ちょっと！　動くなって言ってるでしょ！」

「そうは言ってもね、音無さん！」

「文句言える立場？」

「はい、すいません…………いや、そもそもこれは事故なんだから、僕にだってどうこう言うくらいは」

「うるさい」

「はい、すいません」

　おとなしくお湯に浸かる。気持ちいいは気持ちいいんだけどね。

「ほら、さっさと出るわよ」

「せっかくですし、もう少し」

「なに言ってんの。こいつがいるのに、ゆっくりなんてできるわけないでしょ？」

「あら、わたくしはべつに…………」

「いいから行くわよ！」

　このやりとりは音おと無なしさんとしぐれさんかな。

　露ろ天てん風呂の広さはいまいち分からないけど、誰だれかがお湯の中で動けばその振動が伝わってくる。もちろん、水の音ははっきりと聞こえる。

　…………ううむ。……………………うむむむ。

　め、目隠しされていて見えないけど、きっと目の前は絶景なんだろうな。

　雄大な山脈とか。

「大きいおっぱい、小さいおっぱい」

　大きな湖に広がる波紋とか。

「乙女の柔やわ肌はだを流れる水滴」

　お風呂で火ほ照てった体から熱を奪うばっていく心地よい風とか。

「ふぅー」

　耳元にピンポイントでぞくぞくっ！

「ちょっ、誰だ！　必死に気を紛まぎらわせようとしている僕の思考を的確に読み取って茶々を入れてくるのはっ!?」

「あはは！　兄さんおもしろーい」

「くっ、愛あ好こか…………」

　たぶんそうだろうとは思ったけど。ていうか、こんなことするのこいつしかいないし。

「愛好さん、そろそろ上がるのですよ」

「あ、こはるん待ってー」

　まったく…………。さっさと上がってくれよ。暑くなってきた。そもそも、僕はあんまり長風呂はしないんだよ。

「もういい？」

　大きな声で尋たずねてみる。そろそろみんな上がったんじゃないかな？

「まだよ！　まだ着替え終わってないから！」

　遠くから音無さんの声。

「ここ、着替えるスペースがガラス張りのドアしかないから、丸見えなのよ」

　マジかよ。ってことは、僕の顔に巻きついているこのタオルが外れたら、着替えているみんなが視界に飛び込んでくるってことかよ。

　そいつはマズイよな。うん。マズイ。ヤバイね。たまらないよ。

「ふう、ふう、ふう…………」

　変なことを考えて息が荒くなっているわけではない。暑いのだ。

　お湯に浸つかりながら、女性陣の着替えが終わるのを待つ。ひたすら待つ。じっと待つ。

　うう、暑い、暑いぞ。

「音おと無なしさーん！　まだー？」

「………………………………」

　早くしてくれ。そろそろきつくなってきたんだけど。

「お、音無さ…………」

「…………………………………………」

　完全にのぼせ上がった僕が救出されたのは、それから数十分後のことだった。




　アンダーソンさんに肩を借り、ふらふらになりながら風呂を出た僕は、そのままリビングのソファに倒れ込んだ。クーラーをガンガンにかけてもらい、しぐれさんの袖そでから出てきた冷たい水をもらったところで僕の意識は一度落ちる。

　次に目を覚ましたのはもう晩ご飯の直前だった。

　僕が寝ている間に女の子たちだけで楽しいトークをいっぱいしたらしいのだが、内容については秘密らしい。悔くやしい。

　で、晩ご飯なわけなんだけど、当然食欲のない僕は、メイドさんたちが作ってくれたせっかくのディナーを少ししか味わえなかった。悔しい。だってさ、厨ちゆう房ぼう覗のぞいたら普通に男の人が作ってるメイド喫茶とかじゃないんだよ。マジで本物のメイドさんなんだよ。こんなに悔しいことがあるかよ。

　ちょっと待て。せっかく旅行に来てるのに悔しいことばっかりじゃないか。楽しいことといえば、みんなの入浴シーンをちらっと見てしまったことくらい…………充分か。充分すぎるほどに素晴らしい経験か。よく見えなかったけど、ぼんやりとしか見えなかったけど、それでもその場には音無さんとしぐれさんがいたわけだもんな。

　うーん…………。

　いや、でも違うんだ。それはそれで素晴らしかったわけだけど、僕はもっと健全に楽しみたいんだ。僕は贅ぜい沢たくなことを言っているだろうか。

　できれば、これから挽ばん回かいしたいところなんだけど。

　僕以外のみんなが豪ごう華かなディナーをたらふく食べて、まったりとしている。そんな中、愛あ好こがテレビのリモコンに手を伸ばした。

「テレビでもつけますか？」

「なに言ってるのか分からないんじゃないか？」

　ここ、日本じゃないんでしょ？

「大だい丈じよう夫ぶなのですよ。日本のテレビが見られるようにしてありますので」

　それも金の力か…………すごいな。なんでもできるのな。僕も金持ちになりたいわ。

「え…………でもほら、時差とか」

「はい、なので、一日遅れなのです。すべてのチャンネルを録画して、そのデータをこちらの時刻に合わせて配信しているのですよ」

　すげーな。いたれりつくせりじゃないか。なんかもう、それ以外の言葉が出てこないや。

「じゃあ…………そうだな。まあテレビもいいんだけどさ、せっかくみんなで旅行に来てるんだから、なんかしようよ」

　そう提案する僕に音おと無なしさんときたら。

「さっきまで散々しゃべってたし」

「僕はぶっ倒れてたけど!?」

「それはあんたが勝手に倒れたんでしょ」

「着替えが終わったのに声をかけてくれなかった誰だれかさんのせいだと思うけどねえ!?」

　ツッコんでいると、音無さんと違って優やさしい優しいしぐれさんが僕に賛同してくれた。

「そうですわね。せっかく良りよう人とさまも回復したのですから、なにか…………」

　少し考えて浮かんだアイデアはふたつ。僕の思いつくことなんてしょせん定番中の定番だけど、参加するメンバーによってはとても楽しいことになるかもしれない。

　まずひとつは花火。夏の夜といったらコレでしょ。ただ、今日きようは準備していない。残念だけど、これは却下だ。

　もうひとつ。これもお約束。

　そう、それは────。

「恐こわい話、なんてどう？」

　暑い夏の夜を気分だけでも涼しく過ごそうという、お決まりのトークテーマである。

　もちろん僕も、なにも考えずに提案したわけではない。このトークテーマにすることによって、大変楽しいことになりそうな人物が一人、この場にいらっしゃるのだ。

　僕がその人物に目め配くばせをすると…………おやおや、音無さん、急にそわそわしだしてどうしたんですか？

「恐い話って…………マネージャーさんの話とか？」

「人による！　優しいマネージャーさんだっているよ」

「じゃあ、打ち切りとか」

「マジ恐いし！　身の毛がよだつってレベルじゃない！」

　無理にでも別の話に持っていこうとしてるな、音無さん。そうはさせるかっ。

「そういう恐さじゃねーよ！　怪談だよ怪談」

　そう、音無さんは恐いのが苦手なのである。とくにお化けとか、そういうのが苦手らしい。本人は認めたがらないけど。その強がっているところがまたおもしろいのだ。

「か、怪談ってあれでしょ？」

　まだやるか。ボケ倒して恐い話からどんどん遠ざかろうって魂こん胆たんでしょ？　そうはいかないぞ。どんなボケがきても恐こわい話に持っていってやる。

　さあ音おと無なしさん、なんて言うのかな？

「十二段だと思ったら十三段あったとかっていう」

「なに言ってんの音無さん、それは階段…………いや、その通りだよ！」

　正解した！　有名な学校の怪談だった！　音無さん、恐いのが嫌いやすぎて混乱してるな。

「くすくすくす」

　ちょ、しぐれさん！　これから恐い話をしようって言ってるんですから笑わないでくださいよ。雰ふん囲い気きがっ。

　なんとか話を逸そらそうとする音無さんをよそに、楽しそうな匂においを察知した我が愚ぐ妹まいが手を挙げた。

「はいはーい。グレイスにも七不思議あるよー」

　お、いいね。やっぱり私立グレイス女学院みたいなお嬢さま学校にも七不思議ってあるんだね。

「そ、そうなのですか!?」

　霜しも月つきさんもあんまりその手の話には強くないのかな？　まあ、恐がってくれる人がたくさんいたほうが、怪談は盛り上がるってもんだ。

「あれ？　こはるん知らないの？　視し聴ちよう覚かく室しつの話」

　思いっきり首を横に振る霜月さん。そのまま首だけ飛んでいってしまいそうな勢いだ。

「夜な夜な、視聴覚室から若い男の人の声が聞こえるんだって。うち、女子校なのにだよ？　数少ない男の先生はみんなおじいちゃんなのにだよ？」

「そ、そうなのですか…………？」

「うん。どうやら、若い男の人の身み悶もだえるかすかな声と共に、うら若き乙女たちの受けがどうとか攻めがどうとかって白熱した会話が聞こえてくるんだって」

　それ怪談じゃねえよ！　そっちの趣味の人たちが集まって鑑賞会してるだけだろ！

「ちょ、ちょっと愛あ好こちゃん。恐い話なんてやめようよ」

　音無さん、いまの話ちっとも恐くないから。いや、恐いけど。恐いのは恐いけど意味が違うわ。お化けとか怪現象とか七不思議とか、そういう恐さじゃないわ。関かかわらなければいいだけの話だもん。

「あと学校って言ったらさ、あれなんだっけ、禁止されてるやつ。なんとかさんおいでませーって言うやつ」

　あー。こっくりさんね。本当に禁止してる学校ってあるの？　都市伝説じゃね？　っていうか、いまでもやる人いるのかな。

「そっくりさんだっけ？」

「違うし！　全然恐くないじゃん」

「ドッペルゲンガーってやつだよ」

「それはそれで恐こわいけど、話が変わってる！」

「ぱっくりさんだっけ？」

「それ口くち裂さけ女だろ！」

「さっくりさん」

「なんか刺されたけど!?」

「兄さんの体からわたし以外の女の匂においがする……きれいにしなくちゃ…………」

「恐えぇぇぇ!!　マジで恐い話になった！」

　おっと、愛あ好こよ。ほら、音おと無なしさんをご覧らん。ちょいちょいっと指をさして、愛好の視線を音無さんへと誘ゆう導どうさせる。

「……………………」

　あのね、音無さんね、オチがつく前に目と耳を塞ふさいじゃってたみたい。だから恐いところだけしか頭に入らなかったみたい。

「前に聞いたことがあるんだけど、恐いのが苦手な人ってさ、勝手に恐いシーンだけを頭の中で膨ふくらませちゃって、余計に恐がっちゃうんだって。きっと音無さんもそうなんじゃないかな」

「疑心暗鬼、略してギシアンってやつだね」

[image: ]

「ちょっと違う気がする！　省略の仕方はだいぶ違うと思うけど」

「幽ゆう霊れいの正体見たり枯れ尾お花ばな？」

「それ。分かってるなら最初から言おうな？」

　なんて愛あ好こと会話している間も、音おと無なしさんの心はここにあらず。なんだか青ざめている。そんなに恐こわい話したか？

「音無さん…………」

「な、なによ素人しろうと！」

「全然恐くなかったと思うんだけど」

「え、ええそうね！　全然まったくこれっぽっちも恐くなかったわ！」

「……………………」

「な、なによ。なによなによ！　なんなのその哀あわれみの目は！」

「…………………………………………」

「なんとか言いなさいよ！」

「わあああああああああああああああああああ!!」

「きゃあああああああ」

　クッションに顔をうずめる音無さん。やっべ、超楽しい。

　と思ったら、ゆらり、と音無さんが立ち上がった。

「こ、恐くない…………っつってんでしょーが」

「ひぃっ」

　恐えぇ!!

　固く握りしめた拳こぶし。

　暗く淀よどんだ瞳ひとみ。

　思わず後ずさってしまうほどの、怒りのオーラ。

「ちょ、ちょっと待って音無さん。ごめん、からかってごめん！　もうしないから」

　恐い。恐すぎる。

「まどか、恐い話をしていたのですから、大きな声で驚おどろかすのは定番ではありませんか」

「こいつのは悪意があったわ。純粋なエンターテインメントじゃなかったもの」

　えっと……まあその、驚かそうという気持ちはあったわけで、でも怪談ってのはそもそもそういうものであって、とはいえ音無さんの恐がりっぷりが楽しかったというのも少なからずあったので、すごい複雑ですけど、とりあえず。

「ごめんなさい」

　謝っておいた。図に乗ってすいませんでした。

「もう恐い話は終わり！　文句は？」

「ないです」

「よし、じゃあもう今日きようはお風呂入って寝るわよ」

　音おと無なしさんの鶴つるの一声に全員が賛成する。なんだか先生みたい。

「ちなみにね、素人しろうと」

「なに」

　そういえば、音無さんはいつまで僕のことを素人と呼ぶつもりなんだろうか。べつにいいけど。

「あの部屋の仕掛け、もう使えなくしてもらったから」

「あー、そうなの？」

「そうよ、だからあんたがまた事故を装よそおって覗のぞこうとしても無む駄だだから」

「ちょっと音無さん、聞き捨てならないこと言うね。『また』ってなに!?」

「脱衣所にも鍵かぎつけてもらったから」

　僕がぶっ倒れてる間にそんな大改装があったの？　そんなに長時間は寝てなかったと思うんだけど。

「ってことで、またあたしたちが先でいいわよね」

「へいへい、どうぞ。っていうか上がったらちゃんと声かけろよ？　僕だって露ろ天てん風呂入りたいんだから！」

「はいはい、分かったわよ」

　本当かな。僕は音無さんの言葉を信用できないよ。

「絶対だよ？　絶対、声をかけてよ？」

「フリ？」

「違う！」

「はいはい、じゃあとでね」

　本当に分かったのかな。

　女性陣と別れ、僕は一人部屋に戻る。

　戻ったのはいいが…………することないんだよね。女子の風呂が長いのは覚悟の上だから仕方ないとしても、待っている時間どうすればいいんだ。暇ひまつぶしに本やゲームを持ってくれば良かったな。

　なんとなくベッドにごろんと横になる。

　窓の外に見えるは満天の星空。地上に光がないからかな。すごいきれいに見える。こんな星空の下、露天風呂はさぞかし気持ちいいことだろう。

　僕の順番がまわってくるまで、ずいぶん待たされそうだな。どうせまたおしゃべりしてるんだろうし。

「ふあ…………」

　どうしよう、もう眠たくなってきた。晩飯まで倒れてたっていうのにだ。飛行機の中でたっぷり寝たというのにだ。それとこれは別ってことか。なんだかんだで僕も疲れが溜たまってたのかな。

　露ろ天てん風呂は二十四時間入れるようにしてあるって霜しも月つきさん言ってたし、今日きようはもう寝ちゃって明日あしたの早朝に入ろうかな。星空も捨てがたいけど、朝風呂だって魅み力りよく的だ。明日もここに泊まるんだし、夜の露天風呂に入るチャンスはまだあるさ。

　よし、そうだな。

　そうしよう。

　…………そうしよう。むにゃむにゃ。




「ふがっ」

　ぱっと目が覚めた。なんだろう、変な夢を見ていた気がする。気がするだけで、内容を思いだせない。でも、突然目が覚めてしまうくらいには刺激的だったような気がするんだけど、なんだろう。

　部屋の中は真っ暗だった。電気つけっぱなしで眠っちゃったと思うんだけど、誰だれか消してくれたのかな。風呂上がったことを伝えに来てくれた誰かかもしれない。

　いま何時だろう。慣れない部屋の中を見渡すと、枕まくら元もとにティッシュの箱が置いてあった。側面に「兄さん専用」と書かれている。なるほどね。愛あ好こが来たのか。妹よ、いくらなんでも一晩で一箱は使わねえよ。あと、たったこれだけのことで来訪者がおまえだって分かってしまうのが兄さんは悲しいよ。

　暗くら闇やみの中、ぼんやりとした明かりのデジタル時計が目についた。深夜の三時になろうかという時刻を指している。

　きっともうみんな寝てるだろう。風呂行くか？　と一いつ瞬しゆんだけ考えたけど、面倒くさいのでやめる。

　でも、目を覚ました体に「面倒くさいからいいや」では済まされない生理現象が襲おそってきた。

「トイレ」

　のそりと体を起こして、トイレを目指す。いちいち部屋を出なくていいってのは楽だね。助かるわ。

　なんて思っていたら、音が聞こえた。

　なんの音もしない深夜。家の周りには湖と森しかないからこそ、その小さな音が聞こえた。ギィ、という木の軋きしむ音だ。

　廊下からか？

　一瞬、寝る前の恐こわい話を思いだしてしまった。一度頭の中がそういう思考に占領されると、妄もう想そうが加速を始める。

　よく聞く話だ。別荘ってのは、当然オフシーズンには誰もいなくなる。誰もいないのに、家だけがある。そこを狙ねらってやってくる招かれざる客。家のない人や、あらゆる事情から表の世界で生活できない人。間借りをするように家を我が物顔で使う犯罪者たち。

　比較的治安がいいとされている日本でも実際に起こっているらしい。となれば、海外でもありえない話ではない。

　そーっとドアに近づくと耳をつけて外の様子を窺うかがう。

　執しつ事じさんやメイドさんは隣となりの家を使っている。いま、この瞬しゆん間かん、この家に男は僕しかいないということだ。もし、本当に招かれざる客がいるのなら、追い払うまではいかなくても、助けを呼ぶくらいはしなくては。

　ギィ、という音が僕の部屋の前を通り過ぎていく。よし、少しだけドアを開けて隙すき間まから見てみよう。

　なるべく音をたてずに、ドアを開ける。

　人影だ。男にしては小柄なような…………って、あれ？

「音おと無なしさん？」

「ひっ…………って、なんだ、あんたか」

「なにやってんの？」

　あー、緊きん張ちようして損した。

　ドアを完全に開けると、音無さんがこっちに歩み寄ってきた。

「えっと、その…………トイレに」

「部屋にもあるでしょ」

「なんかあたしたちの部屋のトイレ、調子が悪いらしくて」

「へー。まあ、一年のうちここを使うのなんてほんの数日だけなんだろうから、細かいところが色々ガタきててもおかしくはないけど」

　むしろ、一回も使わないってこともあるんじゃない？　霜しも月つきさん家ち、別荘たくさん持ってそうだし。

　っていうか、風呂まわりの大改装やってる時間があったらトイレを直せよ！　風呂の工事をやってたからトイレまで手が回らなかったってことかい？

「とにかく！　そ、そういうわけだから」

「あ、うん。…………じゃ」

　普通にドアを閉めようとしたら、音無さんに止められた。足で「ガッ」って。どっかの訪問販売の人ですか？

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ」

「なに」

　僕だってトイレ行きたいんだけど。

「付いてきて」

「はあ？」

「いいから付いてきて」

「付いてきてって、トイレに？」

　こくこくと無言で頷うなずく音おと無なしさん。なんか恥ずかしそうにしてる。

　一体なんなの…………って、ああそうか。なるほどね。

「音無さん、恐こわいんだ」

「ちっ！　違うわよ!!」

「お、音無さん声がでかい」

　みんな起こしちゃうよ！

「う、うぅ…………」

　そっかそっか。恐い話なんかしちゃったもんだから、恐くて一人でトイレに行けないのね。いや、すでにここまで来てるんだから、行けないってことはないんだろうけど、誰だれかが来てくれたら少しは安心できるってことなんだろうね。うん、音無さんの名誉のために、そう思っておいてあげるよ。

「あんただってトイレ行きたいでしょ!?」

　うん、まあたしかに。ちょうどトイレに起きたところだったんだけどね。

「いやあ、僕はべつに部屋のトイレでいいし」

「う、うるさい！　は、は、は、早くしなさい！」

　もじもじしてる。我慢の限界なのだろうか。大変な事態になってもいけないし、からかうのはほどほどにして素直に従うことにしよう。

「ていうかさ、なんならこの部屋のトイレ使う？」

「嫌いやよ！　こんな時間に男の部屋に入るなんて…………そっちのほうがよっぽど恐いわ！」

「へいへい、そうですか」

　ならしょうがない。恐いことなんてなんにもないと思うけど。

　音無さんに付いてトイレへと向かう。とはいえ、目と鼻の先なんだけど。

「着いたよ」

「う、うん…………」

　トイレのドアを見つめる音無さん。開けるのが恐いのかな。中になんかいたらどうしよう、みたいなこと考えてるのかも。

「僕が先に入っていいの？」

「レディーファーストに決まってんでしょ？」

「いや、でも男のほうが早いし」

「うるさい！」

　あ、入っちゃった。ずるいよね、まったく。

　まあ、いっか。トイレはここだけじゃないし。

「じゃ、僕は自分の部屋のトイレ行くから」

　と声をかけたら、中から返事が。

「ちょっと待ちなさいよ！　あたしを置いていく気!?」

「いや、僕だってしたいし」

「あたしの後でいいでしょ!?　そこで待ってなさいよ！」

「えー」

「文句言うな！　むしろあたしの後がいいんでしょ？」

「帰りまーす」

「あ、うそ！　いまのうそ！」

「はいはい…………」

　僕だってそう長くはもたないんだけど。でも、この状態で音おと無なしさんを置き去りにしたらあとで夜のトイレとは比べものにならない恐怖が待ってるんだろうな。仕方ない、待つか。

「変態」

「どうしてさ！　いまのこの状態のどこがさ！」

　音無さんが待てって言ったから待ってただけなんだけど！

「なに聞き耳立ててんのよ！　ほんっとにサイテーね」

「立ててねーし！」

　そういう趣味はございません！

「なんかしゃべりなさいよ」

「はあ？」

　なんで深夜の暗がりでトイレの中にいる美少女に話を振らなくちゃいけないのか。特殊なシチュエーションすぎんだろ。どんなに高レベルなトークスキルを持っている人だって黙だまるぞ。

「ほら、早く！」

　そう言う音無さんの入ったトイレから、なにやら水のせせらぎや小鳥のさえずりが聞こえてきた。ってやばいやばい。音無さんが変なこと言うから意識してしまった。

　なんか話せって言われても、どうしようかな…………。あ、そうだ。

「花はな子こさーん、遊びましょー」

「きゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」

　大盛り上がりのようだ。良かった良かった。

「ふざっけんじゃないわよ!!」

「話しかけろって言うから！」

「出てきちゃったらどうすんのよ」

「むしろさっさと出せよ！　僕だって限界なんだから！」

「…………出ない」

「はあ？」

「さっきまであんなにしたかったのに…………。あんたのせいよ。あんたが恐こわがらせるから！」

「知らねえよ！」

「これが原因で病気になったらどうすんのよ！　アイドルが膀ぼう胱こう炎えんとか前ぜん代だい未み聞もんよ!?　恥ずかしくて仕事できない！」

　発表しなきゃいいだろ！

「じゃあ、あれだ。逆にもっと恐がれば自然に出るんじゃないか？」

「嫌いやよ！　おもらししたみたいじゃない！」

　おもらしアイドルか。一部では人気が出そうだな。ほんとにごくごく一部でだけだろうけど。『おとなしまどか』ならぬ『おもらしまどか』ってか。ぷぷっ。

　なんて思いながら、僕は思いっきりトイレのドアを叩たたく。

　ドンドンドン！　と。

「ひいっ」

「どうだ？」

「引っ込んだわよ！」

「…………ちょっ、ごめん。僕もう限界だわ。行くから」

「ダメ！　まだ行かないで！」

「無理だよ。もう出ちゃうって！」

　夜の暗くら闇やみの中で、男女二人が限界ギリギリの言葉を交わしている。いまの会話を思い返してみると、色んな意味でギリギリのような気がしてきた。

「むしろ、もらしちゃいなさいよ」

「なんでだよ！」

「いいトークのネタになるから」

「ラジオでしゃべる気か！」

　ダメだ。もう本当に僕、無理。

　音おと無なしさんには悪いけど黙だまって行かせてもらおう。でないと、もれちゃうし。

　しかし、そのとき、その場所で。

　なるべく足音をたてずに振り返ったその瞬しゆん間かんだった。

　一歩踏ふみだした僕の足は、なにやらひんやりとしていて、軟らかい物を踏みつけた！　スリッパのふかふかではない、廊下の木の感触でもない。

　なんだ、これは。

　足もとを見た瞬間────。

『わしを踏ふんづけるとはいい度胸だ!!』

「ぎゃああああああああああああああああ」

　僕の悲鳴に、トイレの中にいる音おと無なしさんも反応する。

「なに!?　どうしたの!?　ちょっと!?」

「出た！　出たっ!!　出たあああああああああああああ」

　本物がおいでませっ！

　僕は悲鳴をワンモアセッ！

「ぎゃああああああああああああああああ」

『こんな時間にやかましいのう。なんじゃ？　わしの顔になんかついとるか？』

　タコだ。あのタコだ。普通のタコがこんなところにいるわけないし。湖はあるけど海はないし。淡水で生活できるタコがいるのかどうか知らないけど、このタコはそういう意味ではなく普通の生物ではないのだ。

　名前は音無源げん太た（仮）。どうやら、すでに病気で他界した音無さんのお父さんらしいのだが、真実は不明。いや、ほぼ僕の中では確定してるんだけど、音無さんに尋たずねても教えてくれないのだ。名前についても（仮）が重要らしい。

「源太さん…………ですか？」

『左さ様よう。おぬしに話があってわざわざやってきたというのに、ずいぶんな態度じゃあないか、ええ？』

「ど、どうやってここに」

『まどかのカバンに忍び込んできた』

　あとで音無さんにチクってやる。そしてたっぷり怒られるがいい。

「話というのは」

『ここではまずかろう。まどかにも聞かれたくないしな』

「分かりました、部屋に行きましょう」

　このタコ、僕と音無さん以外には姿が見えないし声も聞こえないみたいだからな。ここで話をしていたら、僕が深夜の廊下で独り言を言っていると思われてしまう。その事態は避けたい。暗くら闇やみでぶつぶつ言う僕を間違って目撃してしまった人も超恐こわいだろうし。

　僕が歩きだすと、後ろからタコが音もなく這はって追いかけてくる。すげーホラーだ。

　そして、タコのさらに後方から声が聞こえてきた。トイレのドアの向こうからである。

「ちょっと！　なんなの？　どうしたのよ。急に黙だまってなにかあったの？」

　忘れてた。ごめん音無さん。でもこのまま行くわ。事情を説明しちゃったら源太さんとゆっくり話ができそうにないから。

「え？　なに？　どうしよ、恐くて出られないんだけど。なんか言ってよ！」

　もう急せかさないからさ、ごゆっくりどうぞ。

「ちょっとおおおおおおおおおおおおおおおおおお」




　自分の部屋に戻ってから、電気もつけずにまずトイレに直行。無事用を足してから、ベッドに腰掛けて源げん太たさんを見る。驚きよう異いの跳ちよう躍やく力りよくでベッドに飛び乗ると、僕の横に音もなく鎮ちん座ざした。

　と思ったら、源太さんなんか持ってる。さっきまで身ひとつだったのに。いつの間に持ってきたんだろう。自分の体よりも大きな四角いなにかを持っていた。

　部屋に来たけど、僕がいなかったからこの四角い物だけこの場に置いて、トイレまで追いかけて来たって感じかな。

　ベッドの枕まくら元もとに備え付けられていたスタンドの明かりをつけてよく見てみれば、その四角いなにかは、どこか見覚えのあるピンク色の封筒だった。

「なんですか、それ」

『おぬしがまどかに渡した物だろう？』

「僕が？」

　ああ、そっか。思いだした。

　これ、事務所に届いた音おと無なしさん宛あてのファンレターだ。僕が仕分けをしていたときに、横から音無さんが持っていっちゃったやつだ。

『読んでみろ』

「いいんですか？」

『うむ』

　本当かよ。絶対、音無さんに了承とってないでしょ。

　人の手紙を見るなんて気が引けるけど、わざわざ源太さんが僕のところにやってきて読めと言ってるんだし、なんかあるんだろう。

　心の中で音無さんと差出人に「ごめん」と謝ってから、僕は封筒を開けた。

　ピンク色の封筒や字の感じから察するに、差出人は女の子だろう。

　ファンレターなんて読むの初めてだ。ラジオに届くメールの中に、熱狂的な音無さんのファンの人からの物があったりはするけど、こういう本格的なお手紙を読むのは初めてである。

　そんな僕でもすぐに気づいた。

「なん……ですか、これ」

　女の子らしい丸っこい字。しかしそこに書かれた文面は、とうてい直視できるものなんかではなかった。

　考えうる限りの罵ば倒とうの言葉。誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しよう。

　読んでいるだけで呼吸が浅くなる。胸が苦しくなる。僕に向けられた言葉じゃないのに。

　どうでもいい内容ならまだいい。こいつなにトンチンカンなこと言ってるんだ？　ってことばかり書かれているならスルーできる。でも違う。雑誌やラジオ等で音無さんが発言した内容の揚あげ足をとり、細かく指摘してある。音おと無なしさんのことを徹てつ底てい的に調べ、その上でこの文章を書いてよこしたのだ。

　もちろんその中には、流りゆう星せいさんとの写真の話もあった。とにかく、あることないこと好き勝手に書いて、音無さんを攻撃している。

　ただ、ひとつだけ気になる箇か所しよがあった。

　手紙の一番最後に書かれた謎なぞの数字。〝１９８５より〟と書かれている。これはなんだろう。この数字の羅ら列れつはなにを意味しているのだろうか。この手紙を送ってきた人のハンドルネームかなにかだろうか。

「これって…………？」

　指をさして源げん太たさんに尋たずねてみるも、彼もその数字の意味は分からないらしい。

　なんの数字だろう。〝１９８５〟って、なにかの暗号かな。むう、分からない。考えても仕方ないか。問題なのはこの数字ではなくて、書いてある内容なのだ。

『この手紙を事務所でまどかに渡したのはおぬしだったな？』

「はい…………」

『普通、事務所に届いたタレント宛あての荷物は、どんな物でも一度スタッフが中をチェックしてから本人に渡す。知らなかったか？』

「それは…………」

　聞いたことはあった。そうしたほうがいいのかな、とも思った。

　でも、中のチェックまでしろなんて頼まれてなかったし、あの仕分けをしているとき、音無さんが強引に横から持っていってしまったのだ。だから────いや、違う、違うだろ。そんなのただの言い訳だ。そうじゃないだろ。

　音無さんは実際にこの手紙を目にしてしまったんだ。もう読んでしまったんだ。

　これは僕のミスだ。

　僕のミスが、音無さんを傷つけてしまったんだ。

『あとな、封筒の中にカードが入っておろう？　それを見てみろ』

「カード、ですか？」

　封筒の中から出てきたのは、僕も知っているカードだった。

「会員証」

『うむ』

　音無まどかファンクラブの会員証だ。僕も持ってるからよく知っている。そのカードに記されている会員ナンバーは、僕の物より少しだけ若い。僕が会員になったのが二年くらい前だから、この手紙を送ってきた相手もその頃ころからファンだった人ってことになる。

　ふと、手紙の最後に書かれていた謎の番号が会員番号なのかも、と思って確認してみたが違った。本当になんなんだろ、あの番号。

「音おと無なしさん…………やっぱり気にしてました？」

　源げん太たさんに尋たずねながらも、そりゃ気にするよな、と自分でも思う。ファンだった人にここまで言われて、ショックを受けないはずがない。

　でも、音無さんは────。

『どうだろな。あの子はそういうことを口にしないし、顔にも出さんから』

　だよな。音無さんらしいや。

　音無さん、そういうネガティブなことって顔に出さないもんな。絶対に周囲に感じさせないように、徹てつ底てい的に隠すもんな。それがたまに痛々しいときがあって、守ってあげなくちゃって、応援してあげなくちゃって気分になるんだ。

　音無さんはもっと楽になっていいと思うんだ。もっと気楽にやっていいと思うんだ。いままですっごいがんばって築き上げてきた土台は、そう簡単に崩くずれる物じゃないはずなんだ。

　…………だから、かな。

　この手紙は、そんな音無さんをずっと応援してきたファンからのメッセージ。その他ほかのどうでもいいような誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようは無視できても、これだけは受け流せなかったのかもしれない。せっかくの旅行にまで持ってくるくらいだし。

　この手紙は音無さんにとっての『自戒』なのかもしれない。僕からしてみたら、彼女がミスらしいミスをしたとは思えない。音無さんに責任なんてないと思う。でも、実際に仕事がなくなって、流りゆう星せいさんまで謹きん慎しん処分になって、ファンからこんな手紙が届く。二度とこんな事態を起こさないよう、忘れないように。

　完かん璧ぺき主義だからな、音無さん。

　不器用なくらい、まっすぐで。

　だから、むちゃくちゃカッコイイんだけど。

「ごめん、なさい」

『わしに謝るな。べつにおぬしを責めるつもりはない。この仕事、こういうことはままある。とくに、いまはネットとやらのせいで望んでいないものが次々と目に飛び込んでくるからな』

　思わず漏もれた謝罪の言葉に、源太さんは言った。僕のミスをフォローするかのように。

　僕がツラそうな顔をしてるからかな。そんなに厳しい顔をしてたかな。一番ツライのは音無さんのはずなのに。

　あ、そうか。

　これが音無さんの感じている痛みなんだ。

　自分のした行動によって誰だれかが傷つく。それって、こんなに苦しいことだったんだ。

　でもさ、だとしたら、自分のせいで流星さんの仕事をなくし、さらにそれを糾きゆう弾だんされている音無さんはどんだけツライんだよ。

　手紙に視線を落とす。言葉の羅ら列れつをただただ目で追う。

　分かってるって。音おと無なしさんは充分責任を感じてるんだって。

　もう────やめろよ！

『わしが伝えたかったのはこれだけだ』

　思わず手紙を握りつぶしてしまいそうになったところで、源げん太たさんが僕の手から手紙を奪うばい取った。そして、源太さんはぴょんぴょんと部屋を出ていこうとする。

「…………ありがとうございます」

　知れて良かった。知らないままにならなくて良かった。

『おぬしは知っておいたほうがいいと思ってな』

　これは僕のミスだ。でも音無さんは、この手紙について僕になにも言わなかった。それはきっと、僕に責任を感じさせないため。

　音無さんの優やさしさに涙が出そうになる。

　自分がこんなにツライ状況だっていうのにさ、かっこ良すぎんだよ。ちくしょう。水くさいじゃんかよ。いつもみたいに僕を罵ば倒とうすればいいのに。ミスを犯した僕を怒ればいいのに。事が事だからって、気なんか遣つかってんじゃねえよ！

「ありがとうございます」

　感謝の言葉を繰り返す。が、二度目の言葉を言い終わらぬうちに源太さんは部屋を出ていってしまった。

　きっと、音無さんに「気にすんな」って言っても「ごめん」って言っても、「は？　これくらいのことどうってことないわよ。あんたは気にしすぎなのよ、バカじゃないの？」と返されてしまうだろう。

　…………いや、「バカじゃないの？」は言い過ぎ────でもないか。言いそう。

　でも、絶対にそうやって強がるだろうな。

　どうにかしてあげたい。音無さんは望んでいないかもしれないけど、僕がなにかしたいんだ。それが償つぐないになるなんて思わない。せいぜい気晴らしくらいにしかならないだろう。

　相手が僕じゃなくてもいい。一回でいいから、気持ちを全部外にぶつけられたらいいのに。

　そんなことを考えながら、僕は暗い天井を見上げた。
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　ドンドンドン!!

　という音が聞こえた。なにかを叩たたく音だ。それも、力一杯叩く音だ。

　ガチャリ！

　という音が聞こえた。なにかを開く音だ。続いて聞こえてきた、バン！　という音から察するに、ものすごい勢いでドアが開けられたのだろう。

　のっしのっし。

　この音はなんだろう。誰だれかが歩く音かな。床の軋きしむ音もするし、たぶん合ってるだろう。それにしても、なんて足音だ。

　微睡まどろみながら、小鳥たちの囀さえずりに耳を傾けていたというのに、朝っぱらから騒そう々ぞうしいのは一体どこの誰だ。

　ゆっくりと目を開ける。まぶしくて薄うす目めになる。

　すごい勢いで手が飛んでくる。驚おどろいて目を閉じる。

　ばちこーん!!

　僕の頰ほおが平手打ちされた音だ。むちゃくちゃ力のこもった一撃だった。っていうか、なんなんだよ、これ!!

「いってぇ！　なに、急になんなの音おと無なしさん！」

「おはよう」

「この状況で言う言葉はそれか!?」

　朝、目覚めて一番に見るのが音無さんだった。なんて、シチュエーションがシチュエーションなら、とてもロマンティックで素晴らしいんだろうけど、なぜか僕の場合はバイオレンスである。

「どうせ狸たぬき寝入りしてたんでしょ」

「寝てたよ！　完全に夢の中だったよ!!」

「顔がニヤついてたけど」

「夢見てた証拠だろ！　一人でベッドの中でニヤニヤしてるとか、普通に気持ち悪い人じゃん」

「気持ち悪い人じゃん」

「指をささないでもらえます!?」

　叩かれた頰をさすりながら起き上がると、ベッドの横に音無さんの姿。ショートパンツと言えばいいのだろうか、ホットパンツと言えばいいのだろうか。先日指摘された通り、僕はファッション用語なんてよく分からないけど、とにかく丈たけの短いパンツ姿。長くてキレイな脚あしが朝あさ陽ひをまぶしいくらいに反射していた。

　朝陽よりまぶしい物を見て、ようやく目が慣れてきた。

　音無さんの他ほかに、部屋に入ってきた人たちの姿も確認する。

　今日きようも高そうな服をその身に纏まとっている霜しも月つきさん。

　ゴシックでロリータなしぐれさん。

　そして、いつも家で見るのとまったく同じな姿をした愛あ好こ。

　おい、みんなそれなりにおしゃれしてるんだからさ、愛好もそんなゆったりとした部屋着じゃなくて外出用の服とか着ようよ。一応家の中とはいえ、みんなと旅行中なんだからさ。そりゃ分かるけど。リラックスできる格好だってのは分かるけど。

「音おと無なしさん、本当にワケが分からないんだけど。なに、なんなの？　あ、もしかして、ゆうべのこと？」

「あ、忘れてた。その分も殴なぐらなくちゃ」

「え、ちょっ、待っ…………ごほぁ」

　墓ぼ穴けつを掘った。また殴られてしまった。よく事態を吞のみ込めていないのに、口を出すもんじゃないな。音無さんのうしろで、しぐれさんが「ゆうべ？」と首を傾かしげているが、説明をしてあげる余裕がいまの僕にはない。

「さ、出しなさい」

　音無さんの手のひらがこちらに向けられたのである。

「出すって、なにを…………」

「兄さん、パンツ下ろそうとしちゃダメだよ？」

「分かっとるわ！　朝っぱらからそんな露ろ出しゆつ狂きようみたいなことするわけないだろ」

「夜だったらすんなり出すの？」

「時間の問題じゃねえよ！　ちょっとおまえは黙だまってろって」

　にやけ顔のまま引き下がる愛好。寝起きで頭が回ってないんだから、話を逸そらすなよ、意味が分からなくなる。ただでさえ分からないのに。

「で、なんなんですか」

　思わず丁てい寧ねいに尋たずねてしまったのは、音無さんがとにかく機嫌悪そうだったからだ。下へ手たなことを言うと殴られそうだからだ。すでに一回殴られてるし。

「あたしたち、さっきまで朝風呂に入ってたのよ」

「はあ、そりゃ結構なことで」

　まーた、僕が覗のぞいたとかそんなことを言いだすつもりか。寝てたってば。音無さんたちが朝風呂に行ってたことすら知らなかったもん。

「そしたら、なくなってたんだけど」

「なにが」

「それは…………その、あれよ」

「は？」

　なんのこっちゃ。「あれ」と言われても分からない。想像もつかない。

　と、しぐれさんがなにやらジェスチャーで僕に伝えてきた。両手を胸の膨ふくらみにあてている。そこにあるのは、当然おっぱいだ。それ以外にありえない。

　ということは、だ。え？　なに、そういうことなの？　たしかに音おと無なしさんはどことなく恥ずかしそうだし、言いづらそうにしているけど、でもそれがどうしたっていうのか。そんなこと、男の僕に言われても困るんだけど。

「だから、お風呂に入ってたらなくなってたの！」

　…………音無さんがなにを言ってるのか本当に分からなくなってきた。

　あれって、風呂に入るとなくなる物なんだろうか。しぼむのかな。むしろ水分を吸って膨らみそうな感じがするのに。女によ体たいの神秘すげぇ。

「最初からなかったんじゃない？」

　すぱーん、と頭を叩はたかれた。

「なにすんだよ！」

「こっちのセリフよ！　なんの話してんのよ」

「え？　おっぱい」

　すぱーん、と二発目。違ったか。おっぱいの話じゃなかったか。

「胸はそう簡単になくなったり増えたりしないのよ…………」

「ううっ」

「なに泣いてんのよしぐれ！」

「そうですわよね、そう簡単に増えたりしませんわよね」

「あー、うざい…………イライラする、イライラする…………」

　やばい、音無さんの怒りが臨りん界かい点てん突破しそう。

「お、音無さん！　で、なにがなくなったの？」

「だから…………ブラよ！　ブラジャーがないの！　あたしとしぐれのやつが!!」

　惜しい！　胸ってのは合ってたんだけどな。

「はあ。それで僕が盗んだんじゃないかと言いたいわけだね」

「そういうことよ。ほら、早く出しなさい。いまならモーターボートで湖引きずり回しの刑で許してあげるわ」

「それ全然許されてない！　あと、過程をひとつすっ飛ばしていることに早く気づくんだ！　そもそも僕は盗とってない！」

　下着泥棒とか犯罪でしょ。音無さんは湖を引きずり回しの刑とか言ってるけど、法律的にはその程度では許されない行為でしょ。いくらなんでもそんなことはしないって。僕にも理性ってものがあるんだから。

　だというのに、音無さんは僕がやったと決めつけているようだ。しかも、その横からしぐれさんまでもが。

「良りよう人とさまがどうしてもとおっしゃるのであれば喜んで差し上げますが…………できれば、衣類だけでなく、中身にも興味を持っていただきたいですわ」

「だから僕はやってないんですって！」

　興味津しん々しんですよ。たしかに興味はありますけど。

　さらにそこへ、愛あ好こが泣きマネをしながら続く。

「兄さん…………我慢できなくなったら言ってって、あれだけ念を押したのに」

「ねえ、なんで誰だれも僕の言うこと聞いてくれないの？　人の話を聞かないって、信じる信じない以前の問題だよ？」

　くそ…………最後の砦とりで、霜しも月つきさんに目で助けを請こう。

「でも、お兄さんは女性用の下着を盗んでどうしたいのですか？　身につけても意味がないですよね？　でも、下着に身につける以外の用途なんて…………」

「ああっ、ごめん。なんかごめん！」

　あまりの純粋な疑問に謝ってしまった！　いいよいいよ、霜月さんはそれ以上深く考えないで。そのままの霜月さんでいてくれ。

　そんなときだった。愛好が窓の外を指さしながら叫ぶ。

「あっ！　あれ見てください！」

　なに、どうした。

　僕もベッドから出て、窓から外を見る。

「ん？」

　なんかいる。ログハウスの前をなにかが歩いていた。動物？

「猿さる？」

　日本に棲すんでいるような種類ではなさそうなので、一いつ瞬しゆんなにか別の動物のように思えたが、あれは間違いなく猿だ。

「あっ、あたしの！」

「わたくしのも」

　そして、その猿が両手に持つカラフルな布。派手なピンク色と、爽さわやかなエメラルドグリーンをしっかりと握りしめていた。

「ほら見ろ！　ね、音おと無なしさん。犯人は僕じゃなかったでしょ!?」

「そんなこと言ってる場合じゃないでしょ！」

「そんなことって！　あれだけ疑われたのに、そんなこと!?」

　すげー重要なことでしょ。

　なんて言っている間も、猿は辺りを警戒しながらゆっくりと歩いていってしまう。

「追いかけるわよ！」

「無理だって音無さん。猿に追いつけるわけないよ」

「でも…………あれ高いのよ！」

　あー、うん。女性の下着は高そうってイメージあるけど、しょうがないじゃん。諦あきらめも肝かん心じんだって。

「そうですわね。とくにまどかのはつけるだけでボリュームアップして見える特殊加工がしてありますから」

「きゃあああああ！　しぐれ、そういうことは言わなくていいでしょ!?」

「え、それってパッドってこと？」

「違うわよ！」

　アイドル声優がパッドを使ってるなんて…………と思ったところで即座に否定の言葉が入った。いや、べつに、いいんじゃないかな。小さい人が少しでも大きく見せようと努力してるのって、なんかすっごくかわいらしいと思うよ。

「そうですわ、良りよう人とさま。いまはパッドを入れなくても大きく見せることができるのです」

「へー、すごいんですね」

「男性の目の届かないところで、技術は進歩しているのですわ」

「ねえ、二人とも。なに吞のん気きに会話してんの？　早く追いかけるわよ。追いつけなくても、落っことすかもしれないでしょ」

　それはたしかに。ごもっともです、音おと無なしさん。

「それに、上だけなくなっちゃったら上下のデザインが合わなくなるでしょ」

　それは大変だ！　ぜひセットで着用してほしいもんね。上下ちぐはぐでは、なんかイマイチだもんね！

「でも、なんでブラジャーなんて盗んだんだろうね」

　僕の誰だれへともなく尋たずねた質問に返してくれたのはしぐれさん。

「果物くだものかなにかと勘かん違ちがいしたのでしょうか」

「あー、丸いですもんね」

　あと、色かな。あんな派手な色、自然界にはあまりなさそうな色だもん。だから興味をひいたのかも。なんて同意していると、しぐれさんがぽそりとつぶやく。

「まどかのは、もう少し成長しないと食べ頃ごろにならないのではないでしょうか。いささか収しゆう穫かくが早すぎるような。動物はその辺り敏びん感かんだったと思うのですが」

「しぃぐぅれぇ？　なんの話をしてるのかしら？」

「果物と見間違えていたのなら、の話ですわ。…………あ、それで最大でしたっけ」

「まだ成長するわよ！」

「…………え、ええ。そうですわね。そうだといいですわね」

「ケンカ売ってんの？　売ってんのよね？　女だからって容よう赦しやしないけど、いい？」

「ほ、ほらまどか！　急いで追いかけませんと」

「くぅ…………あとで覚えてなさいよ！」

　音おと無なしさんとしぐれさんが部屋を出ていった。

　しかたない、僕も行くか。

「兄さん！」

「幸こ春はるたちも────」

　人手が多いほうがいいとは思う。思うけど、霜しも月つきさんは危険だな。この娘こ、すっごい方向音おん痴ちだから。こんな森の中で迷まい子ごになったらマジで終わりだぞ。ならばここは…………。

「よ、よし、二人は執しつ事じさんたちを呼んできてくれ。愛あ好こ、霜月さんが森に入らないようにきちんと手を繫つないでおけよ」

「あ、うん。そうだね」

「わ、分かったのですよ」

　靴くつをはき終え、部屋を出ようとする僕を霜月さんが引き留めた。

「あの！　森の中には、危険な動物さんたちを捕まえるトランプが仕掛けてあるとハンターさんたちが言っていたのですよ。くれぐれも、気をつけてください！」

　トランプ!?　なに、森の動物たちがババ抜きとか大貧民とかにハマってるうちに捕まえるってこと？

「兄さん、トラップ、トラップ」

　ああ、そうか。罠わなね。

「オッケー」

　…………オッケーとは言ったけどさ、どう気をつければいいのよ。罠ってことは、バレないようにカモフラージュしてあるんでしょ？　そんなん、見つけられないよ？

　いや、待てよ。罠があるんだとしたら、先に行ってしまった音無さんとしぐれさんが心配だ。マジで下着の一枚くらい諦あきらめたほうがいいかもしれない。

　早く連れ戻さないと！

「じゃ、行ってくる！」

「気をつけて！」

「お気をつけてなのです！」




「どっちに行った!?」

　ログハウスを出て、音無さん、しぐれさんと合流する。

「あちらに」

　しぐれさんの指をさす方角に、猿さるの後ろ姿を発見。まだ僕たちが追跡していることに気づいていないらしく、キョロキョロとあっちを見たりこっちを見たりしながら、休み休み森のほうへと歩いている。その両手には、もちろん緑と桃の色鮮やかなお宝が。

　と思ったら痛いててててて！　なんかいきなり音おと無なしさんに耳を引っ張られた。

「ちょっと！　あんまりじろじろ見ないでよ！」

「見ないでどうやって追いかけるんだよ！」

「うまいこと口実作って…………そういうことにばっかり頭が回るんだから」

「そっくりそのまま言葉を返すよ、音無さん」

　僕をイジるときの頭の回転速度がおかしい。

　話の転がしかたも、展開のさせかたも、さすがドＳの音無さんである。

「よし、追いかけよう」

「大きな声出して驚おどろかすわよ」

「え？　逃げちゃうんじゃない？」

「びっくりして落とすかもしれないでしょ」

「そうかな…………」

「いっせーの、でいくわよ」

「りょ、了解」

　あのブラが本気で惜しいらしい。なんとしてでも取り返したいらしい。そんじゃまあ、物は試しでやってみますか。

　とりあえず、「わー」とか、「おー」とか叫べばいいのかな。

　思いっきり息を吸い込む。

「せーの、小学生好きか────!?」

「お────────って、ぅおい!!　なに言わせてくれちゃってんの」

　腕まで振り上げちゃったじゃないの。

「大だい丈じよう夫ぶよ、ここ日本じゃないし」

「日本じゃないから問題なんでしょ!?　比較的規制が緩ゆるい日本ですらほぼアウトの発言なのに、外国で言ったら一発でアウトだよ!?」

「ぷぷっ…………くすくす…………ふぅ。あら、お猿さるさんが」

　しまった、逃げられた！　って、当たり前か。一応びっくりはしただろうな。ブラジャーは落とさなかったけど。それにしても、ずいぶん後生大事に抱かかえてるじゃないか。あの猿、オスだな。

　さて、ついに猿は森の中へ入っていってしまったわけだけど、どうしよう────。

「もうっ」

「あ！　ちょっと待って音無さん、森の中はまずい！」

「まどか、わたくしも行きますわ」

　って、しぐれさんまで行っちゃった！　罠わながあるから危ないんだって。ああもう、しょうがない。追いかけないと。

「音おと無なしさん、しぐれさん！　待って！　森の中は危ないから!!」

　二人を追いかけて森へと入る。

　木こ漏もれ陽びが光の帯になり、緑色の大地へと突き刺さっている。長い年月を経て生長した太い木の幹。そこに絡からまるツタ。どれだけの時が流れればこの光景ができるのだろう。植物の生長は様々。人の手を加えずにできあがったこの光景は、きっと他ほかでは見ることができない。ここだけの、この瞬しゆん間かんだけのものだ。奇跡の光景。朝の森は神秘的で、厳おごそかな雰ふん囲い気きがあった。

　そんな神秘的な森の中、僕たちは猿さるの盗んだブラジャーを追いかける。

　危険だと知りつつも、足を踏ふみ入れてしまった森。苔こけの生えた木の根っこに足をすべらせながら、音無さんとしぐれさんを追いかける。舗ほ装そうされた道などない。二本の足で歩き、爪つめや牙きばなどの武器すら持っていない動物が生きていくには厳しい環境。

　奥へ行けば行くほど雰囲気は変わっていき、不気味な圧迫感に襲おそわれ始めた。それは植物たちの発する警告か。野生の生物たちのテリトリーへ身勝手に侵入してしまった者への威い圧あつか。

　これは予想以上に危ないな。そう思った瞬間だった。

「きゃあああああ」

　しぐれさんの悲鳴。まずい。早くも危き惧ぐしていた事態が起こってしまったか。

「どうしました!?」

　やっと追いついた。

　そこには、罠わなにかかってしまったしぐれさんの姿が。足を木の枝にくくりつけられたロープで縛しばられ、逆さで宙に吊つるされたしぐれさんの姿がっ！

　ゴシックでロリータなスカートがめくれあがり、中の白いレース生地が露あらわになる。それはまさに開花。黒いつぼみから真っ白な花びらが現れたのだ。

　しかも、吊つり上げられた二本の真っ白な脚あしが雌めしべや雄おしべのようにぴんと立っているせいで、本当に花のように見える。

　そしてそして、もちろんその付け根にはきれいな緑色の核があるわけで。

　あ、そうか。それを見て気づいた。猿が盗んだふたつのブラジャーは、エメラルドグリーンのがしぐれさんので、ピンク色のが音無さんのなんだ。なるほどね。

「えと、えと…………」

　必死でスカートを押さえるしぐれさん。しかし、真っ逆さまに吊り上げられてしまっているせいでうまく隠し切れていない。前だけなんとか隠しても、くるくると回ってしまってお尻しりが丸見え状態になったりするのだ。そうなったら、今度は当然後ろのスカートを持ち上げて隠すわけだけど、またもやくるりと回って今度は正面がモロ見え状態。

「み、見ないでくださいませ」

「はっ」

「いつまで見てんのよ！」

「ぐべぇ」

　しまった。あまりに特殊な光景だったからさ。パンツに目を奪うばわれたわけじゃなくって……いや、まあそれもあるんだけど、くるくる回りながら前や後ろを隠すしぐれさんが非常にかわいくて、ついね。

　でも、早く助けないと。なるべく見ないようにしながらしぐれさんに近づく。どうやって助けようか、なんて考えていると────。

「わたくしなら大だい丈じよう夫ぶですから、先に行ってください！」

「でも…………」

　しぐれさんを置いては行けないですよ！

　と言おうとしたのだが…………器用にスカートを脚あしで挟はさみながら、袖そでから高たか枝えだ切りばさみを取りだすしぐれさんの姿を見て、ああ本当に大丈夫なんだ、と悟る。

「分かった！」

　音おと無なしさんも僕と同じように考えたんだろう。しぐれさんをあっさりと置き去りにし、再び走りだした。

「ちょっ、音無さん、だから危ないんだって！」

　あーもう、行っちゃったよ。人の話を聞けっていつも言ってるだろ！

「すいません、あとで必ず迎えに来ます！」

[image: ]

　しょうがない。しぐれさんには悪いけど、いまは音おと無なしさんを追いかけないと。

　今度はすぐに追いついた。さすがに足場が悪すぎるからね。音無さんも全速力を出せなかったのだろう。

「音無さん」

「なによ」

「ま、待ってよ。はあはあはあ」

「変質者ごっこなら他よ所そでやってくれる？　いま忙しいの」

「違うわ！」

「そっか、『ごっこ』じゃないもんね」

「そういう意味じゃねえよ！」

　単に息が切れただけだって。日ひ頃ごろの運動不足がたたったな。

「じゃあなんなのよ。早く追いかけないと見失っちゃう」

「もう諦あきらめろって。猿さるには追いつけないよ」

「あの猿、こっちのスピードに合わせて遊んでんのよ。ちょくちょく止まってはこっち振り返るんだもん。なんかおちょくられてるみたいでムカつく!!」

　音無さんが指をさす先には、枝の上からこちらを見下ろす猿の姿。

「キキー」

　なんか笑われた気がする。たしかにイラッとくる。

「くっ…………待て！」

「あっ、だから音無さんってば！」

　音無さんが一歩踏ふみだした瞬しゆん間かんだった。音無さんが消えた。見失った。しかし、同時になにかが転げ落ちる音が聞こえてくる。

「きゃあああああああ」

「音無さん!?」

　落とし穴だ！　音無さんが落とし穴に落っこちた！

「いたたた」

「大だい丈じよう────うっ!?」

　この落とし穴、いつ掘られたものなのだろうか。だいぶ前に作られたものなのだろうか。

　落とし穴だとバレないように細工されていたんだと思う。きっとネットかなにかを被かぶせて、その上に枯れ葉とかを敷き詰めていたんだろう。でも、時間がたつにつれ、そこにも植物たちが育ったのだ。日本では育たないような、丈じよう夫ぶな蔓つるを縦じゆう横おう無む尽じんに伸ばしていたのだろう。

　そんな植物たちと一緒に落ちた音無さん。蔓が身体からだ中に巻きついてしまっていた。

　剝むきだしの脚あしに絡からみつく蔓。結構キツく巻きついているのだろう。少し離れたところからでも見て取れるほどに音無さんの柔らかそうな脚をぎゅっと縛しばっている。

　もちろん脚あしだけじゃない。全身が蔓つるで拘こう束そくされてしまっている状態。普段の音おと無なしさんより胸が大きく見えるのは、蔓が縛しばっているせいで寄せて上がっているからか。

　亀きつ甲こう縛りと呼べるほどまで芸術的な縛りかたじゃないけど、ただ転がっただけでここまで拘束されるものなのだろうか。いや、そんなこと、いまはどうでもいい。

「ん、キツい」

　熱い吐息混じりで感想を述べる音無さん。

　そうです、少しキツいくらいがいいんです。自由に身動きをとれないくらいがちょうどいいんです。痛みを感じるほどまでやっちゃうとやりすぎだからね。

「ちょっと！　なに見てんのよ！」

「ごごごごごめん！」

「あっ、猿さる！」

　思わず音無さんの姿に見入ってしまっていたせいで気づかなかったけど、猿が木から下りて僕のすぐ横にやってきていた。僕とまったく同じように、落とし穴の縁へりから落っこちた音無さんを見ていたのだ。

「待て！」

「キィッ!?」

　くっ、さすがにすばしっこい。っていうか、そろそろブラジャー落とせよ。欲しいのは分かるけど、そこはぐっと我慢するのが紳士ってもんだぜ！

　やばい、また逃げられる。これ以上森の奥に行くのはマジで危ないし、ここで逃がすわけには…………。

　とっさに、足もとに落ちていた握りやすい大きさの石を拾う。これで驚おどろかそう。野球なんて学校の体育の時間にしかやったことないけど、見よう見まねで投球フォーム。

「当たったらごめん！」

　力一杯ぶん投げる！

　が、当然僕のコントロールなんかでは当たるはずもなく、近くの木にぶつかった。

「ギィッ！」

　お、ついに猿がブラジャーを落としたぞ！

　慌あわてて駆け寄ると、さすがに猿も取り返そうとはせず、森の奥へと消えていった。

　良かった良かった。無事取り戻せたわ。

　エメラルドグリーンとピンクのブラを拾う。うむ、大きさで一いち目もく瞭りよう然ぜん。ピンクが音無さんだな。

　あーあ、結構汚れちゃってるよ。小枝や葉っぱを取り払う。

　む、なんか臭くさくない？　野生の動物の野生ならではの匂においが。

　くんくん。この匂いはどっちからだろ。どっちもかな。猿の匂いが移っちゃったのかな。くんくん、くんくん…………。

「よっこいしょ…………っと。どう？　取り返せた？　って、あんた…………」

「良りよう人とさま、まどか。ようやく追いつきましたわ…………あら？」

「ん？　ああ、二人とも無事？」

　落とし穴から這はい上がってきた音おと無なしさんと、ロープの罠わなから脱出してきたしぐれさんが。

「無事？　じゃないわよ。あんたいまなにしてた？」

「へ？　なにが？」

「良人さま。それは洗いたてなので、匂におっても洗剤の香りしかしないと思いますわ」

　…………ん？　はっ！

「ち、ちちちち違う！　そういうことじゃなくて！」

　ブラジャーの匂いを嗅かいでいたわけではないんだ！

「音無さん、違う、誤解だよ」

「思いっきり匂いを嗅いでるところ見たんだけど。これ以上ないくらいに現行犯でしょ」

「だから！　たしかに嗅いだけど、そういう目的で嗅いだんじゃなくてさ」

　音無さんが一歩踏ふみだした分、僕は一歩後ずさる。

　しかし、そこには────。

「おぶぅ」

　空がふわっと宙に浮く。ここにも罠があったか！　しぐれさんのかかってしまった罠とは違い、ネットが足もとからすくうように僕の体全体を持ち上げる。暴れても、ネットの上部が袋状に閉じてしまって抜けだせない！

「た、助けて」

　音無さんがにこっと笑う。

　音無さんが拳こぶしを振り上げる。

　音無さんが、音無さんがぁっ!!

「あら、こんなところに殴なぐりやすそうなサンドバッグが」

「ちょ、ちょっと待っ────ゲホッ。こんな状態の僕を殴る────ぐはっ。もう二回殴られた！」

　たしかに僕のいまの状態はサンドバッグに見えるだろうけど！

「ブラジャー取り返してあげたのに！」

「あら、そうね。ありがとう。お礼に殴ってあげるわ」

「わーい、って喜ぶと思ったか！　どんだけマゾいんだよ」

「サンドバッグは殴られるのが仕事でしょ？　本ほん望もうじゃない」

「だから、僕はサンドバッグじゃないんだって！」

「ぷ、ぷぷ……………………」

「しぐれさん、笑ってないで助けてえええええええええ」

　僕の悲鳴は、さぞかし森の動物たちの目覚ましとして役にたったことだろう。




　朝っぱらからボッコボコに殴なぐられ、ようやくログハウスへと帰宅。

　普通に音おと無なしさんと朝から顔を合わせていたけど、やっぱり彼女はなにも感じさせない、いつも通りの姿でいた。完かん璧ぺきすぎる。本当に、どっからどう見てもいつもの音無まどかだ。源げん太たさんに教えてもらわなければ、きっと一生気づけなかっただろう。まあ、朝は事情が事情だったからそんなことを気にしている余裕もなかったんだけど。

　そんなわけだから、僕も話を切りだすタイミングが見つからず、時間だけが過ぎていった。

　メイドさんの用意してくれた朝食を食べ、ログハウスの周りをぶらぶらと散歩し、湖にボートで漕こぎだし、競争したり、のんびりしたり。

　陸に戻ってきて、軽い昼食をとりながら釣つりもした。

　霜しも月つきさんの言うタクシーは釣れなかったけど、バスはこれでもかってくらい釣れた。一応食べられる魚らしいけど、せっかくの夕食があまり食べられないってことになるといけないので、すぐにリリースした。

　男一人に女子四人。なんて素晴らしいんだろうか。

　楽しくて楽しくて仕方ない。…………普通だったら、そうなんだけどね。

　気づいたら一日中音無さんを目で追っていた。ほんのわずかでも、なにか変化があればフォローできるように、なんて思ってたけど、そんな兆きざしはいっこうに見受けられなかった。

　一回部屋に帰って、昼寝をしようという話にもなった。これはチャンスだと、音無さんの部屋に出向いて話をしようかとも思ったけど、なんて言ったらいいかと迷っているうちに晩飯の声がかかってしまった。

　西にし陽び差す湖のほとりでバーベキューである。晩飯にはちょっと早いけど、陽が落ちると本当に真っ暗になってしまうから、ということらしい。

　たぶん、食べてるうちに真っ暗になってしまうだろう。夜がやってきて、あっさりと、なにもできぬまま、一日が過ぎてしまうのだろう。

　なんて、ワーワーキャーキャーと盛り上がる女の子たちをぼんやりと眺ながめながら、ベンチに一人腰掛け肉を頰ほお張ばる。なんていうか、こう…………入りづらいよね。女の子たちだけで盛り上がってるところに、男一人で入っていくのってすごい勇気がいると思うんだ。

　でも、楽しそうにしている女の子たちを見るのもそれはそれで楽しい。相手にもよるけどね。音無さんとしぐれさんがいるんだもん。そりゃ楽しいさ。

　と、女性陣の中で一番どうでもいい我が妹が僕へと話しかけてきた。

「兄さーん、食べてる？」

　そう言う愛あ好この手にはバナナが握られている。

「誰だれだよバナナなんて持ってきたの」

　メイドさんたちが用意してくれたのかな？　ずいぶんとこの場に似合わない物を用意してくれたもんだ。

「はーい」

「おまえかよ！」

　愛あ好こが持ってきてたのか。それなら納なつ得とくだわ。

「バナナはおやつに入らないんだよ！　いただきまーす」

　丁てい寧ねいに皮を剝むいて、ぱくり…………といくかと思いきや、表面をねっとりと舐なめ始めた。そうだ、こいつの子供のときからの悪い癖くせなんだ。

「愛好、いつも言ってるだろ。その食べかたやめなさい」

「えー、いーじゃん。ぱくっといっちゃったら勿もつ体たいないもん」

「勿体なくないだろ！　ちゃんと食べるんだから。ほら、行ぎよう儀ぎ悪いだろ」

「じゃあ、こうすればいい？」

　ぺろぺろするのはやめずに、手をお皿のようにして添えた。

「手皿をすればいいと思ったら大間違いだからな！」

「でも、このほうがそそるでしょ？」

「なにが!?　ねえ、なんの話？　食事のマナーの話だよ？」

「わたしだっておかずの話だよ!?」

「うるせえよ!!　ほら、みんな見てるからやめろって」

「分かりましたー。じゃあ、兄さんと二人っきりのときにしかしてあげないから」

「なんで上から目線なんだよ！　二人のときにもしなくていいから！」

　バナナ一本でここまで会話の弾む兄きよう妹だいが常つね村むら家を除いて他ほかにあるだろうか。たぶん、ないよなぁ。

「あれ？」

「どした？」

「バナナがなくなってる。まだいっぱいあったのに」

　きょろきょろと辺りを見渡す愛好。どうやら残りを机の上に置いておいたらしいのだが。誰かが場所を移したんじゃない？　とは思いつつも、マジメに返すのもアホらしかったので適当に言い放つ。

「今け朝さの猿さるがまた持ってったんじゃないか？」

「えー？　兄さん、隠した？」

「また僕を疑うのかよ。んなことするか」

　じっと愛好が見つめる視線の先は、僕の下半身。

「そうだね、小振りなのが一本だけしかないみたい」

「隠してないって言ってるだろ!?」

　小振りとは失敬な！　あと、二本も三本もあったらそれはそれで大変だろ！

「ま、いっかー」

「バナナくらい帰ったら嫌いやって言うほど食べさせてやるから」

「兄さん、セクハラ？」

「なんでだよ！　おまえな、ちょっとは自分の発言に気を遣つかったほうがいいぞ？」

「どーして？」

「胸に手をあてて考えてみろ！」

　さっきからセクハラを受けているのは僕のほうだ！

「『僕の見てる前で胸を揉もんでみろ』だなんて！　兄さん、今日きようは鬼き畜ちくだね」

「そういう意味じゃねーよ！　どんな耳してんだよ！」

「人より感じやすいかな」

「そういう意味じゃねーんだってえええええええええええええええ」

　愛あ好こに全力でツッコミを入れていると、音おと無なしさんがやってきた。

「あんたさっきからうるさいわよ」

「音無さん！　僕は被害者なんだよ！　愛好のやつが…………」

「え？　愛好ちゃんなら、あっちで幸こ春はるちゃんとしゃべってるじゃない」

「はい？」

　うわ、いつの間に逃げたんだよ。

「はあ…………もういいや」

「あんたどうしたの？　なんか今日ずっと心ここにあらずって感じだったけど」

　むむ、バレてたか。まあ、音無さんは役者で、僕は素人しろうとだからね。下へ手たな演技で誤ご魔ま化かそうとしても音無さんには隠し通せないか。

　かと言って、ここで話を切りだしてもいいものか。源げん太たさんに教えてもらったんだけど、って切りだしても話をはぐらかされそう。

　っていうか、逆に音無さんに心配されてしまった。いかんなぁ。

「なんかこう…………色々考えることがあってね」

　結局、曖あい昧まいな感じで返してしまった。

「あんたみたいな素人でも悩みごとなんてあるんだ」

「…………まあね」

「な、なによ。言い返してきなさいよ。なんかあたしが意地悪言ってるみたいじゃない」

　僕のことをからかうつもりだったんだろう。いつものようにツッコまなかったから拍子抜けしたようだ。

「なんかあったの？」

「いや…………」

　なんかあったのは音おと無なしさんのほうでしょうよ。

「まあ、話したくないならいいけど。ほら、これでも飲みなさいよ！」

「ん、ありがと」

　缶ジュースを受け取る。南国のフルーツがたくさん描えがかれた、派手なデザインの缶だ。音無さんの手にも、まったく同じ物が握られている。そこに書かれている文字は英語…………ではないな。どこの国の言葉だろう。英語に似てるんだけど、ちょっと違う。見たことのない単語がいっぱいだ。

「これなんのジュース？」

「知らないけど。幸こ春はるちゃんが用意してくれたんだから、きっと高価な飲み物なんじゃない？」

「はあ…………」

　じっくり見ていると、音無さんが自分の持っていた缶を僕のほうへと向けてきた。

「はい、かんぱーい」

「あ、うん。乾杯」

　慌あわてて封を開け、音無さんの缶に軽くぶつける。

　僕の目の前でこれでもかと缶を傾け、豪ごう快かいに飲む音無さん。せっかくだし僕も頂こうか。

　と、一口含んだところで気がついた。

　…………これ、酒じゃね？

　缶に書かれた文字の中からそれらしい単語を探すも、よく分からない。でも、完全に酒だわこれ。メイドさんや執しつ事じさんが吞のむために用意したやつを、間違えて持って来ちゃったのかな。

「お、音無さん…………」

　慌てて音無さんを止めようかと思ったけど、すでに手遅れの様子。

「ぷはー」

　あーあ、知らないぞ。音無さん、お酒にめっちゃ弱いからな。しかも泣き上じよう戸ごなんだよな。

　────あ、ちょうどいいかも。よく言うじゃん、お酒を吞んで嫌いやなことを忘れるって。お酒の力を借りて、嫌なことをすべて吐きだせるなら、いいんじゃないかな。

　未成年だけどさ、ここどうやら日本じゃないみたいだし。

「音無さん、音無さん、乾杯！」

「へ？　ああ、かんぱーい」

　再度缶をぶつける。僕は吞むフリ。舐なめるだけ。

　でも音無さんは、気前よく付き合ってくれた。のどがごくごくいっている。

「ぷはー。あれ？　もうなくなっちゃった」

　おおう、一缶飲み干しましたか。

「ぇぐ…………」

　さっそくきたね。

　音おと無なしさんは僕の隣となりに座ると、おずおずと服のはしっこを引っ張りながらベソをかき始めた。

「ごめんね？　ごめんね？」

　そしていきなり謝り始めた！

「なにがですか？」

「………………………………」

「音無さん？」

「用もないのに話しかけてごめええええええええええええん」

「ないのかよ!!」

　頰ほおを赤くして、べそをかいている音無さん。この状態の彼女に理屈はきかない。でも今日きようの僕は決めている。とことんまで付き合ってやろうと。

「ねーねー、グミフォンデュやろうよー」

「なにそれ!?　グミフォンデュ？」

　チーズなら聞いたことあるけど…………。

「どろどろに溶かしたグミに、色んな物をからませて食べるの。おいしそーでしょ」

「いや…………どうだろう」

　悪いけど、あんまりおいしそうじゃないよ音無さん。

「音無さんって本当にお酒弱いね」

「パラ酔よってないもん！」

「はい？　パラ…………なに？」

「パラ酔ってないもん！」

「え、な、なんすかそれ」

「パラ酔ってないもん！」

「だからそれがなんだって言ってんだよ！」

「怒ったあああああああああ！　ごめんなさああああああああい」

「っだあああああ、怒ってないから。すいません、なんなのか説明してもらえませんか!?」

　早くもくじけそうなんだけど。

「酔っ払う、の逆さ言葉ですわね」

　あ、しぐれさん。なるほど、そういう意味か。それを早く言えっての。

「まどか、一体どうしたのですか？」

「間違ってお酒を吞のんでしまったみたいで」

　ま、気づいてて止めなかったんですが。

「しぃーぐぅーれぇー」

「きゃっ」

　音おと無なしさんがしぐれさんに抱だきついた！　しかも顔を胸にうずめている！　なんてうらやましい光景。

　ぼ、僕も酒に酔よった勢いでなら許されるのか？　いや、女同士だから許されてるのか？

「ふかふかぁ～」

　いいなあ、音無さん。

「ちょっとぉ、なにうらやましそうに見てんのよぉ」

　しまった、バレた！　また怒られる！

　立ち上がって逃亡準備。もう条件反射だね。

　と思ったら────。

「しょうがないなぁ、ほら、あんたにも、ぎゅー」

「は、え？」

　いきなり抱きしめられた！

「お、音無さん!?」

「ふかふか？　ふかふか？」

「え、えっと」

　正直それどころじゃないです！　音無さんが僕を！　僕の背中にまで腕をまわして、身体からだ全体を密着させてっ。

「ふかふかじゃないんだああああ。やっぱりしぐれくらい大きくないとダメなんだあああああ」

「ち、ちがっ、そんなことないですって！」

「ほんとーに？」

　ぐすん、と鼻をすすりながら、僕を見上げる音無さん。ふかふかとか、ふかふかじゃないとか、そういうこと以前にですね、音無さんがこんな風に僕を抱きしめてくれている時点で、なんというか色々辛しん抱ぼうならんわけですよ。

「うれしい？」

　な、なんてことを訊きくんだ音無さん！

「ねえ!?　あたしにぎゅーってされてうれしい？」

　ぐ…………これはいつものように僕をイジっているのか、それとも素直な質問なのか。どっちだ。どっちにしろ、こんなに答えづらい質問はない！

「は、はい」

「ちゃんと言ってくれなきゃ、ヤだ」

　マジっすか。言わなきゃダメ？

「う……音無さんに抱きしめられて嬉うれしいです」

　うおおおおおおおおおおおおおおお！　言わせるなよ恥ずかしい！　恥ずかしいにもほどがあるって。しぐれさんだって見てるんだからね！

「大サービスなんだからね、にへへ」

　満足のいく答えが聞けたからなのか、音おと無なしさんは僕からぱっと離れるとはにかむように笑う。そして、ベンチにすとんと腰を下ろす。足を浮かせてパタパタさせているところを見るに、機嫌はいいようだ。

「良りよう人とさま」

「あ、いや！　その、これはえっと…………」

　違うんです、しぐれさん。べつにいちゃいちゃしてたわけではなくってですね、音無さんが勝手に────。

「まどか、寝てしまいましたわ」

「え？」

　隣となりを見れば、上半身だけベンチに横になって寝る音無さんの姿が。暴れるだけ暴れて、これかよ。

「まどかったら。どうしましょう。ここで寝たら風か邪ぜをひいてしまいますわ」

「はあ…………しょうがない、僕が背負って部屋まで連れていきますよ」

「でしたら、わたくしも」

「いえいえ、大だい丈じよう夫ぶです。しぐれさんはバーベキューを楽しんでてください」

「でも…………」

「じゃあ、愛あ好このやつに肉を全部食われてしまわないように、見張っててもらえますか？　あいつ、ほっとくと僕の分まで食っちゃうんで」

　なんて言ったけど、もうバーベキューは終盤である。僕も結構お腹なかいっぱいだけど、そうでも言わないとしぐれさんは引き下がりそうになかったからね。

「でも…………はい、かしこまりました」

　ずいぶん心配してくれているようだったが、最後には微ほほ笑えんでくれたしぐれさんに箸はしと皿を預け、音無さんをおんぶする。

「気をつけてくださいね」

「はい。そりゃあ、もう。丁重に扱いますよ」

「いえ、それだけではなくて」

「え？」

「弱った女には気をつけていただきたいな、と」

「それ、どういう…………？」

　弱った女って、この場合音無さんのことか？　音無さんに気をつけろ？　どういうこと？　普段の元気いっぱいのときは、暴力的な意味で気をつける必要があるってのは分かるけど。

「いえ、やはりなんでもありません。お引き留めして申し訳ありませんでした」

「はあ…………」

　よく分からず仕じ舞まいだった。

　しぐれさんに見送られながら、ログハウスへとよたよたと歩きだす。

　もうだいぶ陽ひが落ちてきている。足もとに注意して、転ばないようにしなくちゃ。

　のそのそと、薄うす暗ぐらい中を歩く。後方のバーベキュー会場から賑にぎやかな声が聞こえてくる。

　と思ったら、とても近くからも声が聞こえてきた。

「うぅ…………」

「あれ？　目、覚めた？」

「なんかちょっと気持ち悪い」

「ははは」

「だるい」

「寝てていいよ。部屋まで送るから」

「うん…………」

　もう少し抵抗されるかな、と思ったのに。意外と素直だった。でも、さすがに寝ようとは思わなかったらしい。

「あーあ、この旅行も明日あしたで終わりか」

「早かったね」

「うん。帰ったらまたがんばらなくちゃ」

　…………がんばる、か。

「音おと無なしさん」

「ん？」

「ごめん」

「な、なに急に」

「手紙のこと」

　音無さんの息を吞のむ音が聞こえた。「手紙」と言っただけでなんのことか気づいたな。音無さんもそれだけ気にしてたって証拠だ。

「知ってたんだ」

「源げん太たさんに教えてもらった」

「あのバカおやじ…………」

「音無さん、ごめん」

　もう一度謝った。謝って済む問題じゃないけど、謝らずにはいられなかった。故意ではなかったとはいえ、間違ったことをしたら謝る。ミスをしたら謝る。当然だ。

「あれくらいのことどうってことないわよ。あんたは気にしすぎなのよ、バカじゃないの？」

　ははは、予想通りだ。「バカじゃないの？」まで完かん璧ぺきだわ。

「でも旅行にまで持ってきてたじゃん」

「まあ、それは…………」

　先日、出版社に行ったときも担当の人が言ってたじゃないか。ネットがこれだけ普及した時代で、簡単に自分の意見が発表できるのに、あえて手間と時間をかけて送られてきたメッセージ。その重要性は、匿とく名めい性せいの高いネットの書き込みとは比べものにならないくらいに大きい。

　それがポジティブな意見ならいい。でもネガティブな意見なら、そのダメージはやはり大きくなる。

「本当はどう思ってんの？」

「どうとも思ってないって」

「噓うそだ」

「噓じゃないって」

　音おと無なしさんを背負いながら、よたよたと歩く。もうすぐログハウスに着いてしまう。一歩一歩、ゆっくりだけど、近づいている。

「僕は悔くやしかった。なんにも知らないくせに、好き勝手書きやがって……って」

「そういうもんよ」

「ぶん殴なぐってやりたいね」

「あたしのファンに手を出したら、絶対に許さないから」

　マジかよ。「ファン」だって。あんなこと書かれて、会員証まで送り返されてるのに、まだそんなこと言うのかよ。

「そっか。『ファン』か。じゃあ、なにもできないね」

「そう、なにもできないの。だから────」

　僕の肩に掛けられた音無さんの手に力が入る。

「だから…………いまからあたしが言うことは全部噓だから。誰だれにも言わないで。聞かなかったことにして」

「うん」

　分かった。誰にも言わないよ。

　安心して音無さん。ここには僕しかいない。

　沈みかけた太陽の光が雲に反射して、地上を紫むらさき色いろに染める。森の木々が風に揺ゆれ、ざわざわと音をたてる。なにもない。自然がありのままの姿でそこにあるだけ。

　言葉も、想おもいも、ここならどこへも届かない。

　音無さんを知っている人は誰もいない。

　ゆっくりと息を吸い、音無さんは叫ぶ。

「なにも感じないわけないじゃない！　平気なわけないじゃない！　あたしだって、普通の女の子なんだから…………」

　訴えるように、すがるように吐きだされる言葉。開いた傷口と、止まらない血。痛くて痛くて、でもどうしようもなくて、苦しむことしかできない。

　いつも笑顔でいるからって、傷ついていないと思ったら大間違いなんだ。

「あたしはどうすればいいの？　どうすれば良かったの？　いままでずーっと、あたしを応援してくれる人たちのためにがんばってきたのに。苦しいときも、悲しいときも、必死で笑顔でいたのに。みんなから嫌われちゃったら、あたしは誰だれに笑顔を向ければいいの？」

　人を殴なぐれば拳こぶしが痛む。相手に与えた痛みは必ず返ってくる。

　でも、言葉の暴力は違うんだ。痛みは返らない。人は人を傷つける痛みに気づかない。だから痛みを知らない人は、同じことを繰り返す。

　笑顔の意味も考えず、一方的に暴力を振るう人たちを、音おと無なしさんはそれでも受け入れようとしてるんだよ。

「分かんない。分かんないよ…………」

　そうしてずたずたにされた心はいつか必ず壊れるときが来る。なのに、傷つけた人は壊したことにすら気づかないのだ。

　こんな理り不ふ尽じんなことがあるか。こんなにツライことがあるか。

　文句を言うこともできず、抵抗することも、殴り返すこともできず、ただただ笑顔で受け止めなくちゃいけないなんて、そんなバカみたいなことあっていいのかよ。

「音無さ────」

「見ないで！　…………ごめん、いまだけは、許して」

　振り返ろうとして、やめた。音無さんが望んでいないのなら、僕は従うまでだ。

　背中に押しつけられる感触。

　小さく震ふるえる体。

　とっくに限界を迎えているのに、こんなときでも痛みに耐えようと必死に堪こらえているんだ。

　音無さんの本当の気持ち、か。

　嫌われたくない。できることなら、好かれたい。

　それは────なんてことない、普通の女の子の気持ちだ。

　アイドルとか、声優とか、キャリアとか、そんな物はなんにも関係ない。ごくごくありふれた想おもい。

　誰でも持っている感情で、特別なことなんて何一つない。

　僕がいま背負っているのは、普通の、どこにでもいるような女の子なんだ。

「　　　　　　　　　　　」

　叩たたきつけるような慟どう哭こく。

　でも、僕は聞いていないふりをした。いま僕の耳に届くのは自然の音のみ。他ほかにはなにも聞こえない。

　少ししてから、ようやく音おと無なしさんの声が聞こえてきた。

「ごめん…………明日あしたにはまた、いつもみたいに笑えるから」

　傷つきながら、それでも音無さんは何度でも立ち上がっている。

　堰せきを切ったように溢あふれだした感情。そのすべてを吐きだして、また音無さんは笑おうとしている。アイドル声優・音無まどかとして、笑おうとしている。

　分かってるんだって。なにかを表現する人間は、批判されてこそなんだってことは。分かってるから、なにも言い返さないんじゃないか。

　なら、少しだけ。もう少しでいいから、世間は音無さんに優やさしくしてもいいじゃないか。普通の女の子が、こんなにがんばってるんだから。

　僕はなにを言えばいい。僕は神さまじゃない。音無さんにしてあげられることなんて、たかがしれている。

　なにをすればいい。

　なにをしてあげられる。

　なにをしてあげたい？

　考えて、考えて、出た言葉は────。

「………好きだよ」
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　笑顔を振りまくことが自分の仕事だと理解しているからこそ、どんなときでも弱音を吐かない。ツライ顔を見せない。ちょっとだけ強がりな、普通の女の子。それが音おと無なしさん。

　端はたから見ているだけでは気づけない。その笑顔が完かん璧ぺきであればあるほど、常に笑顔でいることのすごさに気づけない。分かっていたはずだったのに、まだ足りなかった。同じ仕事をしてみて、同じステージに立ってみて、そのすごさにようやく気づけたんだ。

　彼女の笑顔はあまりにも美しい。

　そんな音無さんが僕だけに聞かせてくれた本心からの言葉。

　僕も本当の気持ちを伝えなくちゃいけない。心から出た言葉じゃないと音無さんに伝わらない。そう思った。

「誰だれがなんと言おうと、僕はがんばってる音無さんのことを知ってるから。そんな音無さんが僕は大好きだから。…………だから、またがんばろう」

「ありがと」

　音無さんの声が耳元で聞こえる。またひとつ、ドキンと心臓が跳はねた。

「あたしも…………あんたのこと好きかも」

　跳ねすぎて、心臓が止まるかと思った。

　実際に言葉は止まった。次はなにを言えばいいのか分からなくなった。

　振り返ることもできず、言葉の意味を尋たずねることもできず、頭の中が真っ白になりながらも、歩くスピードが少しだけ上がった。

　なにも言えないまま、目的地に到着。ドアの前で音無さんを下ろすも、相手の目が見られない。

　ドアを開けた音無さんは、振り返らないまま言った。

「じゃ、また明日あした」

「う、うん」

「おやすみ」

「うん」

　僕は頷うなずくことしかできなかった。










　部屋に差し込む朝の陽ひ差ざしと、鳥の鳴き声で目を覚ます。

　昨晩はとくにすることもなく、さっさと寝てしまったから睡眠時間もばっちり。目覚ましのアラームに頼らない自然な覚かく醒せい。なんとも優ゆう雅がな起床である。こんなの何年ぶりに味わっただろう。まあ、僕の場合は無理して深夜アニメを追ってるからいつも朝ダメなだけなんだけど。

　あ、しまった。昨日きのうの夜、露ろ天てん風呂に入り損ねた。これは大失敗だわ。今日きようはもう帰る日だからな。結局一回も満天の星空を仰あおぎながらお湯に浸つかることができなかったわ。

　でも、そう考えると二泊三日なんてあっという間だったな。

　顔を洗って、歯を磨みがいて、簡単に寝ね癖ぐせを直して、リビングへ。

　もうみんなそろっていた。どうやら朝ご飯は僕待ちだったらしい。

「おはよう」

「兄さん遅ーい」

　僕のあいさつにむくれて返してくるのは愛あ好こ。おまえは朝から元気だね。けっして遅くはないと思うよ？　普段の僕からしてみたら、むちゃくちゃ早起きじゃないか。

「お兄さん、おはようございますなのです」

　ぺこりと丁てい寧ねいな霜しも月つきさん。モーニングコーヒー中のご様子。優ゆう雅がだ。カップの横に大量に置かれているミルクと砂糖がなんかかわいい。

「良りよう人とさま、おはようございます」

　のんびりとした口調でしぐれさん。あ、なんかしぐれさんを見てたらまた眠くなってきたかも。どんだけ癒いやし系なんですか。

　そういえば、昨日きのう音おと無なしさんを部屋に送ってからバーベキュー会場に戻ったら、しぐれさんに「すぐに戻ってきていただけて安心しましたわ」とか言われたっけ。あれは一体どういう意味だったのだろうか。

　さて、最後に…………。

「あれ？　音無さんは？」

　姿が見えない。まだ寝てるのかな。いや、でも昨日はお酒吞のんじゃって早々に部屋に戻ったからな。まだ寝てるんだとしたら、十二時間以上寝てることになるぞ。

「散歩してくるってちょっと前に出てったよ」

　と、愛好が答えてくれた。

　そっか、散歩か。

「兄さんも起きたし、そろそろ朝ご飯だから呼んでこなくちゃ」

　お待たせしてすいませんでした。そんなにお腹なか空すいてたのなら、先に食べちゃっても良かったのに。

「兄さん、まどかさん呼んできてよ」

「え、僕？」

「うん。桟さん橋ばしのほうに行くって言ってたから」

「わ、分かった…………」

　顔合わせづらいんだけどなぁ。なんて思いながらも承しよう諾だく。ログハウスを出た。

　今日きようもいい天気だ。風も気持ちがいいし、気温もちょうどいい。この風を浴びるのも今日で最後か。帰るのが惜しいくらいだ。次、いつ来られるか分からないもんな。下へ手たしたら海外旅行なんてこれが最初で最後かもしれないし。だとしたら堪たん能のうしないとな。

　とぼとぼと歩いて桟さん橋ばしへ。

　湖を眺ながめている音おと無なしさんを発見。じっと立ち尽くすその後ろ姿からは、いまの彼女の感情を読み取ることができない。

　でも、音無さんはきっと気持ちを切り替えているだろう。音無さん、強いから。

　昨日きのうの彼女の姿は、僕の心の奥底に閉じ込めておくのだ。誰だれにも言わず、思いだすこともなく、いつか僕自身も忘れてしまうんだ。それがいい。

　今日きようからまた、いつものように、いままでと同じように音無さんに接すればいいんだ。

　ただ、それはそれとして、もうひとつ気になることがある。

　僕が音無さんに言ったこと。それを受けて音無さんが僕に言ったこと。その言葉の真意。さすがにそっちは無視できない。

「おはよう」

　音無さんの背中へ向かって、勇気を振り絞って声をかけた。

「うん」

　返事は相づちひとつ。なんともそっけない態度。

　この感じ、やっぱり昨日のこと覚えてるのかな。一応お酒入ってたし、忘れてたりしないかなぁ、なんて都合よく期待してたけど、そんなことはなかったみたい。

　と、なるとだよ。昨夜ゆうべのあの言葉は本気だったのだろうか。冗談？　いや、でも前後の会話の雰ふん囲い気きからして、冗談を言うような流れじゃなかったよな。じゃあ、言葉のまま受け取っちゃっていいのだろうか。…………でもなあ。

　そこへきて、この音無さんの態度だもん。いつも通りと言えばそう見えなくもないし。

「えっと……朝ご飯、準備できたって」

「ん、分かった」

　なんなんだ。どうなんだよ。「好き」っていっても色々あるもんな。友達として、異性として、もしくはそれ以外？　日本語って難しい！

　そもそも最初に言いだしたのは僕なわけで、じゃあ僕はどういうつもりで「好き」って言ったのかといえば、そりゃあまあ本気で心の底から思った言葉を口にしただけだ。

　僕の「好き」を音無さんはどう取ったのか。それによって音無さんが返してくれた「好き」の意味も変わってくるぞ。

　昨日のことだけど、とか切りだしていいのか？　音無さん、僕のこと「好き」って言ったよね？　みたいな？　おいおい、勘かん違ちがいだったらすげー痛いやつだぞ。「そんなつもりじゃなかったんだけど」とか言われちゃったら…………そ、それだけは嫌いやだ！　めっちゃ恥ずかしいじゃん！　そして、立ち直れなさそう！

「あのさ」

「は、はいっ」

「なに緊きん張ちようしてんの？」

「いや、べつに…………」

　くすっと笑って、音おと無なしさんはポケットから封筒を取りだした。あの封筒だ。

「昨日きのうのことだけど」

　音無さんのほうから切りだしてきた！

「昨日？　えっと、なんのことだろ」

　思わずとぼけてしまった僕を見て、音無さんが再びくすりと笑う。僕が分かっていてとぼけたのを悟られたんだろう。

「あー、その……なんていうか…………」

　どう取り繕つくろおうか、なんて焦あせる僕を横目に、音無さんが封筒に手を掛ける。中からプラスチック製の会員証を取りだす。

　そして────。

　ゆっくり、大きく息を吸って。

　ゆっくり、大きく息を吐いて。

　封筒ごと手紙を破りさった。びりびりに、とにかく細かく。

　雄大な山脈から吹く風に舞う紙かみ吹雪ふぶき。音無さんの手から、すべて離れていった。

「ファンの人からもらった手紙をこんなことするの、初めて」

　複雑な心境なんだろう。苦笑いを浮かべながら、会員証もパキッと折って湖に投げてしまった。

「永久欠番ね」

　これは、音無さんなりのアピールなのかな。「もう大だい丈じよう夫ぶだから」って。「立ち直ったから」ってことなのかな。だったら僕は、もうこの件にはこれ以上触れないけど。

「これでよし、と」

　手をパンパンと払う音無さんの姿を見て、そういうことなんだな、と音無さんからのメッセージを受け取った。

　湖の上を舞う千切れた言ことの葉はたちを見つめる。すべての紙片が水面に落ちてから、音無さんはしみじみとつぶやいた。

「人を好きになるのって、すごいことよね」

「うん、そうだね」

　その一言で理解した。

　そうか、音無さんがいま破った手紙も、愛ゆえに、だったんだろうな。手紙の送り主は音無さんのことが大好きだったんだ。大好きすぎて、頭の中で思い描えがいた理想ばかりが大きくなっちゃって、本当の音無さんが許せなくなってしまったんだ。

　それもこれも全部、音おと無なしさんのことが好きだから。すべての行動の根っこにあるのは、たったひとつの感情だったんだ。

　音無さんはそれをきちんと受け取った。僕が見届けた。

「…………あたしもさ、仕事で人を好きになる役とかやるじゃない？」

　ん？　なんだろ。さっきの音無さんの言葉から、繫つながっているような、いないような。話題を変えたのか？　まあ、言ってることは分かるけど。恋愛って重要な要素になってくることが多いからね。

「人を好きになるのって、すっごいパワー使うんだよね。だから、生なま半はん可かな気持ちではできないの。全力でその役になりきらないと、リアリティが出ないんだよ」

　重要な要素だからこそ、手は抜けないよな。大だい丈じよう夫ぶ、音無さんが手を抜いてないってのはきちんと伝わってるよ。音無さんが演じてきたキャラクターはみんな熱をもっていて、魅み力りよく的だもん。

「噓うそみたいな話だけどさ、役になりきってるときは、本当に相手のことが好きになってたりするの」

　出版社に営業へ行ったときに読んだインタビュー記事を思いだした。たしかに音無さんは同じことを言っていた。

「でもね、逆に不安にもなるの。もし、本当のあたし────音無まどかが人を好きになったら、その気持ちを押し殺してまで、役になりきって他ほかの人を想おもえるのかなって」

　んん？　それって、つまり…………どういうこと？

「あたしは、まだまだ未熟なんだと思う。だから、もっともっとがんばらないとね！」

　ぐっと両手でガッツポーズ。

「よし、昨日きのうの話は以上！」

「え、ちょっ…………待っ────」

「朝ご飯できてるんだっけ」

「それは、うん、そうなんだけど」

「早く行こっ」

　むう。

　昨日の話って、手紙の話のこと？　それとも、そのあとの…………。

　なんかうまくはぐらかされてしまったような気がする。

　とはいえ、これ以上強くは出られない僕。まあ、なんていうか…………いいか。

　音無さん元気になったし。

　今日きようのところは、これでいいか。

　抜けるような青空にため息をこぼす。

　足もとの小石を蹴けっ飛ばしたら湖に波紋が広がった。




「兄さん、早く座りなよー。朝ご飯食べるよ」

「ほいほい」

　ログハウスへと戻った僕と音おと無なしさんを待っていたのは、豪ごう華かな朝食の数々。

　テーブルの上には、トーストや目玉焼き、サラダなどが並んでいる。準備は万端に整っているようだ。あとは食べるだけだね。

「テレビつけていいですかー？」

　愛あ好こがみんなに尋たずねる。代表で答えたのは音無さん。

「もちろん」

　音無さんの声に反応して、ついつい彼女を見てしまった。で、目が合って反射的に逸そらす。むぅ、気まずい。っていうか、いまの逸らしかたは印象悪かったかな。でもさ、なかなか音無さんのように気持ちの切り替えができないのよ。

　そんなことを思いながら、朝のニュースに視線を逃がす。ちょうど芸能ニュースをやっているところだった。といっても、日本で流れた物を一日遅れで見ているだけなんだけど。

　みんなでいただきますをして、食べながらテレビを見る。

『今回のチャンピオンは────』

　一人の女の子がフラッシュを一手に受けている様子が。

　おお、あのオーディションやってたやつか。有名芸能事務所が次世代のアキバ系アイドルを発はつ掘くつしようっていうあの企画ね。前に雑誌でちょろっと見たわ。芹せり沢ざわさんたちと出版社に行ったときだったかな。

　へー、チャンピオンこの娘こに決まったんだ。

　画面の中で、一人の女の子が笑顔を振りまいていた。

　どことなくだけど、音無さんに似てると思ってしまった。なんでかは分からない。外見はべつに似てないと思うんだけど、ぱっと見た印象でそう思ったのだ。

　自信溢あふれる威い風ふう堂どう々どうな立ち振る舞いというか、己おのれの長所を理解したうえでそこを上じよう手ずに表現しているところというか。

「あ！　兄さん兄さん。この人、学校で見たことあるよ！」

「はい。先せん輩ぱいなのですよ」

　愛好と霜しも月つきさんの先輩ってことは中三か。

　へー、私立グレイス女学院に通ってるんだ。ってことはきっとお金持ちなんだろうな。

　もともと金持ちなのに、中学生の若さでチャンピオンに輝きアイドルデビューか。どんだけ恵まれてるんだよ。

　なんて思っていると、インタビューが始まったようである。

『憧あこがれているアイドルや女優さんはいますか？』

『憧あこがれ…………というか、ライバルならいまーっす！』

『ほお！　それはどなたですか？』

　いきなりライバルときたか。ずいぶんな野心家だね。若さ故ゆえ、かな。

　はてさて、一体誰だれのことを意識してるんでしょ。

『────────音おと無なし、まどか』

『はい？』

　ん？

　図らずも司会の人と同じリアクションをとってしまった。

　画面の中の少女は、体を少しだけ司会者に傾けたまま、顔を正面に向ける。

　そこに映っていたのは、幼い少女にしてはあまりにも鋭く、いままでのイメージを一変させる顔つき。

　ふいに、少女は司会者からマイクを奪うばい取る。その迫力に、司会者も思わず後ずさり。

　なにが始まるのかと会場は静まりかえり、目が痛くなるほど光っていたフラッシュも止やんだ。突然のマイクパフォーマンスに、カメラマンさんも呆あつ気けにとられているのだろう。

　静寂の中、たっぷり間を取って、満を持した瞬しゆん間かん。

　彼女のエントリーナンバーがテレビに映った。

〝１９８５〟
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　この番号って、どっかで…………？

　そうだ！　手紙だ！

　音おと無なしさんに裏返しの愛情を伝える手紙。その最後に書いてあった数字の羅ら列れつ。

　どういう意味なのか分からなかったあの番号。

　完全に一致していた。手紙の最後には、たしかに〝１９８５より〟と書かれていた。ということは…………？

　あの手紙はファンからの手紙じゃなかったんだ！

　疑問の表情を浮かべる司会者。それを完全に無視し、少女は再度カメラ目線で挑発的なことを口にする。

『皆さんがだーい好きな、アイドル声優の音無まどかさんですよぅ。知ってるでしょ？　いま一番人気があって、誰だれもが憧あこがれるトップアイドルさんですもんね。それにぃ、アタシの、自慢のお姉さまなんですから。くすくす。あ、お姉さま見てるぅ？』

　お姉さまだって？　いやいや、音無さんは一人っ子のはず…………。

　思わず音無さんを見る。少女の映った画面を食い入るように見つめ、ぴくりとも動かない。どういうことなんだ？

　こちらの疑問など知る由よしもない画面の向こうの少女。子供がおもちゃをねだるように、あっけらかんと言い放つ。ただし、顔に浮かぶ笑みは小こ悪あく魔まのよう。見ている者の背筋をぞわりとなぞる不思議な魅み力りよくを放ちながら。

『…………ねえ、お姉さま。そのポジション、そろそろアタシにちょーだいっ』

　少女の言葉を聞いて確信した。

　ファンレターを装よそおった手紙。

　そこに込められていた真のメッセージ。

　一番しっくりくる言葉を当てはめるのなら。

　そう、それは────。

　音無まどかへの、挑戦状。







あとがき




　マサトさま。上から読んでも下から読んでもマサトさま。どうもお久しぶりです、サイトーマサトです。急に回文から始まったこの怪文…………もとい、あとがきでございますが、正直ネタがありません。何一つとしておもしろい出来事が起きない。家から出ないのがいけないのでしょうか。身辺の変化といえば、筋肉の衰おとろえとみっともない肉の装備ばかり。なんだこれ、ちっともおもしろくねぇ！　でもダメだ！　家でゲームをしてるときが一番リラックスできる時間だし、おいしいものを食べるのもやめられない。量を減らすなんてとんでもない！　自制心？　なにそれおいしいの？　…………って、ああ、あれね。あれのことね。おいしかったわ。もうトイレから流れていっちゃったんじゃないかな。

　そんなこんなで、マジで体にガタが来ないうちになんとかしないと、と思い続けて早数年。学生時代からの友人と行く飲み会での主な話題が『女の話』から『健康の話』に移ろいつつあります。マジやべぇ。よくよく考えてみれば、話題にあがる『女』はそもそも二次元だった。もう色々終わってた。

　ただね、そんな生活でもひとつだけ良いことがあるんです。それは、集中して好きな小説を書けること。潤うるおいのない生活を送るサイトーを手助けしてくれるイラストレーターの魚さかなさん、担当さん、関係者の皆々さま。そしてなにより読者の皆さま。毎度毎度、本当にありがとうございます。何気ない日常に幸せを感じられるのは皆さまのおかげです。どれだけ感謝しても足りません。

　どうですか、このキレイな謝辞への流れ。普段つまらない実生活を送っているからこそ強く感じるこのありがたみですよ。そう考えればほら、サイトーはいまのような、怠たい惰だを極めた人生を送っていてもいいよね、自分に甘い自分でいいよね、なんて考えがチラホラと。いや、すいません！　仕事に関しては、きちんと、やりますとも！　締め切り的な意味で！　内容に関しては絶対に手を抜いたりしませんしね。だからこそ、時間がかかってしまうというか、ほら、ね？　やっぱり、ね？　……………………さて、そろそろフォローが苦しくなってきたので結びの一言へ。あとがきから先に読むという方もいらっしゃるでしょうから、あまり内容については触れませんが、今回はアレがアレなんで。次巻はなるべく早く皆さまのお手元へお届けできるようにがんばりたいと思います。

　ではでは────!!

　あなたの貴重なお時間をほんの少しでもいただけたのなら、こんなに幸せなことはありません。本当にありがとうございました！　お相手は、サイトーマサトでした！
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サイトーマサト

写真はこれまで書きためてきたネタ帳たちです。ほとんどボツとなったネタですが、今回はこの中からひとつだけご紹介しましょう。「メタセコイアーモロヘイヤー出てこいやー」…………ね、ボツでしょ。
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イラスト／魚さかな

およそ２年ぶりに釣りに行きました！　ルアーでスズキをねらう乗合船…なのですが東京湾内どこへ行っても釣れるのはイナダ・サバなど。うれしい獲物ですが本命はいずこ…数年前とは魚種が変わってきているなぁと思う近況でした。
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